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婚前溺愛～一夜の過ちから夫婦はじめます～










運命の人




　肌をなでていく指先は優しくて、それでいて情熱的。

　額に落ちてきた柔らかい口づけに潤んだ瞳を閉じた。

　この指先も唇も、私の知らなかった悦びをどれだけ知らしめるのだろう……？

　今まで誰にも教えなかった自分の秘密が暴かれていくようで、体の熱は上がり続けている。

「かわいい……」

　低く艶のある声はしっとりとしていて、耳の奥に心地よくじわりと落ちていく。

　触れられるたびにどうしたらいいのかわからなくて、なにもかもがぎこちなくなってしまう。

　キスすらもほとんど初めてのようなもので、唇が触れたその先のやり方はよくわからなかった。

「……っ、んっ」

　大げさだと自分で思えるくらい、ぴくんっと体が震える。

　しかしそれは体が勝手に反応して、自分の意思とは別に動いてしまうから。

「大丈夫？」

　耳もとでささやかれるその声にすら鼓動は大きく跳ね、巡る血をより沸騰させた。

「大丈夫、です……」

　おずおずと両手を彼の逞たくましい背に回していく。

　そっと触れた素肌は熱く、少し汗ばんでいた。

　自分の中に誰かの一部が入っているという、衝撃的で強烈な未知なる体験。

　体が裂けてしまうとおののいたのは初めの少しだけで、次第に痛みは甘い疼うずきに変換されていった。

『後悔はさせない……だから、全部預けていいよ』

　彼の優しく包み込むような声が、私を未知なる世界へと踏み込む決心をさせた。

　たとえそれが、一夜限りの、過ち……だったとしても――。

　唇からとろけてしまいそうな甘いキスが落ちてくる。

　こめかみから髪に指を差し込まれて口づけが深まると、下からの揺さぶりが再開された。

「っ……ふっ、んぁっ――」

　自分のものとは思えない甘ったるい吐息が次々とあふれ出、止まることを知らない。

「もっとそのかわいい声……聞かせて」

「っ、やっ……」

　そんなふうに言われて、恥ずかしくて首をふるふると小さく横に振ると、彼はふっと笑って汗が滲にじむ額にキスを落とした。

　知らなかった悦びに全身は震え、互いに汗ばんだ体を抱きしめ合う。

　夜が更け、空が白んでくるまで、それは何度となく繰り返された。




「里り桜おちゃん、もう帰るのかい？」

　お盆明けの金曜日、夕方、五時過ぎ。

　詰所で引き継ぎを終えて廊下を歩いていると、食堂に向かう利用者さんたちに声をかけられた。

「山やま田ださん！　はい、今日はもう帰るところです」

「そうかぁ、寂しいなぁ。ずっと里桜ちゃんがいればいいのに」

「またまたー、そんなうれしいこと言ってくれるんだから」

　有料老人ホームで介護ヘルパーとして働く私――紀き平ひら里桜は、この『長ちょう寿じゅ苑えん憩いこいの森もり』に勤めてもうすぐ二年が経とうとしている。

　短大を卒業して事務職に就いたものの、なんとなく働く毎日にやりがいは感じられず疑問を抱いていた。

　でも、これといった資格を持っているわけでもなく、転職をすることも難しい。

　そんなふうに思う日々を過ごし、私がちょうど二十三歳、事務職をして三年が経とうとする頃、転機は訪れた。

　祖父がもともと患っていた腰痛を悪化させ、入院生活を余儀なくされたのだ。

　その後、退院しても以前のように活発には生活ができず、介護ヘルパーさんに訪問してもらうようになった。

　祖父が介護を必要とするようになると、その負担はもちろん祖母にもかかってくる。

　そのサポートに近くに住む私の母が訪れることが多くなり、そんな実家の様子を目まの当たりにして、単純に介護の知識が欲しいと思った。

　まず手助けをしたいという思いが一番、そして次に、いずれ自分自身にも訪れるであろう両親の介護。

　学んでおいて損はないし、今の自分には必要なことだと強く思ったのがすべての始まりだった。

　事務の仕事をしながら講習を受け資格を取得し、思いきってした介護職への転職。

　世の中ではきつくて大変だと言われている仕事だけれど、これが私には事務職から転職してよかったと思える、まさに〝天職〟だった。

　昔からもともと、お年寄りと接することが好きだったのが大きいのかもしれない。

　実家が祖父母の家と近所だという事情もあり、子どもの頃からよくおじいちゃん、おばあちゃんのところに遊びに行っていた。

　今もそれは変わらず、帰省すると祖父母の家についつい長居してしまう。

「里桜ちゃん」

「あ、洋よう司じさん。食事ですか？」

　奥の部屋から車椅子を操作してひとり出てきた洋司さんは、私がここで働き始めて一年が経つ頃に入所してきた利用者さん。

　入所するのに莫大な金額が必要な有料老人ホームだけれど、洋司さんはその中でも特別室に住んでいるＶＩＰだ。少し裕福という程度では特別室での生活は送れない。

　こういった施設での生活を送りながらも、洋司さんはいつも身なりを整えきちんとされている。服装も髪型も気にされ、清潔感があるのだ。

　その上、スタッフが話題に出すほど紳士でダンディーな方。

　お若い頃は間違いなくイケメンだったのだろうと、みんなが噂している。

「里桜ちゃん、今日もお疲れさま」

「はい。また明日、夜勤で来ますね」

「ああ、待ってるよ。そうだ、いつものやつ」

　洋司さんはボタンシャツのポケットに手を入れ、取り出したものを私へと差し出す。

「あっ、うれしい……！　いいんですか？」

　そこには大粒の黒飴がふたつ、洋司さんの手のひらにのっていた。

「いいよ、内緒でどうぞ」

「ありがとうございます！　黒飴、仕事後の体にしみわたるんですよね～」

　喜んで受け取った私を、洋司さんは穏やかな笑みで見つめる。

　もう一度お礼を言い、食事に向かう洋司さんを見送った。




　週末、金曜日の夜。横よこ浜はまの街は多くの人で賑わっている。

　駅からの道を足早に歩きながら、先を行く親友、佐さ原はら日ひ菜な子この背中に向かって口を開いた。

「ねぇ日菜子、やっぱり私が行くのは……」

「大丈夫だって、一緒にいてくれるだけでいいんだから、ね？」

　さっき仕事を終えてスマホを見ると、日菜子から切羽詰まったメッセージが入っていた。

【今日予定ある!?　ないなら付き合ってほしいことがあって、至急連絡ちょうだい！】

　いったいどうしたのだろうと返信すると、桜さくら木ぎ町ちょう駅で待っていると言われた。

「そうは言ってもさ、こんな私服だし、そういうところってドレスコードとかあるんじゃなくて？」

「ううん、そういう堅苦しい感じじゃないから大丈夫！　仕事帰りとかついでに寄れるようなイベントみたいだから、ね？」

　どうやら日菜子には、キャンセルするという選択肢はない様子……。

　どうしても一緒に行ってほしいと日菜子が頼み込んできた、その場所とは……なんと、婚活パーティー。

　もともとは今の職場の友人と行く約束をしていたらしいけれど、その友人が高熱を出し、どうしても行けなくなってしまったらしい。

　それならひとりで行けばいいのにと思ったけれど、そのイベントの参加条件に〝友人とのふたりひと組で参加〟という規約があるらしい。

「でも日菜子、知ってるでしょ？　私が合コンとかそういう場所、苦手なこと……」

　日菜子とは、高校時代からの長い付き合い。

　もうすぐ知り合って十年が経とうとしている。

　昔から社交的で友人も多く、それこそ彼氏も途切れたことのない積極的なタイプだった日菜子。

　それに比べ私は、消極的で彼氏どころか友達ですらほんの数人という日菜子とは真逆のタイプ。

　高校時代から異性と話すことは苦手で、それはいまだに克服できていない。

「それは昔のことでしょ～？　里桜、今はあの頃の面影ないくらい変わったじゃん」

「それは、外見だけだよ……」

　そんな冴えない自分から卒業したくて、短大生になってから自分磨きに専念した。

　それはまさに〝大学デビュー〟という感じで、たしかに外見は垢抜けたと思う。

　だけど、それは見た目だけのこと。

　自信を持てるようにいくら外見を磨いても、消極的な中身はそう簡単には変えられなかった。

「それなら、むしろいいチャンスだと思うけど？　彼氏もいないんだし、いい出会いがあるかもしれないよ？」

「いい出会いって……だから、そういうのが苦手なんだってば」

　初対面の男の人と話すなんて、私には難易度が高すぎる。

　そういう場所に行くというだけで緊張しちゃうのに……。

　渋っている私の様子に、前を歩いていた日菜子が急に足を止めて振り返る。

　そして横に並ぶと、私の腕をがっと掴んだ。

「里桜がこういうところ得意じゃないのは百も承知だけど、今日だけはお願い！　ただいるだけでいいから！」

　真剣な目で懇願され、気持ちが固まらないまま「わかったよ」と返事をしていた。

　向かった先は、展望台もある有名な高層タワー。駅からは徒歩五分ほどの距離だ。

　今日の私の装いは、なんてことないシンプルなブラックのトップスに、ホワイトを基調とした小花柄のロングスカート。

　ドレスコードもなく、服装はなんでも大丈夫なんて日菜子は言うけど、さすがにデニムとかでは場違いになるところだったと思う。

　日菜子はそのつもりで来ていることもあって、袖にフリルが入ったシンプルなベージュカラーの変形ワンピース姿だ。

　エレベーターに乗り込み、会場となる五階にあるフレンチレストランへと向かう。到着すると、お店は貸し切り対応されているらしく、店前でパーティーの受付を行っていた。

　すでに本日参加すると思われる数人がその前に並び、受付の順番を待っている。

「ねぇ、日菜子。どういう形式のパーティーなの？　立食？」

　私に婚活パーティーの経験はなく、この中での光景は未知の世界。

　どういった形で男女は知り合うのだろうか……。

「今日のはね、着席だと思う。食事はたしかバイキング形式だったかな……？　全員がふたりひと組で参加だから、前半はそのふたりひと組で席替えしながら四人で話して、後半はフリータイムがあるみたい」

「そ、そっか……」

「大丈夫だよ。一緒にいてくれて、食べてるだけでもいいんだから。緊張しなくて大丈夫」

　大丈夫を連呼する日菜子。

　そうは言われても、受付を待ちながらもすでに伝わってくるこの〝出会ってやるぞ感〟が無駄に緊張を煽あおる。

「本当に、横にいるだけだからね？　なにもできないからね？」

「わかってるって。ご飯に来たと思って食べてたら、三時間なんてあっという間だからさ」

　ここまで来たら、たしかに食事に専念するしか道はない。

　日菜子の邪魔にならないように、ひたすら食べて飲みまくろう。

　そう心の中であきらめ、受付の順番を待った。

　会場内は日菜子の話通り、四人でかける席が多数用意されていた。

　ワインレッドのクロスがかけられた円卓席は、ざっと見た感じ二十ぐらい、全部で男女八十名ほどの参加がありそうだ。

　スタッフに案内された席には、相手の男性陣はまだいなかった。

　日菜子の話によると、前半の席替えをしながらの時間は、女性は同じ席にいたまま、男性陣が席を移動していくという。

　場所を移動しなくていいのはよかったと思いながら、周囲をぐるりと見回した。

　そろそろ開宴する会場内には、続々と人が集まり始めている。

　婚活パーティーに参加しにきているというだけあって、女性陣はワンピースなどの落ち着いた清楚な服装の人が多く見受けられる。

　男性のほうもスーツや綺き麗れいめカジュアルの人ばかりだ。

「どう？　ちょっと気が変わって、出会ってみようかなーとか、思ってきた？」

　日菜子が顔を寄せて、ひそひそと耳打ちしてくる。

　即座にぶんぶんと横に首を振った。

「ないない！　もうこの空気にいっぱいいっぱいなのに」

　そうこうしているうちに、黒服のスタッフが席へとやって来て、「お飲み物をお伺いします」と尋ねられる。

「私は……カシスオレンジで。里桜は？」

「えっと……あ、じゃあ同じので」

「かしこまりました」と言ってスタッフが去っていくと、日菜子が「なんか料理取りにいこうか？」と席を立ち上がった。




　時間になると、イベント主催のスタッフから声がかかり、いよいよパーティーがスタートする。

　日菜子の話通り、スタッフの声がけで向かいに座る男性陣がくるくると替わり、全員と顔を合わせていく形式だった。

　といってもその時間はかなり限られていて、自己紹介をしてなにか話し始めると十分程度で次にチェンジという感じだ。

　合わない人なら早々に席が替わるのはありがたいことだけど、気になる相手の場合には時間はかなり足りないと思われる。

　日菜子は時折「今の人、もっと話したかったー！」と、こそこそと横の私に漏らしていた。

　真剣にパーティーに挑む日菜子を横目に、私は自己紹介を終えて話が始まるとタイミングをみて席を立ちブュッフェコーナーへと向かった。予定通りひたすら飲んで食べてを繰り返していた感じだ。

　新たな人と対面した際にだけ、胸もとにつけた〝りお〟という名札を見せて挨拶をし、あとは日菜子の邪魔にならないように横で相づちを打っている引き立て役。

　うれしいことに、バイキングの料理がどれも絶品で、端から端までひと通りを味わうことができた。

　そしてパーティーは後半戦へと突入……フリータイムとなった。

　フリータイムになると、席を立ってお目あての人のところを訪れ、気が合えば連絡先を交換したり、このパーティーの後に個人的に飲みにいく約束をしたりするという。

　参加者は思い思いにマッチングに全力投球だ。

「里桜、大丈夫？　結構飲んじゃってない？」

「え？　あ、うん、大丈夫」

　間を持たすためにお酒もノンストップで飲んでいたら、結構な量を飲んでしまっていた。

　日菜子が横から心配そうな視線を送ってくる。

「私のことはいいから、日菜子、気になった人のところ行ってきたら？」

　私に気を使ってか、フリータイムになっても日菜子は席を立とうとはしない。

　日菜子目あての男性が何人か話しかけに席まで来てくれていたけれど、いいなと言っていた人とはまだ話せていないはずだ。

「うーん……でもほら見て、やっぱり人気っぽいよね、誰かと話してるもん」

　日菜子の視線の先、お目あての人はほかの女性と話している様子。

　やはり、いいなと思う人はほかの誰かもそう思うということなのだろう。

「おふたり、いい？　もう少し話したくて来ちゃった」

　ふたりしてぼんやりしていると、前半に話した男性ふたりが私たちのいるテーブルへとやって来る。

　日菜子が愛想笑いを浮かべて「あ、はーい」と答えた。

　フリータイムのその間も、私は飲むことで時間をやり過ごしていた。

　パーティーのお開きが近づくと、開催スタッフから自由解散の声がかかる。

「日菜子、いいの？　もう終わっちゃうけど」

　ちらほらと会場を後にしていく姿も見え始め、日菜子に声をかける。

　結局相手に女性が絶えずついていて、日菜子はまだ気になる人と話せていなかった。

「うん、もういいや。あの調子じゃ、誰かとこの後約束してそうじゃない？」

　そんな日菜子の声を聞きながら、そのお目あての男性がこっちに向かってやってくるのが目に入る。

　思わず「え、日菜子、こっち来る！」と口にしてしまった。

「もう帰りますか？　もう少し話せたらと思って」

　清潔感のある塩顔の男性。若手俳優にこんな顔の人がいたなと思いながら、日菜子を目にすると、珍しく緊張したような空気を発していた。

　どうやら日菜子が気になっていた彼も、日菜子に声をかけようと思っていたようだ。

「日菜子、私、お手洗い行ってくるから」

　気を利かせて立ち去ることにする。

　去り際、日菜子に顔を近づけ「うまくいきそうならふたりで帰っていいよ」と耳打ちをした。

　カシスオレンジから始まって、カシスソーダでしょ、ファジーネーブル、で、またカシスオレンジで……。

　レストルームに入り、個室の中で今日飲んだお酒を振り返る。

　パーティーの間、すでに二回もトイレに行き、これで三回目だ。

　お酒が入るとどうもトイレが近くなる。というより、私が単に飲みすぎなんだろうけど……。

　用を済ませ、パウダールームで顔のチェックをする。

　すっかり取れて消えてしまったグロスを塗り直したかったけれど、バッグごと席に置いてきてしまったため断念した。仕事後だったため今日は大きなバッグを持っていて、パーティーで持ち歩けるようなミニバッグは生憎持ち歩いていなかったのだ。

　日菜子、うまく連絡先交換とかできたかな……？

　周囲に人がいないことをいいことに、うろうろとして時間をつぶす。

　あまりさっさと戻っても、間違いなくお邪魔なだけだ。

　もしいい感じの雰囲気だったら水を差すことになる。

　しばらく待ってから、ゆっくりとした足取りで会場の店舗へと戻ると、ちょうど出入り口の付近で日菜子とバッタリ鉢合わせた。

　そのとなりには、さっきの塩顔の彼もいる。

「里桜、よかった、戻ってきた」

「うん、ごめん。じゃあ……今日はここで、かな？」

　ふたりの様子を察し「またね」と、ひらりと手を振る。

　この雰囲気、話がうまいことまとまって、今からどこかに行くことにでもなったのだろう。

「里桜、今日はありがとうね」

「うん、また連絡する」

　去り際、横の彼にもペコリと頭を下げる。

　日菜子をお願いしますと心の中で言い、会場を連れ立って離れていく姿を見送った。

　よかった……うまくいくといいな。

　ふたりの姿が見えなくなると、ひとり会場内に戻っていく。

　参加者の大半がすでに会場を後にしていて、店舗のバッシング係が客が去った席の片づけを始めていた。

　バッグを取りに、今少し前まで座っていた席へと戻る。

「あれ……？」

　しかし、座席に置いておいたはずのバッグが見あたらない。

「え、ここ、だよね……？」

　最後に飲んでいたカシスオレンジの残りもそのままあるし、座っていたのは間違いなくこの席だ。

　嘘、ちょっと待ってよ……。

　テーブルクロスを上げて、テーブルの下に落ちていないか確認する。

　座っていた席には見あたらず、周辺の席を捜索して歩く。

　嘘嘘嘘……え？　私、今お手洗いには持っていってないよね？

　忽然とバッグがなくなり、持って出たのではないかとまで疑い始めてしまう。

　でも、間違いなく手ぶらで席を立っている。

　じゃあ、まさか置引き……!?

「お客様、どうなさいましたか？」

　再びクロスを持ち上げ、テーブルの下を覗のぞき込んでいると、背後から男性に声をかけられた。

「あっ、あの、バッグが見あたらなくて」

　顔を上げて振り返って、目にペイズリー柄のネクタイが飛び込んできた。

　ポケットチーフが挿されたダークグレーのスリーピースを見上げて、そこにあった美しく整った顔に思わずハッと息をのんだ。

　こちらを見下ろす奥二重の切れ長な目と、高く通った鼻梁。目鼻立ちが華やかで吸い込まれるように見つめてしまう。

　地毛の癖なのかボディパーマなのか、艶のある黒髪は緩やかに流れるようにセットがされていた。

　彼の薄い唇が開くのを、ついぽうっと見つめる。

「一緒に捜しましょう。どのようなバッグです？」

「あ、このくらいの、かごバッグなんですけど」

　手振りでバッグのサイズを知らせると、スーツの男性は無言で周辺を片っ端から見ていってくれる。

　その姿をじっと見つめてしまったけれど、すぐにハッとして捜索を再開した。

　しかし、ふたりがかりで捜してもバッグは見つからない。

　本格的に盗難に遭ってしまったのが濃厚になって、捜すことをやめ立ち尽くしてしまった。

　どうしよう……バッグごとなくなるなんて……。

「お客様、大変申し訳ありません」

　呆然としているところに、一緒に捜してくれていた男性が声をかけてくる。

　意識を取り戻したように顔を上げ、またその端整な顔にこんな時にもかかわらずどきりとしてしまった。

「パーティーに参加していただいて、このような事態を起こしてしまったことは、こちらの責任です。すぐに警察に被害届を出させていただきますので。早急に、お持ちだったクレジットカードやスマホの一時停止を行ったほうがいいですね」

「い、いえ！　手荷物を置きっぱなしにした私が悪いんです。捜していただきまして、申し訳ありません。ありがとうございました」

　どこだろうと、出先で貴重品管理を怠った自分の責任。

　持って席を立っていれば、こんなことにはならなかったのだ。

　今さらそんな後悔でいっぱいになりながら、「お騒がせしました」とぺこりと頭を下げる。

　次にすぐ頭を悩ませたのは、今からどうするかということだった。

　お財布もスマホも、なくなったバッグの中。

　丸ごとなくなってしまった今、私に帰宅する手段はない。

　ちょっと待ってよ、どうしよう……。

　駅で事情を伝えたら、運賃の後払いって、できたっけ……？

　それとも、交番に行ってお金を貸してもらう？

　たしか前にテレビで私みたいな人が交番で助けてもらってたのを見たことがある。

　いや、ちょっと待って。今から走れば、まだ日菜子を見つけられる？

　この緊急事態だし、お邪魔かもなんて言ってる場合じゃないよね……!?

「社長、すぐに警察の方がお見えになります」

　メタルフレームの眼鏡をかけたスーツ姿のスタッフらしき男性が言う。

「わかった。上に部屋を用意してくれ」

「かしこまりました」

　パニックに陥りオロオロしている中で、動きを封じられるフレーズが耳に飛び込んできた。

　……社長？　え、誰が……？

「もうすぐ、警察が事情聴取に訪れます。ご足労かけますが、私と一緒に来ていただいてもよろしいでしょうか？」

「え……あ、はい」

　動揺する私の返事に、彼は「ありがとうございます」とふわりと微笑む。

　そして「あ……申し遅れました」とスーツの内ポケットから黒い革張りの名刺ケースを取り出した。

「成なる海みと申します」

　差し出された名刺を「ありがとうございます」と受け取って、そこに記されていた文字に目が飛び出しそうになった。

　名前の上には【株式会社ベストパートナージャパン　代表取締役社長】とある。

　やっ、やっぱり、この方が社長……!?

「このたびは、弊社のイベントで、大変ご心配とご迷惑をおかけしました」

「い、いえ！　とんでもないです！」

　社長直々に謝罪されてしまうと、どうしたらいいのか落ち着かない。

　名刺を両手で受け取った姿勢のまま固まってしまう。その時、さっき部屋を用意するよう頼まれた男性が戻ってきて、成海さんに小さな封筒を手渡した。

　このテキパキとしたできるオーラを放っている感じは、成海さんの秘書とか、側近であることは間違いない。

「では、行きましょうか」

「あ、はい」

　成海さんは秘書とおぼしき男性に「あとは頼んだ」と声をかけると、私の一歩前を歩いて会場を後にする。

　そのままエレベーターに乗り込み上階へと向かった。

　警察が事情聴取にくると言っていたけれど、いったいどこに行くのかな……？

　前に立つすらりと高い成海さんを見上げて、口に出せない疑問を頭の中で巡らせる。

　警察に被害届を出したって、すぐに荷物が出てくるとは限らない。

　むしろ、このまま見つからない可能性のほうが高いと思われる。

　そうなった時、とりあえずどうやって家まで帰ればいいか考えないと……。

　エレベーターを降りた成海さんの後に続きながら、再び家まで帰る方法をあれこれひとり考えていた。

　成海さんに連れていかれたのは、同じタワーの六十六階にあるホテルの一室だった。

　ヨーロピアンテイストの高級感あふれる豪華な客室は、人生で初めて足を踏み入れた〝スイート〟と呼ばれるタイプの部屋だろう。

　こんなすごい場所、自分の人生において入ることなんて想像もしたことない。

　この上ないラグジュアリー感に驚いているうち、部屋に警察官がふたり訪れた。

　すでに現場となったパーティー会場で話を聞いてきたらしく、ひとりの警察官が「秘書の方から伺いましたが――」と言っていたから、やはりさっきのメタルフレームのできそうな方は成海さんの秘書というのがわかった。

　バッグを紛失した時刻や状況は、私が警察官の人に話すことになった。

　それから、肝心のバッグの中身。

　財布やスマホなど、貴重品が多く入っていたから、すぐにスマホやクレジットカードを一時使用できないように対処した。

「――では、本日の参加者リストは参考までにお預かりさせていただきます。盗難されたと思われるものが発見された際には、すぐにご連絡させていただきます」

「よろしくお願いします」

　ひと通りの話を終えると、ふたりの警察官は「失礼します」と部屋を出ていく。

　話し声が飛び交っていた広い部屋の中に静寂が訪れた。

「あっ……」

　ふたりきりになった部屋でつい声が出てしまい、警察官を見送った成海さんが「どうかしました？」と振り返る。

「あ、その、自宅に戻るのに、警察の方に交通費をお借りしようと思っていたことを忘れてて……今言えばよかったと。あ、でも、今から近くの交番に寄って相談してみます」

　婚活パーティー会場内での盗難とはいえ、こうして警察を呼んでもらって、ものすごく迷惑をかけてしまった。

　もう何度目かわからない頭を下げ、「お世話になりました」とお礼を口にする。

「親切にしていただいて、すごく助かりました。ありがとうございました」

　成海さんが立つ目の前まで行き、またぺこりと頭を垂れた時――。

「っ……!?」

　突然、なんの前触れもなくやんわりと手を取られた。

　ハッとして顔を上げる。

　その先にあった成海さんの整った顔が微笑を浮かべていて、ひとりでに鼓動が大きく鳴りだしてしまった。

「あ、あの……」

「警察に助けてもらおうと思う前に、頼るなら私を頼ってほしいな」

「え……でも、そんなわけには」

「そんなわけには？　いかないってこと？」

　背の高い成海さんが視線を合わせるようにして私の顔を覗き込む。

　美しい顔が近づいただけでドキンと鼓動が跳ね上がり、目を見開いたまま固まってしまった。

「えっと、あの……」

　近距離で顔を見つめられて、どこを見たらいいのかわからず視線をさまよわせていると、私の腕を掴んでいた手が離れ、頭の上をぽんぽんとなでた。

　小さい子どもの頭にでも触れるような、優しい触れ方。

　そっと視線を上げて成海さんを見ると、目尻を下げて柔らかい笑みを浮かべていた。

「じゃあ、言い方を変えようかな……よかったら、もう少し私に付き合ってもらえませんか？」

「えっ……？」

「帰りのことは心配しないで。家までちゃんと送り届けます」

　誠実な態度と言葉でそう言い、成海さんは私の返事をじっと待つ。

　これまでの緊張が最高潮に達して、返事が言葉となって出てこない。

「って……こんな強引に誘われても、困るよね。ごめんね」

「い、いえ！　あの……私で……お付き合い、できるのでしたら……」

　なんとか振り絞って返した言葉に、成海さんはふわりと微笑み「ありがとう」と言ってくれた。

　こんな素敵な男性が、私なんかに声をかけてくるなんてあり得ない。

　そう思ったから、誘われた時に返事がすぐに出てこなかった。

　冗談？　からかわれてる？

　そんなふうにしか思えなくて……。




　さっきまでの私のそんな気持ちは無駄だったと思わせるように、成海さんは私とグラスを重ね合わせた。

　先ほどの部屋を出て、連れてきてもらったのはさらに上の階にある会員制のバー。

　庶民が訪れることの許されない空気の中、スタッフは成海さんをよく知っているようだった。

　薄暗く、大人っぽい雰囲気をつくっている店内からは絶景を望むことができ、その美しさに見とれてしまう。

　横浜の街がきらめいて眼下に広がっていた。

「ごめんね。急に付き合ってほしいなんて誘っちゃって」

「い、いえ。そんなことはないです」

「そう？　それならいいんだけど。あんなことになって、お詫びしたい気持ちもあってね。嫌な気分でお帰りいただくのも、って……」

「そんな……もとはと言えば、私の危機感のなさで起こしてしまったことですし……謝るのは私です」

　後方のソファ席には何組か客がいるものの、カウンター席には私たちのほかに客の姿はなく、ふたりきりの空間にいるような錯覚を起こしそうになる。

　となりから成海さんを盗み見ると、横顔の綺麗さに思わず釘づけにされる。

　パーツも肌も髪の流れも、すべてが完璧で美しい。

　じっと見ることすら申し訳ない気持ちになって、気づかれないうちにカウンターの上に視線を落とした。

「里桜さん、と呼んでもいいですか？」

「あ、はい……」

「里桜さんは、ずいぶんと謙虚な方ですね」

「え？」

　どういうことだろうと小首をかしげると、成海さんはこちらを見て口もとを緩める。

「いえ、以前も別の会場で同じようなことが起こってしまったことがありまして……その時の方は、非常にお怒りになって、なんとかお詫びさせていただいたのですが」

　当時のことを思い出したのか、成海さんは苦笑を浮かべる。

　この反応を見ると、かなり難癖をつけてくるお客だったのかもしれない。

　それこそ、警察を呼んで大騒ぎしたとか、訴えると言いだしたとか、そんな展開が予想できる。

「なので、そんなふうに思ってしまいました」

「そう、だったんですか……なんか、大変なお仕事ですね」

　客商売はなんでもそうだろうけれど、こういう特殊な業界は苦情やトラブルも多そうだ。

　真摯に対応しなければ、評判も一気に悪くなってしまう。

　今の世の中、口コミはかなり重要だ。

「まぁ、そうですね。でも、人様に喜んでもらえることも多い仕事なので、やりがいはおおいにあります」

　成海さんの年齢はわからないけれど、外見から予想して私の少し上くらいだと思われる。

　だから、若いのにすごいなと思う。

　仕事に真摯に一生懸命なのだろうと、話していて伝わってくるのだ。

「ところで、今日のパーティーはいかがでしたか？」

「えっ……あ、はい……」

「いい出会いはありましたか？と。主催者としては気になるところでしょ？」

　突然の質問につい口ごもってしまう。

　成海さんは黙ってブランデーの入るグラスを口もとに運んだ。

「あの、私……今日は、友達にどうしてもと、誘われて……」

　自分で婚活パーティーに参加しようなんて勇気、私にはこれっぽっちもない。

　参加したところで会話は弾まず、相手に退屈させて迷惑をかける展開しか想像できないからだ。

「ごめんなさい。私みたいな付き合いで参加している人とか、ちょっとした営業妨害ですよね……」

「いや、そんなことはないよ。そうだったんだ、誘われて……」

　なにか考えるように、成海さんはブランデーをあおる。

　やはり、私みたいな仕方なく来るような人は微妙と思ったのだろう。

　その様子に、ますます申し訳ない気持ちが膨らむ。

「その友達が、もともと行く約束をしていた子の都合がつかなくなったらしく、急に連絡をもらって……ふたりひと組で参加しないといけないパーティーだからお願いと頼まれて」

「そっか。じゃあ、私からもお礼言わないといけないね。里桜さんが来てくれたから、そのご友人も参加できたわけなんだし」

「いえ、そんなこと……」

「でも、誘われて渋々参加した人が誰かとうまくいってしまったなんて話も、よく聞きますよ。気合いが入りすぎてない、いい感じに力が抜けているほうが案外いいのかもしれない」

　成海さんはフッと笑う。

　そして、「里桜さんは、どうでした？」なんて、なかなか攻めた質問をされてしまった。

　その理論には、なるほど！と納得もいったけれど、私に限ってはあり得ないことだとも同時に思う。

「私は……そんなふうには……」

「……？」

　横顔に視線を感じる。

　緊張をほぐそうとカクテルの入る細長いグラスに口づけ、コクリと喉に流し込んだ。

「ああいった席は慣れないですし、その前に、男の方と話すことが苦手で……」

「それは驚いた」

「え……？」

「かわいらしくて謙虚で、きっと周りの男性が放っておかないだろうなと思ったから」

　両肘をカウンターについて指を組み合わせ、その上に小首をかしげながら顎をのせた成海さんは、微笑を浮かべて私を見つめる。

　こんな素敵な方にお世辞でも褒められて、優しい眼差しで見つめられたら、私の経験値的に心臓が壊れたように早鐘を打ってしまう。

「そっ、そそ、そんなことはまったく！」

　間が持たなくなってきて、またすぐにグラスに口をつける。

　こういう余裕がないところがダメなところだってわかっているのに、直そうと思って直るものでもないから困ってしまう。

「そうかな？　里桜さんが気づいてないだけで、想いを寄せてる男は多いと思うけど」

「あり得ないです！　そんなこと……」

　職場でも男性スタッフとは仕事のことですら話すのは苦手だし、きっと不愛想でやりづらい人間だと思われているはず。

　そんなだから、今まで私なんかに告白してきた人なんて誰ひとりいない。

　気づいていないとかではなく、本当にいないのだ。

「あり得るよ。だってほら、ここにもいるよ？」

「へ……？」

　聞き間違えをした？

　そう思って、置いたグラスを両手で包み込んだまま、成海さんに目を向ける。

　すると、にこりと端整な顔に極上の笑みが浮かぶ。

　やっぱり、からかわれている？

　困ってしまってバッと顔を正面に戻すと、グラスから膝に下ろした手を突然そっと掴み取られた。

　温かい手のぬくもりに、どっどっと、心臓の動きが加速していく。

　顔面にも熱が集まってきて、赤くなっているのが確認しなくてもわかった。

「あなたはどうやら、私の運命の人のようだ」

　なにかドラマか映画でも観ているような、観客のような気分で成海さんを見つめていた。

　こんな胸キュンなセリフ、いつか言われてみたいなって、思いながら……。

　でも、そんなことが今、目の前で起きている……？

「あなたにひと目惚れしてしまったんだ。だから、こうして誘った」

　こんな素敵な人が、私に……？

　嘘……信じられないよ……。

「……って、いきなりそんなこと言われても引くかな。ごめんね」

「いえっ、そんなんじゃなくて、引いたとかじゃ、なくて……」

　勘違いをさせては申し訳ないと思い、咄とっ嗟さに否定する。

　その勢いですぐに言葉を続けた。

「ごめんなさい。私の身に起こってることとは、思えなくて……」

　成海さんは急かすことなく、私の話に耳を傾けてくれている。

　その余裕のある態度に、またさらに好感を覚えた。

「もし……そんなふうに、想ってもらったのなら、うれしいです」

　今までの人生で一番、勇気を振り絞って口にした言葉だった。

　こんな私に好意を持ったなんて言ってくれる人がいたこと。

　それも、目を合わせるのも恥ずかしくなってしまうような、こんな素敵な人が……。

　もう、この一刻の幸せでもかまわない。夢でもいい――。

「よかった。拒否されなくて」

　私の頭の上にまた大きな手がのって、優しくぽんぽんとなでてくる。

　こんな素敵な人に好意を寄せられて、拒絶するような女子はいるのだろうか……？

　ドキドキと依然として落ち着かない鼓動が、となりの成海さんに聞こえてしまっているのではないかと心配になってくる。

「すみません、私、お手洗いに――」

　いったん落ち着こうとスツールを下りかけた時、足もとがぐらつきうまく着地しそびれ、体勢を崩しかけてしまう。

　そんなおぼつかない私に、成海さんは初めから気づいていたかのように手を差し伸べ支えてくれた。

　力強い腕のおかげで転ぶこともなく、体勢を立て直す。

　でも、腕を取られたまま抱き寄せられてしまい、再び鼓動が早鐘を打ち始めた。

　私の耳もとに寄せた彼の唇が、間近で「大丈夫？」とささやく。

「す、すみません……」

「結構酔っちゃってるみたいだけど、ひとりで行ける？」

「はい、大丈夫です」

　むしろ、ひとりで行かないと落ち着けない。

「ん、じゃあ、待ってるね」

　そっと私から手を離した成海さんは、スツールへと掛け直す。

　ぺこっと頭を下げ、慎重な足取りでレストルームへと向かった。

　ひとりになると、頭の中で〝どうしよう、どうしよう〟が大量発生。

　声に出して言ってしまっているような気がして、慌てて口もとを押さえた。

　こんな夢みたいなことが、私の身に本当に起こることなの……？

　すべてに半信半疑のような状態で、今起こった一連の出来事が信じられない。

　お手洗いから戻ったら、〝成海さん〟なんて人は幻のように消えていたりして……。

　できる範囲で鏡の前で自分を整え、レストルームを後にする。

　柔らかい絨毯の通路を歩く自分の足もとは、ふわふわと浮いているような感覚。

　付き添いで来たパーティー中に間を持たせるために次々と飲んだせいで、今頃になって酔いが回ってきているようだ。

　戻っていくと、バーの入り口前で成海さんがひとり待っていた。

　壁に背中を預け、スマートフォンをチェックしている。

「すみません、こちらでお待ちいただいてたんですね」

　小走りで近づいていくと、成海さんは見終えたスマートフォンをしまい、「いや、違うんだ。気にしないで」と微笑む。

「行こうか」

「あ、はい……」

　エスコートするように背中に手が添えられ、エレベーターホールへと向かっていく。

　肩越しに背後に振り向くと、成海さんは私の胸の内を察したように口を開いた。

「これ以上飲ませないほうがいいかな、と思ったからさ。チェックしたんだ」

「あ、はい……ごちそうさまでした」

　成海さんにも、私がかなり酔っている様子はお見通しのようで、今さら飲みすぎたことを後悔する。

　エレベーターを待つ扉の前で成海さんを見上げ、「あの……」と声をかけた。

「ご迷惑をかけて……すみません」

　そんなタイミングでエレベーターが到着し、無人のその中へと連れていかれる。

　扉が閉まると、成海さんは私の顔を覗き込んだ。

「そんなかわいい顔で男を見上げると、どうなるか教えてあげようか？」

「え――？」

　意味深な言葉に鼓動が跳ねた時、覗き込む成海さんの端整な顔がより近づいて、無意識に息を止めていた。

　唇に触れた、温かく柔らかい感触。

　目を見開いたまま、自分の身に起こったことに目眩を起こしかけた。

　これって、キ、キス……されてる!?

　軽やかなリップ音を響かせて唇が離れると、見開いたままの目に微笑を浮かべた成海さんの顔がはっきりと映った。

　どんな顔をしたらいいのかわからず、熱くなる顔をうつむける。

　熱を持った私の頬を、成海さんの少し冷たい手がさらさらとなでた。

「ごめん。このままタクシーで送り届けてもらおうと思ったんだけど……予定変更」

「……？」

　前髪に唇を寄せ、額にそっと口づけられる。

　成海さんはそのまま、私の体を両手で抱き寄せた。

「やっぱり、帰したくなくなった」

　さんざん高鳴っていた鼓動が、まだこれ以上の音を立てることに自分でも驚く。

　それって……それって……そういうこと!?

　いつの間に指定していたのか、エレベーターは先ほど見た格式高い客室フロアへと到着する。

　成海さんは私の背に腕を回し、エスコートするようにフロアの通路を歩いていった。

　鼓動が〝どうしよう、どうしよう〟と音を立てている。

　このまま彼についていけばどうなるか、経験が乏しい私でもなんとなくこの後の展開は想像がつく。

　このまま流されていいものか。それとも、流れを変えて立ち止まるべきなのか。

　でも、今の私に足を止めるという選択肢は不思議と存在しなかった。

　こんな素敵な男性に「帰したくない」なんて言われること、この先の人生でもう二度とあるわけがない。

　もう少しだけ、この夢みたいな時間が続いたら……。

　お酒の力も手伝って、そんな気持ちを抱いていた。

　部屋へと到着し、カードキーでドアが開かれると、先に入るように「どうぞ」と促される。

　そろりと中へ足を踏み込んだところで、背後から包まれるように抱きしめられた。

　ふわりと、成海さんがまとう香水のいい香りが鼻孔をかすめる。

「ごめんね。もし……もし嫌なら、今だったら帰してあげられる。里桜さんが嫌がることは、一番したくないから」

　耳もとでそんな声が聞こえて、眼下で私を抱きしめる腕をじっと見つめる。

「……嫌じゃ、ないです」

　気づけば小さく、横に首を振っていた。

　こめかみに口づけられ、そのまま部屋の奥へと導かれる。

　間接照明の明かりだけに照らされた部屋からは、窓の向こうに広がる夜景がよりくっきりと見えていた。

　シーツに少しの乱れもなく綺麗に整えられたベッドの端に私を座らせると、成海さんはスーツのジャケットを脱ぎ、そばにある椅子の背もたれにそれをかける。

　すぐに私の真横に腰を下ろすと、覗き込むようにして顔を見られた。

　目を合わせると、呼吸の仕方を忘れてしまったかのように胸が詰まる。

　ドッドッと心臓の音だけが響いて聞こえ、吸い込まれるように自分が映り込んだ瞳を見つめ返した。

　後頭部を手で支えられ、そっと肩を押されると、体がベッドへと沈んでいく。

　真上から成海さんの傾いた顔が近づいてきて、「私……」と蚊の鳴くような声が自然と出てきた。

「その……経験が、なくて……」

　男性とのお付き合いどころか、接することも苦手と吐露してしまったから、成海さんだってある程度は予想ができているのかもしれない。

　だけど、念を押すつもりであえて口に出す。

　私の言葉を受けた成海さんは、穏やかな笑みで目尻を下げた。

　彼の指先が前髪に触れ、額を出すように髪を梳く。顔をじっくり確かめられているようで緊張が高まった。

　その手はこめかみを通って下りてくると、頬をさらさらとなでて包み込む。触れた大きな手からこのドキドキが伝わらないかと心配になった。

「じゃあ俺が……大人の女性にしてあげようか？」

「っ……！」

　その言葉の意味を改めて想像して、一瞬にして顔が紅潮してしまう。

　そんなあからさまな私を笑って、成海さんは笑みを深めた。

「大丈夫……大事に触れるし、優しくする」

　うまくできなかったら、応えられなかったらどうしよう。

　そんな不安でいっぱいだったけれど、重なり合った唇が思考を溶かしていくようで、なにも考えられなくなってしまった。

　ふわりと重なった口づけは、やがて深く求めるように唇を割る。

　初めて体験する大人なキスに呼吸は乱され、体の熱はさらに上がっていった。

　戸惑いや恥じらいを抱えていたはずなのに、成海さんはそれをいとも簡単に取り除き、私を忘我の世界へといざなう。

　私に触れる彼のすべてが甘く艶やかで、自分から出てきているとは思えない声が漏れていく。

　いつの間にか生まれたての姿になっていた私は、シーツの海に深く甘やかに溺れていった。










舞い込んだお見合い話




　近くの小学校から少年野球チームの子どもたちが賑やかに帰っていく夕方、「おはようございます」と声をかけてスタッフルームに入っていく。

　スキニーデニムとラフな大きめＴシャツの私服から、制服のポロシャツとジャージパンツに穿き替え、ロッカーの内側の鏡を見ながらいつも通り髪をポニーテールに縛った。

「ふう……」

　鏡の中の自分を見つめ、つい小さなため息が漏れ出てしまう。

　今朝、高級スイートで目覚めたとは思えない、いつも通りの日常の風景。

　今日もこうしてユニフォームに着替えて、今からお年寄りのお世話をする一日が始まると思うと、昨日の出来事はやっぱり夢のように感じる。

　思い返すだけでも、体中の熱が上がる。

　無知で未熟な私には、なにもかもが濃く刺激的な夜だった。

　窓の外が白んでくるまで、甘い時間は緩やかに続いた。

　成海さんはこんな私を何度も求め、朝方になるとまるで恋人のように腕に抱いて眠りについた。

　酔っていたうえ、いろいろなことが立て続けに起きたことで疲れていたけれど、私には眠りにつく余裕などなかった。

　穏やかな寝息が聞こえてくると、彼を起こさないように温かな腕からそっと離れた。

　ベッドを抜けて手早く着替えると、無一文の状態でホテルを後にした。その足で近くの交番に立ち寄り、事情を話して交通費を借りた後、まだがらがらにすいている早朝の電車に飛び乗った。

　社員寮に住んでいることもあって、管理人さんに事情を話すと、すぐに合鍵を出してもらうことが叶った。

　住み慣れた部屋に戻った途端、幽体離脱するように力が抜けていったのは言うまでもない。

　驚くほどあっという間に睡魔にのみ込まれて、気づくと夜勤へと向かう一時間前まで爆睡していた。

　こうして素面しらふで冷静になって考えてみると、やっぱり昨日の自分の行いは〝過ち〟としか言い表せない。

　軽々しかったと思う。

　あんなふうに初対面の男性に自分のすべてを曝け出し、一線を越えてしまったこと……しかも、初体験だったのだ。

　今までの自分には考えられない、誰か別人が乗り移っていたのではないかと疑うような行動の数々だった。

　でも、昨夜の私はそれでいいと身を委ねた。

　たとえ一夜限りでも、この人とまだ同じ時間を共有したい。そう、思ってしまったから……。

　夢のような時間の中で、私はあのひととき彼に恋したのだと思う。

　すぐに終わる夢だとわかっていて、終わりが見えている恋に落ちたのだ。

　もう二度と会うこともない人。

　彼は私とは住む世界の違う人……だから、もう忘れなくてはならない。

　もうこれ以上うじうじ考えず、美しく素敵な思い出として、自分の中に封印しようと思う。

「紀平さん、仕事に入る前に志し村むらさんが事務所に顔出してって」

　ロッカールームを出たところで声をかけられ、「わかりました」と返事をして事務所に向かう。

　志村さん……たしか人事部の部長、だよね？

　四十代前半くらいの、真面目で静かそうな雰囲気の人だ。

　現場にいると、事務所にいる人とはほとんど顔を合わせないから、私の思っている志村さんと一致するかは怪しいものだけど……。

　それにしても事務所に呼ばれるなんてなんの話だろうと、不思議に思いながら事務所のドアをノックした。

「失礼します、紀平です」

「ああ、仕事前に悪いね」

　中に入ると、私を呼び出した志村さんは席を立ち、こっちに向かってくる。

　事務所から続くとなりの応接室に先導していくと、丁寧にドアを閉めた。

　やっぱりこの人だったと思いながら、話が始まるのを待つ。

「急な話なんだけどね、実は、紀平さんに異動の内示が出ているんだ」

「えっ……異動、ですか」

　予想もしていなかった話に、あからさまに驚いた顔を見せてしまう。

　志村さんはそんな様子の私を気にすることもなく、真面目な表情を崩さない。

「異動先は東とう京きょう二十三区外の施設になるんだけど、武む蔵さし村むら山やまっていうところね。来月いっぴから出勤して――」

「え、ちょっと待ってください！　来月いっぴって……もうあと半月ないじゃないですか」

　志村さんの言葉を遮り、訴えるように言い返す。

「ああ、知らせるのが遅くなってしまい申し訳ないです。でも、急遽上が決めたことなので、僕にはどうしようもなく……」

「そんな……」

「それから、異動先のほうには社員寮は用意がないから、その近場で住まいを探すように――」

　突然の異動命令に加え、社員寮も完備されていないという知らせにまた言葉を遮るように口を開く。

「えっ、そ、そんな、さらに困ります！」

　半月もない期間で知らない土地で新居も自分で探すなんて、そんなこと急すぎて受け入れられない。

　もっと時間があれば新しい住まいを決めるところからじっくり考えられるけれど、あと半月の間に住まいを決めて引っ越すことなんてできるわけがない。

「困るって言われても、それはこっちのセリフだよ」

　え……？

「言うつもりなかったけど、君、いろんな人から苦情出てるんだよ」

「え……」

「みんな、君と働きたくないってクレームを上げてきていて、対応してもらえないなら辞めるっていう人までいる。今回の異動はそういう事情もあるんだから、日頃の自分の行いのせいでもあるってこと」

　伏せられていた衝撃的な理由に、返す言葉を見失う。

　そんな……私と働くのが嫌だってクレームが……？

　まったく身に覚えがない。

　そこまで仲よくしているスタッフもいないけれど、誰とでも挨拶は交わすし、たまに世間話をしたり、それなりにうまく人付き合いもしてきたつもりだ。

　業務も足手まといにならないように仕事は覚えてやってきたつもりだけれど、人事にクレームを出すくらい私と仕事をするのがやりづらい人がいたのだろうか……。

　そんなことなら、私に直接文句を言ってくれればよかったのにと思う。

　知らないところで話題にあがり、知らされた時には異動の命令。

　こっちに非があったにしてもこれでは理不尽すぎる。

「そういうことだから、早いところ新しい住まいと、引っ越しの手配をお願いします」

「そんな……」

「今回の異動に不満があるなら、うちを辞めてもらってもいいんだよ？」

　とどめを刺すような言い方をした志村さんは、「詳細は追って書面で」と言い残し、応接室を出ていってしまう。

　一気に告げられたこれからの自分の状況に、頭の中で整理が追いつかないでいた。




　夕食の介助と片づけ後、着替えや洗面の介助で担当の部屋を回っていく。

　いつも通りの仕事をこなしながらもついぼんやりとしていて、その様子に洋司さんが「どうかしたのかい？」と声をかけてくれた。

「ああ、いえ、なんでもないです。ごめんなさい」

「なにか、困っていることがあるなら話してごらん」

　仕事前にあんな話をされてから、業務中もいろいろなことに気が散漫していた。

　どの人が私との仕事を嫌がっているのだろう。もしかしたら、ここにいるすべての人が集まってクレームを言いにいったのかもしれない。

　そんなことばかりが気になって落ち着かなかった。

「それとも、なにか、嫌なことでもあったのかな？」

　洋司さんは小首をかしげて私の顔をじっと見つめる。

「里桜ちゃんがそんな浮かない顔をしているなんて、初めてのことだよ」

　優しい言葉をかけられて、お茶を淹れる手がつい止まってしまう。

　本当は異動のことは言わないほうがいいのかもしれない。

　だけど、あと二週間もすればここから姿を消すことになる。

　洋司さんは利用者さんの中でも私にとてもよくしてくれたし、なにも言わずに立ち去ることはしたくないと、人として素直にそう思った。

「洋司さん……私、ここの施設から異動することになったみたいです」

「異動……？　それは、どうして」

「……こんなこと、利用してくださっている洋司さんに言っていいのか、わからないんですけど……私と、働きづらいって申し出ているスタッフが多くいるとかで」

　そう言いながら一瞬頭の中で、洋司さんも私の介助や仕事ぶりに不満を持っていたらどうしようと思ってしまった。

　スタッフだけに留まらず、利用者さんやその家族からもクレームが入っていたら……と。

　しかし、そんな心配をよそに、洋司さんは朗らかに「里桜ちゃん」と微笑んだ。

「出る杭は打たれる」

「え……？」

「里桜ちゃんは、本当によくやっているよ。みんな口を揃えてそう言ってる。それは、お世話してもらっている私らが一番よくわかっているよ」

　洋司さんの言葉に、勝手に涙腺が緩んでしまう。

　涙がこぼれないように目頭を押さえると、洋司さんは車椅子から身を乗り出して元気づけるように私の腕を叩いた。

「世の中、理不尽なことも多くある。だけどね、見ている人はちゃんと見ている。だから、負けちゃいけないよ」

　結局ぽろりと涙があふれ出てしまい、もうごまかすことはできなかった。

　涙を流しながら「ありがとうございます」と何度も何度も洋司さんにお礼を言っていた。




　三日連続の夜勤明けの今日は一日休み。

　帰宅後、五時間ほど眠って昼過ぎに目が覚めた。それと同時に、一歩も進んでいない現実に直面する。

　言い渡された異動の日まで、あと二週間もない。

　それまでに新しい住まいと、引っ越し業者の手配をしなくてはならない。会社からの命令だから、異動にかかる費用は補助が出るらしいけれど、その手配まではしてくれないらしい。

　仕事後に受け取った資料を見ながら、物件探しのアプリで検索をかける。

　幸い都心から離れた場所ということで、ワンルームの家賃はそれほど高額ではなかった。

　でも、また同じようなことが起こったら……。

　異動先の新しい施設でも、今回のように私と一緒に働くのが嫌だとクレームをつける人がいるかもしれない。

　なんの予兆もなく、知らぬ間にこんなことになっていたため、どこか人間不信のような状態に陥っている。

　こんなことなら、いっそ退職して別の職場を探したほうがいいのかもしれない。

　そんなことを思いながら物件を眺めていた時、スマホが着信画面に切り替わった。

　え、実家から……？

　私の実家は、石いし川かわ県けん金かな沢ざわ市しにある。

　たしか最後に実家の母と電話で話したのは、二週間ほど前のこと。

　お米や野菜を送ってもらい、その時に電話で話して以来だ。

　どうしたのだろうと思いながら通話をタップする。

「もしもし」

『里桜、もしもし？　よかった、出たわ』

　聞こえてきた母親の声に、つい首をかしげたくなる。

　なにやら声が焦っている。

『なに、こんな時間に電話に出るなんて、今日は休み？』

「ああ、うん。夜勤明け」

　そこまで言って、異動になったことを話そうか喉もとまでその話題が込み上げた。

　だけれど、いったんそれをのみ込む。

　今切り出したら、電話をかけてきた話題を母親は忘れてしまいそうだ。

「で、なに、どうかしたの？」

『ああ、そうなの。里桜、落ち着いて聞いてね』

「え、なにその前ふり」

『……あなたに、お見合いの話がきてるの』

　聞き慣れないワードが出てきて、ぱちぱちと目をしばたたいてしまう。

　お見合い……？　私が!?

「ちょっと待って、きてるって、どこからそんな話。うち、お見合いとかする家柄じゃないでしょ!?」

　父は会社員、母は専業主婦。いたって普通の家庭なのに、お見合いとはどういうことだろう。

　そういう話は、上流階級の人々の話だと認識している。

『それが、お父さんが知り合いの人からどうしてもって頼まれて、さっき東京から突然日ひ野のさんという方の使いという人が訪ねてきてね……』

　日野、さん……？

　まったく知らない名前だ。

「え……どういうこと？　まったく話が読めないんだけど」

『どうしても里桜とお見合いをしたいと挨拶に来られたの。お相手は、その、日野さんという方のお孫さんらしいんだけど、里桜より五つ年上の三十歳で、お写真もいただいてるんだけど……』

「……だけど？」

『ねえ、やっぱり詐欺かなにかかしら!?　お父さん、その知り合いって人にだまされてるんじゃ……だってその人自身、里桜のことをよく知らなかったみたいだし。それなのにこんないい話、突然降って湧いてくるわけないわよね？』

　電話の向こうの母親はかなり動揺している様子。

　そんな調子だから、話が断片的で内容が掴めない。

　でも、突然東京から〝日野〟という方の使いの人が実家にやって来て、その方のお孫さんと私をお見合いさせたいと申し出てきているということが、この話の軸だろう。

　でも、いろいろとちょっと待った。

「うん。怪しいよ、絶対怪しい。新手の結婚詐欺のにおいがぷんぷんする」

　どういうルートで私と実家の情報を集めたかは知らないけれど、間違いなく詐欺に違いない。

　東京に上京している娘がいる地方の家を狙った新手の詐欺だ。

『やっぱり、そうなのかしら……でもね、もうそのお見合いの日取りもあちらで指定してきて、東京までの航空券もくださって』

「えっ!?」

『それに、東京に出向いた際のホテルも予約してくださってるとかで……ちょうど、里桜の顔でも見に東京に行こうって話も出てたから、いい機会だってお父さんが……』

「え、ちょっと待って、そんなのますます怪しいよ！　お父さんはその話に乗り気なわけ!?」

　そんな話をしている最中、電話の向こうから『里桜～、行くからな～。待ってろよ～』と、陽気な父の声が聞こえてきた。

『お父さん、もし詐欺なら、望むところだ、って……』

「いや、望むところって、詐欺にかかっちゃダメでしょ！」

『里桜、大丈夫だ、父さんに任せておけ！』

　突如、電話口に父親が現れる。

　すでにこっちの話が届かなそうな声の調子に、かける言葉を見失う。

「お父さん、任せておけって、絶対そんなおかしな話――」

『とにかく、話は東京に行ってからだ！　待ってろよー！』

「え、ちょっ、お父さん――」

『もしもし、里桜、そういうわけだから』

　電話口が父から母へと戻される。

「そういうわけだから、って……」

『里桜も知ってるでしょ？　お父さん、こうなると聞かないのよ』

「そう、だけど……」

『近々東京には、あなたに会いにいく予定でいたし、大丈夫よ。少しでもおかしかったら、すぐに交番に駆け込むわ』

　最後の最後まで考え直してと言い続けたけど、父の状態に取りつく島もなく、東京に来る詳細を聞かされた。

　その時には必ず私も立ち会って、この絶対にだまされそうなおかしな話を阻止しなくてはならない。

　すでに臨戦態勢になりながら、実家との通話を終わらせた。




　両親と電話で話した、その週末。

「……本当にこれ、着てくの……？」

　去年の夏に友達の結婚式の二次会に着た、アイスブルーのよそ行きワンピース。

　クリーニングに出してクローゼットにしまい込み、その後出番もなく一度も出さなかったから、引き渡された時のビニールがかかったままだった。

　ビニールから取り出し、「うーん……」と唸うなる。

『場所も高級ホテルみたいだし、なにがあるかわからないんだから、一応正装で来てちょうだい』

　昨晩、電話で話した母親がそんなことを言っていたのを思い返す。

　今日、両親が石川からやって来る。

　例の〝日野さん〟という人からの申し出のお見合いの日だ。

　都内の老舗高級ホテルのレストランで予定されているらしく、両親とは現地で落ち合う約束をしている。

　しかし、そんな見ず知らずの人からの、しかも好条件のお見合い話が本当にあるのだろうか……。

　話を聞いた当初から、私はずっと疑っている。

　降って湧いたようなそんな話、絶対に詐欺かなにかに違いない、って。

　いろいろ調べ上げて、東京から石川の実家にまで行ってと、かなり手の込んだやり方だけど、今どきの詐欺はそのくらい巧妙なのかもしれない。

　渋々の気分で着替えを済ませ、いつも通りにメイクを済ませる。

　以前このワンピースを着た時と同じように、胸下までの長さの髪を緩く巻き、トップをラフに編み込んでいった。

　それにしても、どうして私がそんな新手の結婚詐欺のターゲットになんかなったのだろう……？

　無作為抽出？ってやつなのだろうか……？

　未婚というデータがどこかから出回って、その中で見事に当たりを引いてしまったに違いない。

「――まずい、そろそろ出なくちゃ」

　気が進まない中で支度していたせいか、様々なことに考えを巡らせているうちに出かける時間が差し迫っていた。

　慌てて荷物のチェックをして、玄関へと向かう。

　普段はあまり履かないヒールのパンプスに足を入れ、蒸し風呂のような外の世界に出ていった。




「あっつい……」

　寮の最寄り駅から電車に乗って渋しぶ谷や駅を目指し、そこから地下鉄に乗り継ぐ。

　銀ぎん座ざ駅に降り立ち、そこからスマホのマップアプリで目的のホテルを目指した。

　徒歩五分ほどの道を歩きながら、すでに首筋に汗が流れている。

　なるべく荷物を増やしたくなくて日傘を持ってこなかったことを、ひたすら後悔していた。

　なんとか迷わずにホテルに到着し、そそくさと正面エントランスから建物の中へと入っていく。

　磨かれたガラスの自動ドアを入ると、途端にひんやりとした空気に包まれ火照った体が生き返る。

　キョロキョロと若干おかしな挙動でまず探したのは、レストルーム。

　この汗をなんとかしないと、どうしようもない。

　逃げ込むようにして見つけたレストルームへと入り、汗ふきシートで噴き出した汗を押さえる。

　一緒にメイクが崩れていないか鏡の前でチェックをしていると、バッグの中でスマホが振動し始めた。

　取り出したスマホの画面には母親からの着信が表示されている。

　手に取っていたグロスをポーチに戻し、慌てて通話に応じた。

「もしもし？」

『あ、里桜。もう着いた？』

「あ、うん。少し前に。お母さんたちは？」

『それが銀座駅から迷っちゃって。タクシー使うほどの距離じゃないから歩いてるんだけど、まだ着いてないのよ』

「えっ、迷ってるの？」

　地方から出てきて東京のコンクリートジャングルでさまようのはよくある話。

　慣れない場所なんだから、タクシーを使えばよかったのにと内心でそう思う。

「わかった。私はもう着いてるから、ロビーで待ってるね。気をつけてね」

　迷っているにしても近いところまで来ているはず。

　通話を終わらせると、再びグロスを手に取りメイク直しを完了させた。

　クールダウンをして落ち着き、レストルームを後にする。

　柔らかい絨毯の床と、通路のところどころに置かれた高そうな木製ソファ。

　老舗ホテルの高貴な雰囲気に改めて緊張しながら、開けたエントランスロビーへと向かっていく。

　奥は高い天井までがガラス張りになっている造りで、明るい光が差し込んでいた。

　中庭が望める開放的なその周囲はラウンジになっているようで、多くの人がお茶を楽しんでいる。

　座り心地のよさそうなソファが点在しているロビーにはホテル利用者が多くかけていて、このあたりで待っていればいいかと見つけた空いている場所に向かっていった。

　しかし、なにげなく向けた視線の先にある人の姿を見つけ、思わず二度見してしまう。足は止まり、確かめるように目を凝らす。

　まさか、こんなところに……。

　他人の空似、だよね……？

　いつも職場で見ている、車椅子の姿。

　きっちりと整えセットされたグレーの髪は、洋司さんと同じ髪型。

　だけど、こんなところに洋司さんがいるはずがない。

　そうわかりきっているはずなのに、あまりの酷似具合に確かめるように凝視してしまう。

　車椅子へと人が近づいてきて、慣れた操作でくるりとこちらに方向転換させられる。

　見えていた横顔が真っ直ぐにこっちを向いた瞬間、それが間違いなく洋司さんであるということに目を見開いた。

「洋司さん、なんで――」

　思わず駆け寄って声をかけようとしたものの、今度は踏み出した足が止められる。

　その車椅子の背後に立つ人の顔を見て、息が止まったような感覚に陥った。

　なん、で……。

　すらりと高い背に、仕立てのいいスリーピース。

　緩やかに流れる艶髪のもとにある均整のとれた美しい顔は、時間が経っても忘れはしない。

　成海さんが、どうして……。

　鼓動がひとりでに高鳴りだしていく。

　その音が大きく自分自身を包み込んで、周囲の音はもう聞こえていなかった。

「おお、里桜ちゃん！」

　洋司さんが私を見つけ、車椅子が近づいてくる。

　それを押す成海さんが柔和な笑みを浮かべて私を見つめていて、混乱し始めた頭が真っ白になった。

　洋司さんと、成海さんは知り合い……？

　でも、どうしてこんなところに……？

「洋司さん、どうして……今日、外出許可取られていたんですか――」

「里桜！」

　そんな時、後方からよく知る声に名前を呼ばれる。

　振り返るとそこには両親がいて、母親がこっちに向かって手を振っていた。

「お母さん……」

　ホッとしたのもつかの間、現れた両親と共に見知らぬ男性の姿が見える。

　きっちりとスーツを着た、年の頃は四十代くらいと思われる男性。

　まさか、あの人が石川まで行った結婚詐欺の主犯格……!?

「会長、お連れいたしました」

　えっ……？　会長……？

　両親と共にやってきた男性が私を横切り向かった先は、後方にいた洋司さんのもと。

　いったいどういうことなのだろうかと、その様子を見守る。

「紀平さん、この度は遠いところを、私のわがままを聞いていただきありがとうございます。日野と申します。このような姿で申し訳ないですが――」

　そう言って、洋司さんはスーツの懐から名刺ケースを取り出す。

　ちょっと待って……。今、日野、って……。

　どうして今の今まで、洋司さんの苗字が〝日野〟だということに気づかなかったのだろう。

　いつも〝洋司さん〟と呼んでいるからというのもあったけれど、私の中で今回の話と洋司さんがつながるはずもなかったのだ。

　いつの間にか両親が私の横へと立ち、車椅子に掛けたままの洋司さんから差し出された名刺を受け取る。

「あ、ありがとうございます」

　これはいったいどういうことなのか……。

　ということは、お見合いの話を実家に持ちかけたのは、洋司さんだったということなの……？

　でも、そのお相手って……？

　正常に働かない頭でそこまでをやっと考えて、洋司さんの背後に立つ成海さんへと目を向ける。

　不意に目が合ってしまい、慌てて目を逸らした。

　ま、まさか、ね……。

「こんなところで立ち話もなんですから、場所を変えましょう」

　洋司さんのひと声で、予約しているというレストランに入ることになった。

　ホテルの二階にある仏蘭西フランス料理店に向かうと、奥にある個室の席へと通された。

　ミシュラン三ツ星がついているというレストラン。

　その特別席でテーブルを囲む。

　セットされていた椅子がはずされ、洋司さんは車椅子ごと席につく。

　車椅子のストッパーをかけた成海さんは、洋司さんのとなりの席に腰を下ろした。

　洋司さんの向かいには私の両親が着き、その横に私が座ると、ちょうど向かいは成海さんという位置になった。

「改めまして……紀平さん、このたびは遠いところをご足労いただきましてありがとうございます。里桜ちゃんも、ありがとう」

　洋司さんの言葉に、父が「あの……」と口を開いた。

「日野さんと、里桜は……？」

　この様子だと、両親は私が働いている施設に洋司さんがいるということを知らないようだ。

「そうですね、そこからお話ししないといけませんね」

　黒服のスタッフがグラスに乾杯の一杯目をついでいくと、洋司さんが「その前に……」とグラスを手に取る。

　それぞれがグラスを手にすると、洋司さんが「今日のこの席を祝して、乾杯」と微笑んだ。

「里桜ちゃんには、私が今、お世話になっているんですよ」

「ということは……里桜の職場の施設に、日野さんが」

　父親の察しに、洋司さんは「はい」とにこやかに答える。

「仕事をよくやっているのはもちろん、いつも明るくて元気で、私たちまで元気をもらえる。みんなよく言っていますよ、里桜ちゃんは本当の家族のように接してくれるって」

　両親を前にこんなふうに褒めてもらうのは気恥ずかしいけれど、洋司さんがそんなふうに言ってくれるのは素直にうれしかった。

　近頃は仕事のことで落ち込んでいたから、こんなふうに言ってもらえたことで気持ちが救われる。

「それに、こんなにかわいらしいお嬢さんだ。ぜひ、うちの孫のお嫁にもらいたいと、爺さんのわがままでしてね。金沢の古くからの知り合いの伝手をたどってもらって、里桜ちゃんのお父さんに取りつけてもらったんだ。里桜ちゃん、驚かせてしまって悪かったね」

　そう言った洋司さんは、成海さんへと顔を向ける。

「彼は、私の長女の息子になります」

　洋司さんに紹介されて、成海さんが私たちに向かって頭を下げる。

「成海貴たか晴はると申します」

　落ち着いたその声も、端整な顔に浮かぶ穏やかな表情も、完全に一致している。

　なにより、口にされたその名はあの日にいただいた名刺と間違いなく同姓同名。

　まさか、そう思っていたことが現実となった瞬間、私は正面の成海さんから目が離せなくなっていた。

　それから、洋司さんは成海さんのことを紹介してくれた。

　洋司さんのお父様が設立したという結婚相談所は、今は洋司さんが会長となり、成海さんへと会社が継承されたという歴史。

『ベストパートナージャパン』は、今ではテレビＣＭも流れる業界では大手の企業だから、誰でも一度は耳にしたことがあるだろう。

　〝婚活〟と結婚に対しての意識が高まる中で、お見合いや婚活パーティーをはじめ、昨今ではマッチングアプリの開発でも注目を集めたばかりだという。

　現代に合った新しい風を会社に取り込み、さらなる発展と業績を上げているのが成海さんが社長就任後のことだと、洋司さんは誇らしげに話してくれた。

「今日は、貴晴の両親に代わって、私がこの席に同席させていただきました。彼の父親は医師でして、今日はどうしてもはずせない学会に出席しています。里桜ちゃんのご両親には、後日ご挨拶に伺うと言っていました」

　成海さんのお父様はお医者様だという話に、我が家は揃ってまた恐縮してしまう。

　母親が「お忙しいでしょうし、お気遣いなく」と洋司さんに頭を下げた。

「貴晴の母親は……私の、娘は……貴晴がまだ五歳の時に病でこの世を去りました。親より先に逝ってしまうなんて、親不孝者なんですがね」

　成海さんのお母様は、もう亡くなられているんだ……。

　若くして亡くなった成海さんのお母様は、乳癌を患われていたという。

　そういう事情もあって、洋司さんは会社を早々に成海さんに託したと話してくれた。

「それから貴晴には兄がいますが、仕事で長いこと東京を離れて暮らしています」

　洋司さんは「もうしばらく会ってないよな？」と、確認するように貴晴さんに目を向けた。

「まぁ、私は親馬鹿ならぬ、祖じ父じ馬鹿ですが、貴晴は本当によくできた男です。必ず、里桜ちゃんを幸せにできる。だからこの話、ぜひ前向きに検討してほしいと思っています」

　改まった洋司さんの言葉に、両親は恐縮した様子を見せる。

　初めは結婚詐欺だなんて警戒していたのに、ふたりして「こちらこそ、よろしくお願いします」なんて挨拶を交わしていた。




「それじゃ、里桜。また連絡するわ」

　お見合いの会食を終えると、両親はホテルからタクシーに乗って宿泊先の別のホテルへと去っていった。

　滞在先も洋司さんの手配してくれた高級ホテルで、母は泊まるのが楽しみだとワクワクしていた。

「洋司さん、なんかいろいろとすみません……両親の航空券や宿泊先までお世話になってしまって……」

「そんなことは気にしなくていいんだよ。むしろ、遠くから無理言ってきていただいて、その程度じゃ足りない。それなのに里桜ちゃんのご両親は謙虚な方々だ。今の今まで受け取れないと遠慮されていた」

　洋司さんはハハハッと機嫌よく笑い、私を見上げる。そして、いつも通り穏やかに微笑んだ。

「あとは、若いふたりの時間としようかね。貴晴、里桜ちゃんをよろしくな」

「はい、もちろんです」

　洋司さんにそう言われた成海さんは、両親をこのホテルまで連れてきてくれたお付きの人に「お願いします」と車椅子を任せる。

「では、里桜ちゃん。またいつものところで」

「はい。お気をつけて」

　ホテルのロータリーには、運転手付きの黒塗りの高級セダンがハザードランプをつけて停まっていて、洋司さんはその車に乗ってホテルを後にした。

　行っちゃった……。

　去っていった車を見送ると、その場には成海さんとふたりきりになる。

　どうしよう。そう思った時、成海さんが「お送りします」と切り出した。

「え、でも……」

「里桜さんさえよければ、もう少しお話できれば」

　首をかしげて私を覗き込んだ成海さんは、あの日と同じように柔らかい笑みを浮かべる。

　断る理由もなく「はい……」とうなずきながら、鼓動はまた速く大きく音を立てていた。

　両親や洋司さんが同席していた席では、成海さんと私が直接言葉を交わすことはほとんどなかった。

　互いのことは洋司さんと私の両親が代わりに話し、当の本人たちは横で微笑んでいた状態だった。

　ホテルのバレーパーキングのサービススタッフがロータリーに用意した成海さんの車は、シルバーの車体がきらりと磨かれた高級外車だった。

「どうぞ」

「すみません、お邪魔します……」

　丁寧に助手席のドアを開けて、私を乗車させてくれる成海さん。

　今まで生きてきた中で、こんな富裕層の人が所有しているような車に乗った経験は初めてで、土足で乗ってしまっていいものかと思ったほどだった。

　シートの座り心地も車の乗り心地とは思えないもので、体を包み込むようにフィットする。

　落ち着かない気持ちで車内を観察しているうち、成海さんが運転席へと乗り込んでくる。

　その姿をじっと横から見ていると、突然、目を合わせた成海さんの体が私へと向かって覆いかぶさるように近づいてきた。

「っ……!?」

　周囲にはホテルマンもいるのに……そう思って咄嗟に目をつむると、目の前でフッと笑ったような吐息が聞こえた。

「シートベルト、締めるね」

「……あっ、は、はい！」

　いったい、なにを勘違いしたのか……。

　近づいてきた成海さんにキスでもされると思った、この思考回路自体が恥ずかしい。

　自分の取ったあからさまなリアクションに自ら赤面する。

　成海さんは固まった私にシートベルトを装着させると、自分のシートベルトも締め、静かに車を発進させた。

　ふたりきりになって初っ端から笑われてしまった恥ずかしさと、なにから話したらいいのかわからない緊張が相まって、ひたすら黙って窓の外の景色を見つめる。

　信号で車が停車すると、横顔に成海さんの視線を感じた。

「大丈夫？　強引に乗せちゃったけど、車が苦手とか、ないかな？」

「えっ、あ、いえ、大丈夫です」

　成海さんはそんなふうに言うけれど、さっきの誘い方に強引さなんてまったくなかった。

　こういう気遣いをしてくれるなんて優しすぎる。

「ずいぶん驚いた顔してたね」

「えっ……？」

　突然そんなことを言われて、つられるように成海さんに顔を向ける。

　私の視線を受けた成海さんはちらりとこちらを見て、その口もとに笑みを浮かべた。

「幽霊でも見たような、そんな顔だった」

「それは……」

　もう、会うこともないと思っていた。

　あの夢のような一夜は、私の中ではやっぱり綺麗な夢であって、あの日限りで終わったものだった。

　この夢に続きはない。そうわかっていたから、あの日だってそっと静かに立ち去ったのに……。

「そんなこと言いますけど、成海さんは驚かなかったんですか？」

　成海さんは顔には出なそうなタイプだけど、持ちかけられたお見合いの相手が私だって知った時、絶対に驚いたはず……って、ちょっと待って……。

　ということは、もしかして……私が成海さんと初めて出会ったと思っていた婚活パーティーの時、すでに私のことを知っていたとか、そういうことなの……!?

「ああ、今日里桜さんに会えるのを楽しみにしてた。それに、この話が出る前から、里桜さんのことは知ってたから」

　さらりとそんなことを言った成海さんは、赤信号で停車していた車を発進させる。

「里桜さんは気づいてなかったかもしれないけど、祖父の施設で何度か見かけていたんだよ」

　そこまで言われて、不思議に思ったことがつながっていく。

　それじゃあ、やっぱり……。

「もしかして、あの婚活パーティーの日、すでに私のことを……？」

「うん。だから、どちらかというと、あの日あそこで里桜さんに会ったことに俺は驚いたかな」

　衝撃的事実に言葉を失う。

　もう会うこともないと思っていたのは、私だけだったということ……？

「あの日……どうして黙っていなくなっちゃったの？」

「へっ……！」

　あの、日……。

　そう言われて、忘れもしないあの夜の出来事が鮮明によみがえる。

　その途端、顔面に熱が集まり火照るのを感じた。

　またこんなふうに成海さんと再会してしまうなんて思いもしなかった私には、あの日のことを思い返すだけでも刺激が強すぎる。

「あの、それは、ですね……あれ以上、ご迷惑をおかけするわけにはと、思いまして……それで……」

　答えると、成海さんはフロントガラスの先を見ながらくすっと笑った。

「里桜さんらしい言い分だね。でも、迷惑だなんて思ってたら、初めからひと晩一緒にいたりしないよ」

　成海さんの言い分はごもっともかもしれない。

　だけど、あの時の私にそんなことを考える余裕は一ミリもなかった。

　今だって、どう答えたらいいのか、どんな言葉を返したらいいのかわからなくなってきている。

「もし、今回のお見合いの話がなかったら、俺は直接里桜さんに交際を申し込むつもりでいた」

「え……」

「だから、こうして双方の家族が集まって、公認で関係を進められることになったのは、俺にとっては好都合だった」

　成海さんが、私に交際を申し込もうと思っていた……？

　ますます頭の中は混乱を極める。

「どうして、そんなこと……」

「そんなこと？って」

「私なんかと、交際、なんて……」

　その言葉を口にするのも恐れ多くて、言葉尻が消えかける。

　膝へと目線を落とすと、成海さん側の頬にふわりと大きな手のひらが触れた。

「言ったよね？　あなたは運命の人だって」

　あの夜、酔っていたけど覚えている。

『あなたはどうやら、私の運命の人のようだ』

　私の人生には縁のない言葉だと、他人事のような感覚でその言葉を聞いていた気がする。

「ひと目惚れしたっていうのも、嘘ではないよ。一生懸命仕事をしてる姿、初めて見た時に目が離せなくなった」

　ひと目惚れ――そう言われたこともはっきりと覚えている。

　じゃあ、私の知らないうちに成海さんは私のことを見かけて、それで……。

「ごめんね。だからあの日、どうしても近づきたくて、引き留めちゃったんだ。こんな気持ちになるなんて、今まで経験したことなくて……」

　そう言った成海さんは自嘲気味に笑って「里桜さんは盗難に遭って、それどころじゃなかったよね」なんて付け加えた。

　あの日の夢には、まだ続編があったというのだろうか……？

　次々と成海さんから告げられる言葉に、そんなことを考えてしまうほどだった。

　現実としては到底受け止めきれない内容。

　だけど成海さんは、そんな私の心情などおかまいなしに募る疑心を晴らしていく。

　気がつけば、職場である施設の前にある公園が見えてきて、成海さんは「ここで大丈夫かな？」と車を停車させた。

「あ、はい、すみません。ありがとうございました」

「仕事、異動になったって聞いた。ここの寮も出ることになるんだよね？」

「そんなことまで、ご存じだったんですね……」

　この間、ついぽろっとこぼしてしまったから、洋司さんからすでに聞いていたのだろう。

「異動先は、寮完備ではないらしくて、今新しい住まいを探しているところなんです」

　早いところ新居も決めないと、引っ越しも考えたらギリギリだとバタついてしまう。

　できれば異動初日には万全の態勢で出勤したい。

「そのことなんだけど、今の職場を退職するって考え、里桜さんにはないかな」

「え……？」

　横から真剣な眼差しで問いかけられ、シートベルトをはずそうとしていた手が止められる。

　退職は、正直何度も頭をよぎった。

　介護の仕事を嫌いになったわけじゃないけど、異動したって、また知らぬ間に今回のようなことが起こるかもしれない……と。

　心機一転、転職をするのもいいかもしれないと何度も考えた。

「これを機に、転職を考えてみたりしないかなって。うちの会社に」

　まるでエスパーのように、成海さんは私の悩んでいたことを提案してくる。

　でも、うちの会社って……!?

「……。えっ、成海さんのって、私が、ですか!?」

「うん。実は今、イベント企画部にいい人材が欲しくて。介護職とは違うけど、人のためになる仕事という点では同じだよ」

　さっきのお見合いの席でも、私は成海さんの会社の話に終始感心していた。

　結婚相談所としては歴史も実績も業界トップ。

　伝統を守りながら、時代のニーズに合った事業展開で業績を伸ばしている。

　そんな大手企業に、私なんかが勤められるはずなどない。

「私、そういう大きな会社に勤めたことがなくて……だから、その……」

「大丈夫。手取り足取り教えてあげるし、俺も目の届くところに里桜さんを置いておきたいんだ」

　さらりとすごいことを言われて、言葉に詰まる。

「でも……」と戸惑っていると、突然横からなにかを差し出された。

　それは、プリペイドカードのようなもの。

「青山にマンションを用意した。今日の話を進めてもいいと思ってくれるなら、受け取ってもらえるかな？」

　私の考えていることよりも遥かに上をいく展開に頭がついていかない。

　ただ、カードキーを差し出す成海さんに優しく見つめられ、自然と手が出てそれを受け取っていた。

「ありがとう。よかった、もし受け取ってもらえなかったらって」

　ふっと肩の力が抜けたように笑った成海さんに、内心驚く。

　成海さんほどの人がそんなことを思うなんて……。

　女性を誘って断られた経験なんてきっとないはずなのに。

「社員寮にいていいのは、いつまで？」

「えっと……来月一日から異動だったので、今月いっぱいまでは住めるはずだと思います」

「そうか……それじゃ、あまり時間はないね」

　視線を上げて、成海さんはなにかを思案するようにつぶやく。

「わかった。早めに時間をつくるから、近々引っ越せるように準備をしておいて」

「はい……わかりました」

　トントン拍子に進む話にのみ込まれながら、改めて成海さんの顔を見つめる。

　目が合った成海さんは柔らかい微笑を浮かべて、自分のシートベルトをはずした。

「大丈夫？　狐につままれたみたいな顔してる」

「へっ……」

　成海さんの手がまた私の頬に優しくそっと触れてきて、思わずぴくっと肩を揺らしてしまう。

　親指がなでるように頬をすべった。

「近いうちに迎えにくるから、待ってて」

　夢か現うつつか――その日限りだったはずの夢にはまだ続きがあって、私に目を覚ませというように、鼓動は高鳴っていた。










隠された異動命令の真実




「ちょちょ、ちょっと待った！」

　チョコチップがちりばめられたホイップクリームがのったチョコレートドリンク。

　そこに挿した黒いストローをくるくると回しながら、日菜子は対面する席から身を乗り出すようにして声をあげた。

「え、ちょっと待って、順を追って説明してくれないと。どうしたってそんなことになるの!?　相手、参加者じゃなくて、主催者ってどういうことよ!?」

「えっと……それは……」

　夏の終わり、八月最後の週末、土曜日。

　暑さの和らいだ夕方の代だい官かん山やまのカフェ。通りに面した窓際の席で、私は日菜子の勢いに押され言葉を詰まらせてしまう。視線を逸らすと窓の外には多くの人が行き交うのが見える。

　昨日の夜勤前に【明日とか、暇？】と日菜子からメッセージが入ってきて、お茶でもしようという約束をしていた。

　日菜子に会うのは、あの婚活パーティー以来のこと。

　たわいない近況報告をしあう中、職場で異動命令が出たという話の流れでお見合いをしたことを話した。

　さらっと「そのお相手の人が、あの婚活パーティーを主催してる会社の方で……」と付け足すと、日菜子は若干パニックを起こして会話を中断させた。

「実は日菜子と別れた後、あの会場で盗難に遭ってたことがわかって……」

「盗難!?　え、それは大丈夫だったの？」

「あ、うん。後日、現金は抜き取られてたけど、バッグごと見つかって戻ってきたから大丈夫。財布には、一万円も入ってなかったし。それで、その方にはその時にお世話になって……」

「そっか……。で、お世話になって？　それで、どうやったらお見合いにまで話がいくわけ？」

「あ、それは、私の職場の利用者さんのお孫さんがそのパーティーの時にお世話になった方だったっていう、偶然だっただけなんだけど……」

　複雑な関係性なだけに、こんな説明で話が通じるのか自分でも疑問になってくる。

　でも、日菜子は聞いた話を整理するように目を上向けながら、じっとなにかを考えている顔を見せた。

「ということは、もしパーティーの日に出会っていなかったとしても、その後お見合いをして、結果的には出会ってたってことだよね？」

　さすが日菜子。

　昔から頭の回転は速かったけど、この少ない情報だけでだいたいの内容は整理して把握してくれたようだ。

「うん。まぁ、そういうことになるかな……」

　日菜子にそう話してみて、ふと考えてしまう。

　あの日、あの婚活パーティーに行っていなかったら、私は成海さんを知らなかった。

　お見合いの席で初めて顔を合わせて、今と同じように関係が進んでいったはずだ。

　もし、お見合いをする相手と知っていたなら、私はきっと成海さんと一夜を共にしなかった。

　あの日の私はなにかの魔法にかかったように大胆で、現実の自分とは別人だったと思う。

　一夜限り……成海さんに恋をした。

　確実に終わりが見えているとわかっていて、それでいいと納得し、彼に身を委ねた。

　もう、会うこともないと思っていたのに……。

「え……『まぁ、そういうことになる』ってなに？　それ以外にもなにかあったの？」

「えっ……」

　ぎくっ……。

　変に濁したのが不自然だったのか、日菜子はさらに追及するような質問を繰り出す。

　馬鹿正直に〝実はほかにもいろいろあって〟みたいな反応を見せてしまった私を、日菜子はじっと正面から見つめた。

「なにか隠してるな？　里桜はわかりやすいからバレバレ」

「そっ、そんなことないよ。なにも隠すことなんて……」

「私と里桜の仲でしょ？　さっさと全部話しちゃいな」

　うー……。

　それから観念した私は、言わないでおこうと思っていたことをすべて暴露した。

　日菜子とパーティーで別れた後、実は成海さんに誘われてその後の時間を一緒に過ごしたこと。

　もちろん、一夜を共にしてしまったことも……。

「なるほどねー……隠そうとするわけだ。でもね、私に黙ってようなんて甘いから」

「ごめん……ちょっと、引くかなって思って」

「なにも引かないし。話してくれないほうが引くわー」

　チョコレートドリンクに沈み始めたホイップクリームをスプーンですくって口に運びながら、日菜子は口先を尖らせた。

「それにしても、奥手な里桜がずいぶんと大胆なことしたよね。その相手、どんな人か気になるー。やっぱイケメン？」

　直球で『イケメン？』なんて聞かれ、勝手に恥ずかしくなってしまう。

　私が今までの人生で出会った男性の中で、一番容姿端麗なのは間違いない。

　笑って曖昧にうなずくと、日菜子は「あ、でも」となにかを思い出した。

「里桜はそこらへんのイケメンじゃなびかないもんねー。ほら、高校の時に近くの私立のすっごいイケメンにつかまって告られた時も、断ったくらいだもんね」

「あっ、あれは違うよ。そういうの、当時は無理で……それに、ほかにもたくさん女子はいたし、私なんかじゃなくても……」

　忘れかけていた昔の思い出を掘り返されて、ついむきになって言い返してしまう。

　語尾を濁すように桃の果肉が入ったフローズンドリンクをずずっと吸い上げた私の様子に、日菜子はクスクスと肩を揺らして笑った。

「まぁ、そんなこともあったけど、とにかくそんなだった里桜を射止めた彼はすごいってことだよね。要するに、間違ってもいいって思えちゃったというか、そういうことでしょ？　里桜に限って、そういうの一番縁遠い話だと思ってたから」

　自分自身でもいまだにそう思っている。

　あの日の私は、やっぱり……。

「その瞬間でも、ひと晩でも……この人に恋してみたいって、思って……」

　包み隠さず正直にあの時の気持ちを告白すると、日菜子は茶化すことなく見守るような優しい笑みを浮かべた。

「いいな。なんかすごい素敵」

「えっ？　そ、そんなこと……」

「それに、納得できちゃった。里桜がそう思ったから、ひと晩一緒にいたってこと」

　そう言った日菜子は「話してくれてありがとう」と微笑む。

「あー、いいな。私もそういう運命の相手に会ってみたい……」

「そういえば……あの時の彼は？　一緒に帰った」

　日菜子が素敵だと狙っていた、塩顔の彼。

　あの日、一緒に会場を去ってからどうなったのだろう？

「あー、ダメダメ。ぜっんぜんダメだった」

「え、そうなの？」

「うん。あの後さ、ふたりで飲み直しになったんだけど、もう話してみると無理だったわ。だいたいが自慢話か悪口かでさ、話が全然おもしろくないの。ずっとあの調子じゃ顔がタイプでも無理だわ」

「そっか……」

　小さくため息をつき、日菜子はストローをすする。

「また婚活パーティー出直しだよ。いいなぁ、里桜は。まさか付き合いで行ってくれた里桜に出会いがあったなんてね。しかも、お見合いする相手だったなんて、ドラマみたいな話だよ」

　本当に日菜子の言う通りだと思う。

　そこで出会って、ひと時の恋に落ちた相手が、お見合い相手だった。

　それも、洋司さんのお孫さんだったなんて、いまだに信じられない部分もある。

「じゃあ、これから今の仕事も辞めて、その彼と一緒に住むことになるんだよね？」

「うん……そういう話にはなってるけど……」

「そっかそっか。じゃあ、しばらくバタバタしそうだね」

　にこりと笑う日菜子を見ていると、話したいと思っていた続きの話が切り出せなくなっていく。

「引っ越しはいつ？」

「引っ越し業者がくるのは明日なんだ。一応、社員寮使えるのが今月いっぱいだから」

　成海さんとのお見合いの後、職場には急遽退職の申請を出した。

『退職してもかまわない』なんて言われていたこともあり、特に引き留められることもなく、話はすんなりまとまった。

　自分なりには一生懸命にやってきた仕事だったから、あっさりとすべてが終わってしまったことはなんだか悲しかった。

「じゃあさ、生活が落ち着いたら遊びにいってもいい？」

「あ、うん。それはもちろん」

「やったー！　じゃあ、また近況知らせてね」

　ワクワクした様子で、日菜子は「引っ越し祝いなににしようかな～」と楽しそうに声を弾ませた。




　日菜子と別れて電車に揺られ、最寄り駅から歩き慣れた道を帰っていく。

　西日が差すオレンジ色の道を歩きながら、もうすぐこの見慣れた景色ともお別れかと気づいて、ちょっぴり寂しい気持ちに襲われた。

　職場である『長寿苑 憩いの森』のすぐ裏、敷地内に社員寮が完備されている。

　志村さんに退職すると申し出た時、残りの出勤日にたまっている有給休暇をあてていいから仕事には出なくてもかまわないと言われた。

「あっ……」

　施設の門を入り、寮へと向かって歩いていると、ちらりと向けた視線の先に部屋の窓から手を振り、手招きする洋司さんの姿があった。

　手を振り返し、近くにある従業員用の通用口からパスコードを入力して施設の中へと入っていく。

　洋司さんの部屋のドアをノックすると、中から「どうぞ」と声が聞こえた。

　広い特別室の中、洋司さんは車椅子に乗って窓際から外を眺めていた。

「こんにちは」

「里桜ちゃん、呼び立てて悪いね」

「いえ。どうかされましたか？」

「いや、姿が見えたからついね。引っ越しの準備は進んでいるかな？」

「はい。もう大方終わってます。明日、業者が来る予定で」

　そう答えると、洋司さんは「そうか」と微笑む。そして、どこか寂しそうな表情を浮かべた。

「里桜ちゃんがここからいなくなるのは、やっぱり寂しいなぁ」

「洋司さん……」

「でも、こんなしょうもない職場で無理して働く必要はない」

「え……？」

　洋司さんの口から出てきた意味深な言葉に、じっと洋司さんの顔を見つめる。

　普段、なにか愚痴をこぼしたり、誰かの悪口を言ったり、ご老人によくあるそういった文句を口にしたことのまったくない洋司さんが、そんなことを言うのは珍しい。

　しょうもない職場……って、どういうことなんだろう？

「偶然、聞いてしまったことがあったんだ。里桜ちゃんのことを、数人のスタッフが話題にしているのを」

「え……それって……」

「内容は、私からすれば全部ねたみのようなものだったよ。私たちから好かれていることも、気に食わなかったんだろうね」

　利用者さんに聞こえるところで、そんな話題を出されていたことを知り、胸が痛む。

　同時に、腹立たしい気持ちも湧き起こった。

「変な時期に里桜ちゃんが異動だとか言い渡されているのを知って、ここの内情を調べさせたんだよ。そうしたら、いろいろと納得できることがわかった」

「え……？」

「どうやら、ここの施設長と、里桜ちゃんを目の敵にしていたスタッフが関係を持っていると」

「えっ、嘘……」

　告げられた内容に絶句していた。

　まさか、そんなことで自分にとばっちりがくるなんて思いもしない。

「里桜ちゃんが目障りだと、頼み込んだのだろう。そこまで裏が取れたから、里桜ちゃん側からここを離れるように、貴晴との見合いを申し込んだ」

「そう、だったんですか……」

「もちろん、里桜ちゃんにはいずれうちの孫と見合いをしてほしいとお願いするつもりでいたんだ。それが、今回のことで早急に話を進めたほうがよさそうだと思って、こんな急なことになってしまった……」

　洋司さんは「申し訳なかったね」と目尻の皺しわを深めた。

「いえ、洋司さんに謝っていただくことなどなにもないです。むしろ、私のほうが謝らないと……私のせいでスタッフの嫌な話をお耳に入れてしまって、ごめんなさい」

「いや、里桜ちゃんが謝ることこそ筋違いだ。私も、今回のことでここを去ることに決めた。いい機会だったよ」

「洋司さん……」

　知り得た事実と申し訳なさに肩を落とす私を見て、洋司さんは手を伸ばし、とんとんと横からだらりと下りた私の腕を叩く。

「でもやっぱり、みんな里桜ちゃんがいなくなってしまったことを寂しがっているよ。それは、里桜ちゃんの仕事ぶりと、何より人柄がそうさせているんじゃないかな」

　異動を言い渡された時、今までがんばってきたことや努力してきたことを全部否定されたような気持ちにさせられた。

　引きずっていたその気持ちが、洋司さんの言葉と温かい微笑みに救われる。

「ありがとう、ございます……」

　また自然と涙を浮かべてしまった私を、洋司さんは「里桜ちゃんは涙もろいなー」と豪快に笑った。

「人生長い中で、真面目に生きている人こそ、不条理なことや理不尽だと感じることに遭遇しやすい。だけど、大丈夫」

　洋司さんの迷いのない優しい声音に、目尻の涙を指先でぬぐう。そこに見えた微笑みに、胸がぐっと締めつけられた。

「人に優しくできる人は、必ずそれが自分にも返ってくる。だから里桜ちゃんは、必ず幸せになれる」

　洋司さん……。

　いつか、洋司さんが言ってくれていたことを思い出す。

『見ている人はちゃんと見ている。だから、負けちゃいけないよ』

　こんなふうに言ってもらえるのは、見てもらえていたからなのかな。

　理不尽な目に遭ってしまった事実に変わりはないけれど、自分がやってきたことを認めてもらえたことで気持ちは救われていくようだった。

　今までやってきたことは、無駄になんかなってない。そう、思えた。

「ほら、また泣く。これじゃあ私が泣かせているみたいじゃないか。貴晴に怒られてしまうよ」

　洋司さんはそう言ってまた笑い、私の腕を優しくとんとんと叩いた。










溺愛同居の始まり




「以上で大丈夫ですかね。では、また現地でお願いします」

「はい、わかりました。お願いします」

　朝の十時に約束していた引っ越し業者は、ふたりのスタッフで社員寮を訪れた。

　荷物をまとめた十個ほどの段ボール箱と使っていた家具をテキパキと運び出し、あっという間に住み慣れた部屋は殺風景な空間になってしまった。

「名残惜しい？」

　がらんとした部屋を眺めていると、背後から成海さんの気配が近づいた。

　運び出しの作業が始まってすぐ、成海さんは私の部屋を訪れてくれた。

　日曜日の今日も成海さんはお仕事があるらしく、現れた姿は明るいネイビーのスーツ姿だった。

　ジャケットを脱いでも、ベストとグレー地のレジメンタルタイのコーディネートがおしゃれで、顔を合わせた瞬間どきりとしてしまった。

「東京に出てきて、初めてひとりで住んだ部屋なので……そうですね、ちょっとだけ」

　初めて実家を出て独り暮らしをした思い出の部屋。

　都会に出てきて、唯一心を休められる自分だけの場所がこの部屋だった。

　疲れて帰ってきた日も、落ち込んで帰った日も、ここは変わらず私を温かく出迎えてくれた。

「そっか」

　成海さんはぽつりとそう言って、うしろから私の頭をぽんぽんとなでた。




　業者よりひと足先に到着した青山に用意したというマンションは、地上六階建ての高級低層マンションだった。

　一見、マンションだとは思えないデザイン性に富んだ建物は、周囲の人々が足を止めてしまうだろう近代的な造り。

　タワーマンションとは違い、上層階に向かって段々になっていて、どの部屋も日あたりがいいことがわかる。外観はシャンパンゴールドのアルミルーバーとガラス面とで組み合わせたようにデザインされていて、コントラストが美しい。

　車に乗ったままゲートを抜けて敷地内に入っていくと、エントランス前に用意されている車寄せに着いた。

　成海さんは車を停車させると、運転席を降り助手席へと回ってくる。

　開かれたドアからそろりと足を降ろすと、差し出されていた手に緊張しながら自分の手をのせた。

「すみません、ありがとうございます……」

　触れた手は温かく、一気に鼓動が激しさを増す。

　優しい力で握られた手をそのまま引かれ、エントランスホールへと向かっていく。

　エントランスの中へ進んでいくとまた圧巻で、思わずキョロキョロと周囲を見回してしまっていた。

　入ってすぐのところに、出迎えるように置かれた巨大なフラワーアレンジメント。

　イメージとしては、華道家の展覧会などに飾られているような生け花で、みなぎる生命力を感じる力強い作品だ。

　壁や床は白で統一され、その中に木のぬくもりを多く取り込んだデザインはどこかやすらぎを感じる。

　照明は落ち着いたオレンジ色の光をところどころに灯していた。

　こんなマンションがこの世に存在するのかと、到着してからすべてが信じられない。

　自分の生きてきた世界とはまるで別世界なのだ。

　成海さんは駐在しているコンシェルジュに車のキーを預けると、「ごめんね」と言って、落ち着きなく周囲を見回す私の背中に手を添える。

「セキュリティも万全のところを選んだから、安心して住んでもらえると思うよ」

「はい……」

　今まで住んでいた社員寮は、特にオートロックのシステムもなく、鍵ひとつで部屋を守っていた。

　しかし、都会の一等地にあるこの高級マンションは、なんと三重のロックだという。

　まずエントランスにはコンシェルジュが常駐していて、そのエントランスからロビーに抜ける際にオートロックが設けられている。そしてエレベーターにもロックがかかっていて、カードキーをかざさないと階数指定できない。さらに玄関ドアのロックと、万全のセキュリティだ。

　容易に関係者以外が立ち入れない造りになっている。

　この中に住まいを持っている住人は、成海さんのように会社代表だとか、そういったかなり上流階級に君臨している人ばかりなのだろう。

「共有スペースには、ジム設備とかいろいろあるみたいだから、興味があったら見てみるといい」

「え、ジ、ジムって……まさかスポーツジムですか？」

「うん。入居者専用のがあるんだ。早朝から結構遅い時間まで使えるみたいだよ」

　マンション内に、ジムって……。

　驚きっぱなしのまま到着したのは、エレベーターで最上階の六階。

　エレベーターを出ると、エントランスロビーと同じように白い大理石の床と白い壁の空間が現れる。通路は左右に伸びていた。

　その通路を、成海さんは私の手を引いたまま右手に進んでいく。

「この階は、俺たちの部屋以外にもうひと部屋しかないからね」

「えっ、そうなんですか？」

「うん。このマンション自体、全世帯で二十もないんだ」

　外観から見ても不思議な形をしていたから、住人同士のプライバシーも守られる造りなのかもしれない。

　ホテルの通路のような空間を突きあたりまで進むと、ダークブラウンで木目調の重厚なドアが現れる。

　成海さんは慣れた動作でカードキーをドアにかざすと、ハンドルに軽く手をかけてドアを引いた。

　同時に、玄関の照明がオートで点灯する。

「どうぞ」と成海さんに先に中に入るよう促され、「お邪魔します」とドアの向こうに足を踏み入れた。

　ドアが閉まる音がした直後、背後でくすっと笑うのが聞こえる。

「お邪魔します、か。今日からここに住むんだから、ただいま、って言わないとね」

「あっ……そう、ですね」

　つい人の家に遊びにきたみたいな感覚でいたけど、ここが今日から自分が住む家なのだ。

　そうわかっていても、どうも実感が全然湧かない。

　私の住んでいた社員寮の部屋とほとんど同じくらいの広い玄関を上がり、白い壁に囲まれた廊下を進んでいく。

　部屋の中はやはり白い壁で、床といくつかあるドアはダークブラウンの木目調だ。

　一番奥のドアを開けるとそこはリビングだった。目に飛び込んできたその非日常の光景に驚きを隠せず、思わず入り口で足を止めてしまった。

　四十畳はあると思われる広さで、奥には壁一面のガラス窓が設けられ、そこからバルコニーにあるたくさんの緑が覗いている、とても明るく開放的な空間。

　その光景は〝ここはマンションなの？〟と疑いたくなるような、立派なものだった。

　建物の中の一角とは思えない、戸建ての高級住宅とでもいうのだろうか。

　窓のすぐそばまで近づくと、ウッドデッキのバルコニーの奥にジャグジーまでついているのが見えた。

　そしてリビングには、今すぐ生活が始められるよう、すでに家具や家電が取り揃えられている。

「どうかな……？　気に入ってもらえた？」

「あの……すごすぎて、なんか……」

　うまく言葉にまとまらない。

　自分の人生には想定外すぎて、感想すらままならない状態になっている。

「こんなすごい場所に住むことが、信じられなくて……」

「そうなの？　もうすぐ、里桜さんの荷物もちゃんと運ばれてくるよ」

　フッと笑いながらそう言った成海さんは、「コーヒーでも飲む？」とキッチンへと入っていく。

「あっ、私が淹れます！」

　成海さんを追いかけるようにキッチンに向かうと、その広さと豪華さにまたしても目を奪われた。

　私が住んでいた社員寮のキッチンはいったいなんだったんだろうと思ってしまうほど、桁違いの規模。

　アイランドキッチンになっている広々としたキッチンは収納も多く、海外製の食洗器まで完備されている。

　私の使っていたあのキッチンは、おままごと用だったんじゃないかと錯覚するものだった。

「いいよ、そんな気を使わなくて」

「いえ、でも」

　成海さんは棚からコーヒーを淹れるサーバーやドリッパーを取り出すと、「あ、そうだ」と手を止めた。

「その前に、ほかの部屋も見てもらわないとだったね」

「あ、はい……」

「こっちだよ」と突っ立つ私の肩を抱いて、成海さんはキッチンを後にする。

　リビングダイニングのほかには部屋が三つあり、さらに広いバスルームにトイレ、収納も専用の部屋があった。

　最後に残ったドアを開け放つと、その先には大きなベッドがどんと置かれてある。

「ここは寝室」

　きめ細かく肌触りのよさそうなネイビーのシルク生地のシーツがかけられたベッドは、ダブルより広いと思われるキングサイズ。

　鎮座するベッドを前にして、成海さんと共にしたあの夜のことがフラッシュバックしてしまった。

　途端に心臓が驚いたように跳ねて、胸の内側で激しく打ちつける。

　ベッドの上で浮遊しているような意識の中で見た、成海さんの艶っぽい姿が鮮明によみがえってくる。

　慌ててそれをかき消すように「あのっ」と背後の成海さんに振り返った。

「ん？」

「あの……寝室は……ここで、一緒に、なんでしょうか？」

　婚約して、いずれ結婚をするという話でこれからここに一緒に住むことになった。

　そして私たちは、幸か不幸か、そうなる前に一夜を共にしてしまっている。

　だけど、改めて今の関係になって、このひとつのベッドで夜を共にすると言われると、また一から気持ちの整理が私には必要だった。

　私の問いに、成海さんは微笑を浮かべる。その表情にはどこか困ったような色も浮かんでいた。

「一緒には嫌？」

「あっ、いえ、その、嫌とかでは、なくて……その……」

　そう、嫌なわけではない。

　私が単に緊張して、心臓が持たなそうで、心の準備ができていないだけの話なのだ。

「なにも、恥ずかしがることもないと思うけど……俺はもう、里桜さんの隅々まで知っちゃってるからね」

　さらりとそんな恥ずかしいことを口にされて、ぼっと頬に熱が灯る。

　そんなあからさまな私を見て、成海さんは不意に両手で私の頬を包み込んだ。

　背を屈めて正面から顔を覗き込まれる。

「あ、かわいい。赤くなってる」

「は、恥ずかしいです！」

　視線をうろうろさせて、できる精いっぱいの抗議をしてみるけど、成海さんは楽しそうに微笑むだけ。

　まったく効果がなくて、赤い顔は耳まで熱く広がっていく。

「って、あんまりいじめると嫌われちゃうからね」なんて言って、成海さんは固まる私から手を離す。

「婚約破棄されても困るし」

「そんなことは……」

「わかったよ。里桜さんが一緒でもいいって思えたら、ここで寝よう」

「え……」

「今まで使ってたベッド、引っ越しの荷物に入ってたんだよね？」

　たしかに。慌ただしく引っ越してきたので、家具を吟味する余裕もなく、ひとまず全部運んでもらっている。

「あ……はい。そのまま運んでもらっちゃいました」

「じゃあ、それは里桜さんの自室に運び入れてもらえばいいかな。そうすれば、寝慣れたベッドで眠れるだろうし」

　成海さんは案外あっさりと別々に眠る提案をして、話をひとりでまとめていく。

　そんなタイミングでインターフォンの音が鳴り響いた。

「引っ越し業者が到着したかな？」

　成海さんは踵を返してリビングへと戻っていった。




　その夜。

　荷解きしたり、近くのスーパーマーケットに買い出しにいったりして、あっという間に空は暗くなっていた。

　その後、仕事に戻っていた成海さんが帰宅すると、近くのレストランに食事に連れていってくれた。

　その外出から、少し前に帰ってきたばかりだ。

　ダウンライトの照明でほんのり明るく、落ち着いた雰囲気の夜のリビング。

　クリーム色の座り心地のいい革張りのソファに並んで掛け、窓の向こうのライトアップされたバルコニーの緑を眺めている。

　夜になって少し風が出てきたようで、木々の葉が細かく揺れている。

　手渡されたシャンパングラスに黄金色のスパークリングワインが注がれていく。

　細かな泡が弾けていくのを目にしながら、私たちはグラスを重ね合わせた。

「これからのことだけど……里桜さんは仕事は続けたいんだよね？」

　仕事……介護の仕事は辞めて、成海さんの会社に転職しないかと言われたことだ。

「それとも……花嫁修業に専念する？」

「へっ……!?」

「俺はどっちでもいいと思うよ？　里桜さんの好きなほうにすればいい」

　ふふっと穏やかに笑って、成海さんはグラスに口をつける。

　その横顔があまりにも綺麗で、つい吸い込まれるように見つめてしまった。

「私は……仕事は続けたいです」

　花嫁修業……も、もちろん必要だけど、今はまだ仕事を続けていきたい。

「そっか。じゃあ、仕事は続ける方向だね。それから……」

　ソファから立ち上がった成海さんは、となりにある一人掛けのソファの背もたれにかけていたスーツのジャケットを手にすると、その中からきちんと折りたたまれた紙切れを取り出す。

　再び私のとなりに座り直し、それを私に差し出した。

　これ、って……。

　実物を見たことはない。

　だけど、紙の感じや薄らと透けて見える茶色の印字に、もしかしたらという予感をかき立てられた。

　鼓動が急激に高鳴りを増していく。

　そっと開いたその紙は、思った通り婚姻届だった。

　ふたりの名前を書く左側には、すでに成海さんの記入が済まされている。

「婚姻届……ですか」

「うん。それは、いつ出しにいこうか？」

「ぁ、あのっ、私……」

　なにか言おうと声をあげたはずなのに、その続きがわからなくなる。

　本当に、成海さんは私と結婚する気なの……？

　成海さんとは到底つり合いが取れない、こんな私なんかと……？

　一緒に住むために引っ越しまでしてきたのに、今さらそんなことで頭がいっぱいだった。




＊＊＊




　普通の感覚なら、彼女のこの反応はまともなのだろう。

　パーティー会場が一度目、お見合いの席が二度目、そして今日……。彼女にとっては、今日を含めて俺と顔を合わせたのは三度目なのだ。

　それなのに、婚姻届をいつ出しにいこうかなんて、生き急ぐようなことを言われたら、誰だって戸惑うし困惑する。

　今、目の前で見ている彼女の反応は、いたって普通のものに違いない。

　なにやらかしてるんだ、俺は。

　顔色ひとつ変えないで、心の中で自分を非難した。

　彼女を初めて目にした時のことは、今でも鮮明に覚えている。

　記憶の中に深く刻み込まれ、一生のうちにもう体験することはないだろうと思うほど、それくらい衝撃的だった。

　それは、祖父の入所する施設でよく見る光景のひとつだった。

　訪れた祖父の部屋の窓から、入所者に手を貸し、外を散歩しているスタッフが目に入った。

　なんの前触れもなく、ただ、突然目の前に現れた彼女に釘づけになっていた。

　彼女のなにがそうさせるのかわからない。とにかく、その存在自体に惹きつけられたのだ。

　でも、こんなふうにほんの一瞬で、見ず知らずの女性に落ちてしまうものかと、自分自身が信じられなかった。

　それを言葉で表現するなら、〝時が止まるような出会い〟といえるかもしれない。

　そんな彼女が、自分のところが主催するパーティーに参加していたことは、正直俺を複雑な思いにさせた。

　あの時思った。彼女はパートナーを探しているからここに来ている。それなら、今すぐにでも自分がその相手になろうと。

　なんとしてでも彼女を手に入れようと思い、彼女が盗難に遭ってしまったことをきっかけに彼女に近づいた。

　話してみると、友人の付き合いで渋々参加したという彼女は、男と接することが昔から苦手だと、終始緊張した面持ちで話していた。

　そんな初々しくかわいらしい姿に、ますます惹かれていった。

　あの夜のように、感情に突き動かされて誰かを抱いたのは生まれて初めてだった。

　どうしたら、腕の中にいるこの彼女の身も心もすべてを、自分のものにできるのかと真剣に考えていた。

　その答えを出せないまま、彼女は俺の腕からそっとすり抜け、静かに姿を消してしまった。

　ひと目惚れから始まり、彼女と一夜をともにして、ますます想いを深めてしまった矢先、思いもよらない話が舞い込んできた。

　それが祖父からの、彼女との見合い話だった。

　それまで持ってこられた見合い話を蹴り続けていた俺が、すんなりと、むしろ進んで見合いをすると返事したことに祖父は驚いていた。同時に、ものすごく喜んでいた。

　そんな幸運としか言いようのない祖父のお膳立てにより、今こうして彼女とともに、静かな時を過ごしている。

「ごめんね……まだ、会って三回目なのに」

「いえ、そんなことは……」

　小さく首を横に振る彼女を目に、自分に『焦るな』と念を押す。

　自分本位の考えだけでいけば、すぐにでも婚姻届を提出してしまいたい。

　書類上だけでも夫婦という関係になり、それからじっくりと彼女を愛していく。

　その日々の中で彼女の心も手に入れていけばいいと思うけれど、それは完全にこっちのわがままだ。

　それに、彼女にしてみれば、自分の気持ちを置き去りにするような男なんて、信じられるわけがない。愛想を尽かされてもおかしくない。

　そんなことわかっているのに、湧き上がる想いをコントロールできず、どうしたらいいのかわからない。

　早く自分だけのものにしたい。手に入れてかわいがりたい。

　自らがこんなに欲する相手に出会ったことが初めてで、俺はその方法を知らないのだ。今だって、初めての感情に戸惑っている。

　気づけば、うつむき加減でグラスの中をじっと見つめる彼女へと手を伸ばしていた。

　頬にかかる髪を耳へとかけて横顔をあらわにする。

　ぴくっと肩を揺らしてこっちを向いたその顔は、白い肌をほのかにピンク色に染めていた。

　きっと彼女は、トントン拍子に進むこの状況に、心の中では間違いなく戸惑っているのだろう。

　俺のことだって、よくわからない男という位置づけだと思う。

　なにしろ、会うこと自体、まだ三度目なのだ。

「考えたら、急すぎるよね……わかった。今すぐにこれを出しにいこうとは言わない」

　彼女の大きな目が、じっと俺をとらえる。

　さらりと落ちてきてしまう絹のような彼女の髪を再び耳にかけると、俺はそのまま自分の指先を彼女の頬にすべらせた。

「ここで一緒に暮らして、里桜さんが俺のことを好きになってくれるように努力する」

「努力、なんて、そんな……」

「だから、里桜さんが俺を好きになって、生涯添い遂げたいと思ってくれたら、これを書いてもらってもいい？」

　彼女の気持ちを尊重しながら言ったつもりの言葉も、結局は迫ったような言い方になってしまう。

　自分の気持ちを抑えきれていないことに焦りを覚えたものの、彼女が「わかりました」とうなずいてくれたことにホッと安堵した。

「よかった」

「あの……でも」

　なにかに戸惑うように、俺を見つめる彼女の瞳が揺れている。

　やはり困らせてしまったのかと不安を感じながら、微かすかに潤んだその目をじっと見つめ返した。

「本当に……私なんかで、いいんでしょうか……？」

　思いもよらない問いに、彼女の手からグラスを抜き取ると、考えるよりも返事をすることよりも先に、頬に触れていた手で彼女を引き寄せていた。

　近づく唇を許可なく奪う。

　薄らとまぶたを持ち上げた細い視界の中で、彼女の目が大きく開いているのを確認した。

　突然の口づけから解放すると、耳もとへ唇を寄せる。

「あなたじゃないと……里桜じゃないとダメなんだ」

「成海、さん……」

　再び正面から目を合わせ、鼻先が触れ合う近距離で見つめ合う。

　どうしたらあなたのすべてが手に入るのか、俺はこれだけ頭を悩ませているのに。

　そんな気持ちをぶつけるように、さっきよりも深く唇を重ね合わせた。










なにもかもが新しい朝




　いつも通り枕もとに置いたスマホが、最大音量でアラームを鳴らす。

　その時刻は朝五時三十分。

　今までは七時に起床する生活だったけど、これからはそうはいかない。

　いつものベッドの上で、寝返りを打つ。

　だけど、薄暗い部屋は今まで見てきた自分の住まいとは違う、まだ慣れない高級マンションの自室だ。

　ベッドから起き上がり、スマホと一緒に置いておいたヘアクリップで髪をまとめると、そろりと部屋を出て洗面室へと向かった。

　顔を洗った後、歯を磨きながら、まだ寝起きの冴えない顔をしている鏡の中の自分と見つめ合い、昨晩のことをぼんやりと思い返した。

　婚姻届をいつ出しにいくかと聞かれて即答できなかった。

　今思えば、本当に私なんかでいいのかなんて……そんなこと、今さら口にしてはいけなかったような気がする。

『あなたじゃないと……里桜じゃないとダメなんだ』

　耳もとでささやかれた言葉と、甘く奪われた唇の感覚が、ひと晩経った今でも頬を赤らめさせる。

　どうして、そんなことを言ってくれるのかな……？

　その後、成海さんは爽やかに『一緒に住むのに成海さんもないから、名前で呼んで』と言い残し、『おやすみ』とリビングを去っていった。

　洗面室を出て部屋へと戻り、いつも通りにメイクと着替えを済ませる。

　傍らに置いたスマホを覗くと、六時十分前だった。

　音を立てないようにして再び部屋を出る。

　しんと静まり返っているこの感じだと、貴晴さんはまだ眠っているのだと思われる。

　キッチンに入り、朝食の支度をしようと準備を始めた。

　社員寮に住んでいた時は、朝は普段調理をしないで簡単に朝食を済ませていた。

　休みの日の朝や日勤の日の夜など、時間のある時は自炊を心がけていたけれど、不規則な仕事というのもあって買って食べることも多かった。

　それにしても……本当に広くて使いやすいキッチンだ。

　今まで使っていたワンルームの、流しとコンロをなんとかつけたようなキッチンとは雲泥の差。

　これまでは、まな板を置くのにやっとというくらいの作業スペースしかなかったから、代わりに部屋のテーブルを引っ張ってきて使うことはよくあった。

　そうしないと、二品同時に作ることは難しかったのだ。

　これだけ広いと、それだけで作業効率が上がる。

　鍋で出だ汁しを取りながら、グリルで鮭の切り身を焼いていく。

　同時進行で卵を焼き、野菜を千切りにして大根サラダを作った。

「おはよう」

「わっ！」

　ガラスのボールにサラダを盛りつけていると、背後から腰に腕が回ってきて、思わず変な声を出してしまう。

　眼下にダークグレーに白い袖口のクレリックシャツとスクエア型のカフスを見て、振り返るように顔を上げた。

「おっ、おはよう、ございます……」

　まったく気配に気づけなかった。

　顔を合わせると、貴晴さんはにこりと微笑んで「おはよう」と言い直してくれる。

　すでに着替えてネクタイまで締め、髪もいつも通りばっちりセットされていた。

「ずいぶんと早起きだね」

「いえ……これくらいに起きないと、手際が悪いので……」

　回されている腕にギュッと力が込められて、緊張し始めた気持ちが落ち着かない。

　貴晴さんはそんな私の状態に気づいていないのか、肩口に顔を寄せてくる。

「引っ越してきたばかりで疲れてるはずなのに、無理しなくていいんだよ？」

　気遣う言葉をかけつつも、「俺はうれしいけど」と言ってくれる。

「大丈夫です。それに、たいしたものではないので……」

「そんなことないでしょ。朝からこんなに作れるなんて優秀だよ」

　やっと腕を離した貴晴さんは「なにか手伝うことある？」と、今度は横から私を覗き込む。

　朝っぱらからこの猛烈に整った顔に近距離で見つめられると心臓が持たない。

「もう並べるだけですので、座ってください」

　ごまかすようにそう言って、冷蔵庫にドレッシングを取りにいった。

　野菜をたくさん入れた具だくさん味噌汁に焼き鮭の切り身、厚焼き玉子と大根サラダ。新居での初めての食事は、この朝食となった。

　向かい合って席につき、並んだ品を見てこれじゃ質素だったかなと不安になる。

　貴晴さんは「いただきます」と箸を手に食事を始めた。

「おいしそう」

「お口に合えばいいんですが……」

「……うん、おいしい」

　お味噌汁のお椀から顔を上げた貴晴さんは口もとに笑みを浮かべる。

　すぐにお箸で具の野菜をつまんだのを見て、ほっと胸をなで下ろした。

「社員寮にいた頃、普段から料理はしていたの？」

「はい、時間のある時には……でも、本格的なものは設備上作れなかったのです」

「そっか。もし、必要なものがあったら知らせてね。用意するから」

「はい。でも、十分です。不足はないと思います」

　基本の調理器具はもちろん、最新家電であろうものまで置かれていた。

　むしろ、私がこの万全な設備を使いこなせるかが問題だ。持てあましてしまいそうな予感すらする。

　ちゃんと説明書を読んでおかなくちゃ……。

「なんか、いいね。こういうふうに食卓を囲むのって」

　突然そんなことを口にした貴晴さんに首をかしげたくなる。

「うちは、母親が早くに亡くなったから、家族と一緒に食事を取ることが少なかったんだ。父親は忙しくてほとんど家にいなかったから」

「そう、でしたか……」

　家族みんなで食事を取ることは、私にとっては日常のことだった。

　だけど、幼い頃にそれが叶わなかった貴晴さんにとっては、こんな光景も尊いものなのかもしれない。

　そう思うと、これから共に過ごす中で大切にしていきたい時間だと思えた。

　和やかに食卓を囲み、食事も終盤にさしかかった頃、貴晴さんが「今日なんだけど」と話を切り出した。

「なにか予定は？」

「今日、ですか。いえ、特には」

　部屋の片づけをしたり、時間があればこのあたりを歩いてなにがあるかを見てこようと思っていたくらいだ。

　特にこれといった予定はない。

「それなら、会社に連れていこうと思うんだけど、どうかな？」

「えっ、貴晴さんの会社、ですか？」

「うん。どんな会社か見てから、働くかどうかを決めたらいいかなって思って」

　介護の仕事を辞めて、自分のところに転職しないかと言ってくれていた。

　仕事の内容は全然違うけど、人のために働くことには変わりないと聞いて、私にもできるなら働いてみたいと興味は湧いていた。

「はい、行ってみたいです。ぜひお願いします」

「じゃあ、決まり」

　食事を終えた貴晴さんは「ごちそうさまでした」と食器を下げてくれる。

　まだ食卓についたままの私のもとに戻ってくると、不意に頭の上に手を置いた。

「おいしかったよ、ありがとう」

　大きな手がぽんぽんと髪をなでていく。

　さりげない優しい言葉にどきりとしながら、「お粗末さまです」と笑みを浮かべた。




　急いで片づけを済ませ、自室に戻ってクローゼットを開ける。

　オフィスに訪れるわけだから、ちょっと綺麗目な格好でいかないと間違いなく浮いてしまう。

　今までのように、着替える前提で気軽な格好で出かけることはできない。

「……これでいいかな」

　着替えたのは、ホワイトの変形スリーブのトップスに、淡いパープルの膝丈フレアスカート。

　今までは寮から施設に行くだけの道のりだったから、Ｔシャツにジーンズなんて格好が楽チンで多かったけど、これからはそうもいかない職場環境になりそうだ。

　もし、貴晴さんの会社で仕事をすることになるのなら、オフィスカジュアルな服も暇な日に見にいかないとかな……。

　姿見で全身のチェックをしていると、外から部屋のドアがノックされる。

「はい」とドアを開けると、スーツのジャケットを羽織って準備万全な貴晴さんが立っていた。

「準備できた？」

「はい。あの……こんな格好で大丈夫でしょうか？」

　私の姿を上から下までひと通り見た貴晴さんは「うん、かわいいよ」と微笑む。

「じゃ、行こうか。迎えがきてるから」

　迎えって？　そんな疑問を抱きながらマンションのエントランスに出ていくと……。

「社長、おはようございます」

　スーツをきっちりと着こなした男性が私たちが出てくるのを待っていた。

　さらりとした前髪を斜めに流した清潔感のある黒髪の短髪。

　印象的なクールな目もとにメタルフレームの眼鏡をかけた、真面目そうな雰囲気を放つ男性。

　以前、盗難に遭った婚活パーティーで会ったことのある秘書の方だ。

「おはよう。紹介しておく、話していた紀平里桜さんだ」

　貴晴さんは早速私のことを紹介してくれる。

　それに倣って「紀平里桜です」と頭を下げた。

「彼は和わ久く井い。俺の秘書をしてくれてる」

　貴晴さんに紹介された和久井さんが、今度は「和久井伸しんと申します」と丁寧に頭を下げた。

　慌ててぺこりと深めにお辞儀をすると、貴晴さんはフッと小さく笑みをこぼす。

「俺の分身みたいなものだから、なにかあれば彼にも頼って」

　そう言われて和久井さんを見上げると、改めて「よろしくお願いします」と言ってくれた。

「こちらこそ、不束者ですが、どうぞよろしくお願いします！」

　精いっぱいの気持ちを込めて挨拶をすると、和久井さんは面食らったように私の顔をじっと凝視し、その後「社長……」と貴晴さんに目を向けた。

「ずいぶんユニークな方とご婚約を」

　ユッ、ユニーク……!?　私が!?

　そんなに変なことを言ってしまったか。はたまた、おかしな格好でもしているのかと、慌てて自分を見下ろす。

　和久井さんは珍しいものでも見るように、じっと私を凝視している。

「和久井……それは俺に対して失礼発言だろ。ユニークじゃなく〝かわいらしい〟の間違いじゃないか？」

「失礼いたしました。その訂正で間違いありません」

　そんなふたりのやり取りを耳にし、恥ずかしくて熱くなった顔を両手で包み込む。

　貴晴さんは「里桜、行こう」と私の背中にそっと手を添えた。

　先回りして車寄せに停車した黒塗りの高級セダンに向かった和久井さんは、後部座席のドアを開けて私たちを乗車させる。

　そしてすぐに運転席に乗り込むと、和久井さんは車を発進させた。

　ぽつぽつと交わされる貴晴さんと和久井さんの会話を聞いていると、どこか社長と秘書の関係以上のものがうかがえる。

　和久井さんは尊敬と敬意を表しながらも、貴晴さんに心を許しているような空気を発している。

　それは貴晴さんも同じで、ふたりからはなにか特別な雰囲気が漂っている気がした。

「聞きそびれていたけど、里桜は介護職の前職とかはあるの？」

　車が発進して少しした頃、となりの貴晴さんがそんな話題を切り出してくる。

　付け加えるように「簡単に面接ってことで」と言った。

「ヘルパーの前は、短大を出てから事務職を三年ほどしてました。でも、その間に介護の勉強をして、東京のほうに。それが、二十四の頃だったかと」

「へぇ、そうなんだ。デスクワーク？」

「はい。でも、雑用が多かったです。あと、ひたすら入力とか」

　指示された仕事をひたすらこなすような職場だった。

　進んでなにかをしようとすると、やらなくていいと言われることも多く、やりがいを感じられる仕事とは到底言えないものだった。

　そのうちに、このままでいいのだろうかと考えるようになった。

「じゃあ、質問を変えるね。介護ヘルパーの仕事で、なにが一番楽しかった？」

「楽しかったのは、利用者さんがにこにこされている姿を見ることでした」

　即答した私を、貴晴さんは真面目な目つきで言葉の続きを待つように、じっと見つめる。

　その視線を受けて、再び口を開いた。

「一緒になにかをしたり、おひとりで難しいことは手助けしたり、たったそれだけのことなのに、すごく喜んでいただけるんです。『ありがとう』って、笑顔で」

　力仕事も多いし、綺麗な仕事ばかりではない。

　だけど『ありがとう』と直に言ってもらえる仕事をしていることに、私はなによりも喜びを感じていた。

　人のために働くことは、私にとっての生きがいだった。

　横から膝の上に置いていた手を不意に掴み取られ、ぴくりと肩を震わせてしまう。

　そろりと貴晴さんに目を向けると、優しい微笑を浮かべて私をじっと見つめていた。

　掴まれた手が、指を絡めてつながれる。

　運転をしている和久井さんに気づかれないかと心配で、思わずルームミラーに映る和久井さんの視線の先を確認していた。

　こちらの様子には気づいていないようで、ミラー越しの視線はフロントガラスの先に向けられている。

「あなただから、里桜だからできた、素晴らしい仕事だったんだね。なかなか、そんなふうに即答できる人、いないと思うよ」

　思ってもみなかったことを言われ、うれしさが込み上げると同時に照れくささが湧き起こる。

　素直に喜ぶ言葉も出せず、「いえ、そんなこと」と謙遜するので精いっぱいだった。

「だから、そんな人材を切ろうとする会社は、悪いけど辞めて正解だよ」

　どうしてそれを？　そう思った瞬間、貴晴さんは「ごめんね、会長から、じいさんから聞いたんだ」と申し訳なさそうに微笑んだ。

「そう、だったんですか……」

「でも、俺としては感謝しなくちゃいけないよね。人のために一生懸命がんばれる優秀な人材を、ヘッドハンティングさせてもらったんだから」

「そんな……私、お役に立てるかどうかもわからないのに……」

　根本は〝人のため〟という同じ軸にあるかもしれないけれど、介護ヘルパーと結婚相談所のイベント企画という仕事では、まったくジャンルが違う。

　果たして、私に務まるのだろうか……？

「仕事に関しては心配いらない。実際に見れば、どんな仕事をしているかわかるから」

　そんな話をしていると、黙って運転をしていた和久井さんが前から「その件なのですが社長」と口を挟んだ。

「中途採用という形は、社員たちにいらぬことを勘ぐられます。ここは、里桜様が社長の婚約者であることは伏せたほうが、里桜様の働きやすさも確保できるかと」

　雇っていただくという話になった時から、どんな形で入社するのだろうとひそかに考えていた。

　社長の知り合い、まさかの婚約者なんてことが社内で知れ渡れば、私自身もだけど周囲の人たちだってやりづらいに違いない。

「伏せる必要があるか？」

「わ、私は、和久井さんの提案に賛成です」

　横から意見すると、貴晴さんは不満そうに目を細めた。

「里桜までそんなことを？」

「えっと……そうしたほうが、貴晴さんにご迷惑もかけないと思いますし。その……私がもしダメダメだったら、貴晴さんに苦情がいったりとかして……」

　あり得る可能性を挙げていると、つないでいた手を突然グイッと引っ張られる。

「あっ」

　体勢を崩して横に体が倒れかけると、貴晴さんの腕が私の背中を抱き寄せた。

「俺はなにも迷惑になんて思わない。里桜がなにか失敗しても、ちゃんとフォローするつもりだし、なにも心配することなんてないよ」

「で、でも……」

　かけられている言葉よりなにより、この状態が耐え難くまともな返答が出てこない。

　ルームミラーの中で和久井さんと目が合ってしまって、慌ててもとの位置に戻ろうとした。

　しかし、そう簡単に貴晴さんの手は私を解放してくれない。

「社長、ご婚約されてお幸せなのはわかりますが、あまりその幸せオーラを社内で振りまかないようお願いします」

　和久井さんから冷静な声で釘を刺されてしまい、私は逃げるように体勢を立て直す。

　貴晴さんは腕からは解放してくれたものの、また私の手をしっかりとつなぎ直した。

「それはなかなか難しい注文だが、善処しよう」

　本当にその気でいるのかわからないけれど、貴晴さんはフッと鼻で笑って和久井さんに約束をする。

　そして「里桜？」と私を見た。

「俺の優秀な秘書の提案は、今まで間違いはないんだ。だから、里桜のために婚約者ということはいったん伏せることにするよ。里桜もそのほうが働きやすいんだよね？」

　軽く流していたような雰囲気だったけれど、和久井さんの話を聞いて実はそのつもりでいたのかもしれない。

　貴晴さんを見て、しっかりとうなずく。

「はい。その方向で、お願いします。一生懸命勤めさせていただきます」

　そう意気込んで言った私を見て、貴晴さんは気が抜けたようにフッと笑った。

「ありがとう、期待してる。でも、肩の力は抜いて、リラックスね」

「あっ、は、はい！」

　表おもて参さん道どうにあるオフィスへは、十分もかからず到着した。

　青山に自宅を構えたのは、この場所に出社しやすいという利点もあったのだろう。

　人が多く往来する歩道を通過し、車は敷地内へと入っていく。

「この、建物ですか……？」

　独創的な形と、ガラスとコンクリートのコントラストが表参道という土地になじむ、近代的でデザイン性のある個性的なビル。

　見入るうちに、トンネルのように抜けられている建物の一階部分を通過し、車は建物裏から入れる地下駐車場へと進んでいった。

「お疲れさまでした」

　車を駐車すると、和久井さんがすぐに後部座席のドアを開けにきてくれる。

　貴晴さんに続いて「ありがとうございます」と車から降り立つと、貴晴さんは「ごめんね」と私を見下ろした。

「駐車場まで来てもらっちゃって」

「いえ、そんな！　ここが、オフィスなんですか？　すごいオシャレな建物……」

「うん、本社はここなんだ。お客様も直接相談で訪れる場所だから、わかりやすくて明るい雰囲気にね。建て直したのは二年前なんだけど」

「そうなんですね……」

　地下から地上へとエレベーターで上がっていく。

　和久井さんは最上階の七階のボタンを押していた。

「一、二階はお客様が相談に訪れるためのフロアで、三階から六階が各部署が入るオフィスになってる」

「わぁ……すごい」

　さっき外から見た、打ちっ放しのコンクリートの壁とフロアごとに一面のガラスがはめ込まれた建物の中は、とても明るくスタイリッシュな空間だった。

　到着した七階フロアは、グレーカラーのグラデーションになった絨毯が敷きつめられていた。エレベーターを出ると正面はガラス張りになっていて、そこから表参道の景色を一望できる。壁一面の窓に沿って設けられた通路は、左右に長く伸びていた。和久井さんの後に続き、左側の通路を進むと、彼は突きあたりの部屋のドアを開けた。

　そこは貴晴さんの社長室で、やっぱり広くオシャレな空間となっていた。

「では社長、なにかありましたらお呼びください」

　私たちが入ったドアの前で、和久井さんは丁寧に頭を下げる。

　ドアの向こうにその姿が消えていくと、社長室には貴晴さんとふたりきりになった。

「素敵な会社ですね……すっごくオシャレ」

「そう？　それはよかった。そこにかけて」

　入り口すぐのところで立ったままでいると、貴晴さんは入って右手前に設置してある応接のソファセットへと私を促す。

「失礼します」と言いながら腰を下ろし、改めて部屋の中を見回した。

　広い面積のガラス窓から自然光を多く取り込み、部屋の中はすごく明るい。

　インテリアはクールな印象のコンクリートに合うブラックで統一されているけれど、観葉植物のグリーンやゆったりとした水槽の中を泳ぐ色とりどりの熱帯魚が、心地よい雰囲気もつくり出している。

「早速だけど、うちの事業内容と、各部門について説明していくね」

「はい、よろしくお願いします」

　私の向かいの席にやってきた貴晴さんは、束ねた資料のようなものを私の前に置く。

　新入社員などに向けて使うオリエンテーション用の資料のようだ。

『ベストパートナージャパン』は現在、従業員数八百七名。本社を東京に構え、関かん西さいと東とう海かいに支社を置く。日本各地に直営、提携の相談所を全部で五十五店舗展開しているという。

　創業時の結婚相談事業を軸に、婚活イベント事業、最近ではマッチングアプリの開発を成功させ、好調に業績を上げている。

「本社での部署は、ここに書いてある通り。で、里桜にはぜひこのイベント企画部という部署で働いてもらいたいと思ってるんだ」

　貴晴さんは資料の〝イベント企画部〟の文字を指さしてそう言う。

「イベント企画部……どういったお仕事をする部署なんでしょうか？　私でも務まる部署ですか？」

「うん。この部署は里桜が友達と来てくれた婚活パーティーとか、ああいう婚活イベントを企画運営してる部署だよ。現場にも立って、直接お客様に対応もしたりする」

「へぇ～……」

「どうかな？」

「そうですね……直接お客様にお会いして働ける仕事が、性には合ってると思うので、私で務まるのでしたらぜひお願いします」

　少ない仕事経験からいっても、裏方の事務職よりも大変でも直接相手に関わって動く仕事のほうが自分には合っていると自覚している。

　だから、働くならオフィスでひたすら業務をこなす部署より、現場で動いているほうがいいはずだ。

「人のために尽くせる仕事にやりがいを感じてきた里桜なら、適任の部署だよ。がんばってね」

「はい！　早く仕事を覚えて戦力になれるようにがんばります！」

　つい力が入ってしまう私の様子に、貴晴さんはくすっと笑っていた。

　それからすぐ、貴晴さんは和久井さんに私の配属部署を話し、社内五階にある『イベント企画部』に連れていってくれた。

　ビルの外観や社長室を見て想像はついていたけれど、オフィス内も同様にオシャレな造りだった。

　都心の、それも表参道にもなると、オフィスもこんな素敵なのだろうか。

　以前働いていた会社のオフィスを思い出すと、ここのオフィスは異世界同然だった。

「これからこの部署に配属されることになった、紀平里桜さんだ。イベント企画部の欠員にいい人材がほしいと聞いていたので、知り合いを通じて紹介を受け、ほかからうちに来てくれることになった。これまで違う業種の会社に勤務されていたけど、戦力になってくれると思うので、よろしく」

　貴晴さんが直々に紹介をしてくれ、恐縮して横で待機する。

　イベント企画部の社員はざっと見て十名ほど。女子の比率が高い。

「じゃ、紀平さん挨拶を」

「あ、はい。紀平里桜です。少しでも戦力になれますよう努力しますので、ご指導のほどよろしくお願いします」

「最初は芳は賀がさんのチームに入ってもらう。うちでの仕事はなにもかも初めてだから、芳賀さんもメンバーのみんなも、指導よろしくお願いします」

　社長の知り合いで入ってきたという私に、イベント企画部の人々は口々に「よろしくお願いします」と挨拶をしてくれた。

　湧き起こる拍手の中、〝ここではうまくやらなくては〟という慎重になる気持ちが強く表れていた。










婚前ベッド事情




　十月も間近に迫り、長袖や羽織る物が必要な季節になってきた頃。

「紀平さん、貸し出しの衣装の数、あと五つ追加にするって」

「五、ですね。カタログ持ってきましょうか？」

「うん、お願いできる？　今、手が離せなくて」

「わかりました！」

『ベストパートナージャパン』で働き始めてから、もうすぐ三週間。

　貴晴さんにこの部署で紹介された日は緊張でガチガチだったけど、なんとか毎日仕事をこなしている。

　社長の知り合い、なんて肩書きでやってきた私に、初めはみんな興味津々で質問を投げかけてきたけれど、あたり障りなく〝ちょっとした知り合い〟と答えているうちに話題も沈静化していった。

　イベント企画部の人たちはみんないい人で、仕事は遠慮なしにしっかりと教えてくれている。

　私の教育係に指名された芳賀さんは、入社して七年目だという。年は私の三つ上の二十八歳で、テキパキ仕事をこなすとてもできる人だ。

　耳にかけた黒髪の肩上ワンレンボブヘアで、ワイドパンツスタイルのオフィスカジュアルが多い。

「紀平ちゃん、カタログ、そっちじゃなくてこっちね」

「あっ、すみません」

　資料やカタログが入る棚の前でお目あてのものに手を伸ばしていると、横からそのとなりのカタログが抜き取られた。

「ありがとうございます」と差し出された分厚いそれを受け取る。

　芳賀さんと共によく私の世話を焼いてくれる彼は、同じイベント企画部の照てる井いさん。

　女子が多い部署の中にいる、数少ない男性社員のひとりだ。

　私のふたつ上だという二十七歳の照井さんは、入社六年目で芳賀さんの一年後輩。

　芳賀さんが忙しい時は、私の指導を買って出てくれている。

　女性だらけの職場にいても浮かないタイプの人で、男くさい感じがない。

　どちらかというと中性的な顔立ちで、全体的に雰囲気がオシャレな人だ。

　名前が思い出せないけれど、若手俳優に似ている人がいる。

　性格的に気さくでよく話しかけてくれるけれど、男性と話すことが苦手な私としては気を使う存在でもある。

「どう、仕事だいぶ慣れてきた？」

「あ、はい……おかげさまで」

　にこりと笑って「それはよかった」と言った照井さんは、手もとの腕時計に目を落とす。

「もう昼じゃん。紀平ちゃん、今日お昼は？　買ってきてる？」

「いえ、これから買いに……」

「じゃ、ランチでも行こうよ」

「えっ。あ、はい」

　照井さんとふたりでランチ!?と内心焦っていると、いいタイミングで芳賀さんが「私も一緒に行くー」と入ってきてくれる。

　三人なら大丈夫と、ホッと胸をなで下ろした。




　ビルを出てふたりが連れていってくれたのは、メイン通りから一本裏手にあるカフェダイニング。

　表参道という土地によく似合うお店だ。

　床も壁も客席のテーブルも、すべてが木造りで、植物が壁や天井からぶら下がっている。そんなナチュラルな内装に癒される空間。

　カウンターには多くのリキュールの瓶がディスプレイされていた。

　案内された円卓の席で、それぞれメニューを決めてオーダーを出す。

　芳賀さんがここのフレンチトーストがおいしいと教えてくれたから、迷わずそれを注文した。

「うちでの仕事には慣れてきた？」

　オーダーを終えてひと息つくと、芳賀さんもさっきの照井さんのように私の様子を気遣ってくれる。

「はい。おかげさまで、少しずつですけど」

　そう答えると、左横から照井さんが「それ、俺がさっき聞きましたよ」と口を挟む。

「私が紀平さんの教育係なのよ？　なんで照井が私より先に聞いてるの」

「べつにいいじゃないですか、気にかけたって」

　私のことで言い合いをされるのも居心地が悪く、「あの」と口を挟む。

「皆さん親切に教えてくださるので、本当に助かってます」

　今までの仕事とはまったくジャンルも違う、なにもかも初めての仕事ばかり。

　それでも、周囲の人たちのサポートが手厚くて助けられている。

「紀平さん、覚えがとてもいいわよ。一度教えたら覚えてくれるし、誰かさんとは大違い」

「あっ、それって俺のことですよね？」

「え？　誰も照井だなんて言ってないけど？」

「いやいや、俺入った頃、芳賀さんに毎日怒られてましたからね」

　どうやら、照井さんも私同様芳賀さんが入社時の教育係だったらしい。

　そう考えると、入社一年で後輩の教育係を任される芳賀さんはやっぱり優秀ということだ。

「そういえば、紀平ちゃんは前職はサービス業だって言ってたけど、その仕事の関係でうちの社長と知り合いに？」

「あ、はい。そんなところです」

「へぇ～、やっぱそうなんだ。でも、引き抜かれるってすごいよね」

　照井さんがなんの前触れもなく貴晴さんの話題を出してきて、一瞬言葉に詰まる。

　すると、芳賀さんも「あ、それ私も思ってた」と同調した。

「あっ、そういうわけではないんです。イベント企画部で、接客に慣れてる人材を探しているということで、私が転職を考えてたことを知っていた人から、タイミングよく声をかけてもらって……」

　今後仕事をしづらくならないように、貴晴さんとの関係はもちろん、前職で洋司さんと関わりがあったことも念のために伏せておく。

　私の転職の理由を聞いて、ふたりは「へ～……」と特に突っ込むことなく聞き流してくれた。

「じゃあさ、社長のプライベートな時に会ったことがあるっていうことだよね？　どう？　どんな感じ」

　芳賀さんは興味津々の様子で私を見つめる。

　ランチと一緒に頼んだ三人分のアイスティーがテーブルに運ばれてきた。

「そう、ですね……私も、そこまでよく知っているわけではなくて、あまりわからないんですけど、特に変わらないかと……」

　まさか婚約者で、すでに同じ住まいで暮らしているとは言えない私は、曖昧な返事でごまかしを図る。

　前職で知人の紹介を受けた程度で、そこまで個人的な付き合いがあったという話にはしていないから、よくわからないで通用するとは思うけど……。

「そっかー、社長っていっつもあんな感じなんだ。みんなに教えてあげよ」

「好きですねー、みんな社長の話」

　芳賀さんの弾んだ声に照井さんがツッコミを入れるのを眺めていると、その視線に気づいた照井さんが私に向かって口を開いた。

「うちの社長、あんなだから女子社員に大人気」

　照井さんの言葉にギクリとしながらも、「ああ、なるほど……」と微笑んでみせる。

　すると芳賀さんが、「だって、みんな言ってるよ？」と続けた。

「社長のプライベートは謎だって。紳士で誰にでも穏やかで、あんな完璧な社長のプライベートってどんなだろうって、みんな興味津々なんだから」

「まぁ、たしかに。男から見ても社長って男前だもんな。彼女とかいるのかな？」

「えー、いるのかな？　すっごい気になるー」

　ギクリ。

　話の内容がデリケートな方向に向かっていき、頬がぴくりと引きつる。

「まぁいるだろうな……なんなら数人いるとみた」

「はぁー？　そんないい加減なことするわけないでしょ、あの社長が」

「いやいや、社長にその気がなくても周りが放っておかないって話っすよ。現にうちの女子社員なんか社長に口説かれたら断る人いないでしょ」

「それはー……そうかもしれないけど、でもでも！　社長は相手がいるのに不誠実なことは絶対にしないって！」

　そんなタイミングでスタッフが「お待たせいたしました」と私たちの席へとやってくる。

　芳賀さんの前にはシーフードのパスタランチ、照井さんの前にはカレーランチのプレートが置かれ、私の前にはフルーツと生クリームがどっさりのった賑やかなフレンチトーストのプレートが置いていかれた。

「じゃあ、社長がフリーだったとしますよ？　で、突然芳賀さんに付き合ってくれって言ってきたら、芳賀さん断ります？」

「私は丁重にお断りするわよ。彼氏いるんだから」

「えー、マジすか？　あの社長なのに？　それは彼氏と別れるっていう選択肢にいくんじゃないですか？」

「ちょっと、失礼ね！　そんな選択肢あるわけないでしょ！」

　前で交わされるやり取りに笑みを浮かべながら、フォークいっぱいにのせたフルーツをもくもくと口に運んだ。




　その日の晩。

　私はひとり帰宅をし、簡単に夕食を取った。

　貴晴さんは今日は仕事で会食の予定があるということで、帰りは別々。

　退社時間が近ければ一緒に帰宅することもあるけれど、今日のようにひとりで帰ってくることも少なくない。

　シャワーを浴びてタオルで頭を拭きながら、誰もいない広いリビングに出てくる。

　ソファにかけると、一日の疲れと緊張からふっと解き放たれたように力が抜けた。

　頭にタオルをのせたまま、背もたれに体を預ける。

　高い天井を見上げ、今日の昼休みに話していたことを思い出した。

　わかってはいたことだけど、社内での貴晴さんの人気ぶりには驚かされた。

　芳賀さんの話があれこれよみがえってくると、無性にそわそわ気持ちが落ち着かなくなる。

　そうだよね……あんな素敵な人が社長なら、みんな気になっちゃうよね。

　私だって職場で貴晴さんに出会っていたら、きっと憧れの眼差しで見ていたと思うし……。

　でも、そんな職場で貴晴さんと婚約してるなんて絶対に言えないじゃん……!?

　やっと職場の雰囲気も掴めたところでそんな内情を知り、初めに婚約者として入社しなくて本当によかったと思っていた。




「――ん、ん……？」

　頭を優しく包み込まれる感覚に薄らと目を開く。

　視界でタオルが揺れていて、一気に目が覚めた。

「たっ、貴晴さん……!?」

　体をよじって振り返った私の背後、ソファのうしろに立つ貴晴さんは「起きた？」と微笑んでいる。

　まだスーツのままで、帰宅したばかりのようだ。

「髪も乾かさないで寝てたら風邪ひいちゃうよ？」

「ごめんなさい……」

　すぐに体勢を立て直そうとすると、貴晴さんは「そのまま」と私を背もたれへと戻してしまう。

　そうしてタオルで優しく髪を拭き直してくれた。

「いつ、お帰りになったんですか？」

「少し前だよ。そしたら、里桜が頭にタオルかぶったまま寝てたから、乾かしてあげようと思ってさ」

　わざわざドライヤーを持ってきてくれていたらしく、タオルを肩にずらしてその場で髪を乾かし始めてくれる貴晴さん。

「あの、自分でやれますから」

　そう振り返ると、「いいから」と頭を前に向けられてしまった。

　風をあてながら丁寧に少しずつ束を掴んで乾かしていく。

　指が髪を梳いていくのが時折くすぐったくて、肩が小さく何度も震えた。

「……うん、乾いたかな」

「すみません、ありがとうございます」

　ドライヤーの電源を切ってテーブルに置くと、貴晴さんは、私のとなりへと腰を下ろす。

「俺がやりたくてやってるんだから、いいんだよ」

　乾いた頭をてっぺんからなでて、垂れる髪に指を通す。

　そうされるだけで、鼓動が途端に大きな音を立て始めた。

　髪に感覚があるわけないのに、神経が通っているように彼の指の感触に敏感になっている。

　貴晴さんの指は、私の髪を何度も何度もとかしていく。

「今日のお昼休み、外で里桜のこと見かけたよ。照井くんと一緒だったね」

「あ、はい。お昼に誘っていただいて……あ、でも、芳賀さんも一緒で、三人で行きました」

「そうだったんだ。てっきり、照井くんとふたりだと思ってたよ」

　とんだ勘違いをされていて、ぶんぶんと顔を横に振る。

「まさか、そんなはず！　職場の方とはいえ、男性とふたりっきりで食事なんて、私はとても間が持ちませんし」

　今日のランチだって、もし芳賀さんが一緒に行くと言わなければ丁重にお断りしたに違いない。

「そっか。でも、それならよかった。里桜を誘いたがる男はたくさんいると思うから、結構心配してるんだ」

「そんなこと……」

「あるよ。里桜が気づいてないだけ」

　そんなことは絶対にないと自覚しているけれど、そんなふうに言われてしまうと言い返せなくなる。

「そんなこと、言ったら……貴晴さんが、女子社員の皆さんに大人気だっていう話を聞きましたよ？」

　こんなこと言うつもりなかったのに、口からするっと出てきてしまい、内心〝しまった〟と後悔する。

　貴晴さんはなんでもなさそうに微笑を浮かべて、私の頬をさらさらとなでた。

「へぇ……そんな話をしたんだ」

「はい……だから、やっぱり、婚約しているということは伏せておいてよかったと、思ってしまいました」

　その話を聞いた後から、何度考えてみても〝前職関係での知り合い〟として入社してよかったと思っている。

　それを知らないで婚約者だなんて紹介されていたら、反感を買っていたに違いない。

　それこそ居づらくて、すぐに退社することになったとさえ思える。

「で……そんな話を聞いて、どんな気持ちになった？」

「えっ……」

　どきりとした。

　そして、次第にそわそわする。

　関係を明かさないでよかったという安堵はもちろんあったけど、その後にずっと考えていることは、貴晴さんがモテるということだ。

　そんな人とこうして婚約しているという自分が信じられない部分もあり、優越感のようなものもあり、複雑な感情が渦を巻いている。

　でも、なによりも頭をもたげるのは不安や心配だったり、マイナスの感情だ。

　私は自分に自信がない。だからこそ、こんなふうに落ち着かないそわそわした気分がずっとまとわりついているのだ。

「思った通り、貴晴さんが皆さんに慕われて好かれているって知り、うれしい気持ちにもなりました。だけど……複雑な気持ちにもなって」

「複雑……？」

「やっぱり、すごくモテているのは心配と、言いますか……」

　なんかとんでもなくおこがましいことを言っていない？

　素直な気持ちを口にしたものの、一瞬にして後悔にさいなまれる。

　その気まずさから逃れるように自然と目を伏せると、貴晴さんは距離をさらに詰め、私の顎に指を触れた。

「かわいい心配、してくれたんだ？」

「へ……？」

　視線を上げると、すぐ目の前で綺麗な顔が微笑んでいる。

　どきりと心臓が跳ね上がって、肩に力が入った。

「でもね、そんな心配はまったく不必要だよ」

「え……？」

「俺は、里桜しか見えてないから」

　言葉尻が唇に振動して、そのままそっと口づけを落とされていた。

　触れた唇はゆっくりと深く重なり、やがて角度を少しずつ変えていく。

『里桜しか見えてない』

　その言葉を証明するように、貴晴さんは甘いキスで私を翻弄していった。




　週末、土曜日。

　リビングの掃き出し窓をすべて開け放ち、秋晴れの気持ちのいい空気を取り入れる。

　自然光を取り込む明るいリビングのソファに腰掛け、深く長く深呼吸をした。

　今日は、この新しい住まいに日菜子が遊びにくることになっている。

　貴晴さんには、前もって友達が遊びにくることはかまわないか確認し、『もちろんいいよ』と承諾を得ている。今朝も、『楽しんでね』と言って仕事に出かけていった。

　お昼近く、ソファの座面に置いていたスマホの画面に、日菜子からのメッセージを受信した通知が表示される。

【マップで教えてもらった住所まで来たけど、ここ!?】

　どうやらマンションの前に到着したらしい。

　そのまま【すぐ行く】と返事をして急いで部屋を出た。

　日菜子はマンション前にぽつりと立って待っていた。

　エントランスから小走りで出ていくと、私の顔を見てあっと驚いたような表情を見せる。

「ちょっと、ほんとにここなの!?」

「うん。迷わなかった？」

「迷いはしないけど、着いてここなの？って驚いたよ」

「私も越してきた日は今の日菜子と同じ感じだったよ」

　日菜子を連れてエントランスを入っていく。

　コンシェルジュに会釈する私の後にぴったりとくっつき、日菜子はキョロキョロと周囲を見回している。

　エントランスホールを抜け、エレベーターに乗り込むと、「ちょっと！」とやっと声をあげた。

「なにこのマンション！　普通の人が住める場所じゃないでしょ」

「うん……私もいまだに慣れない」

　六階フロアに着き、部屋へと先導していく。

　玄関を開けて「どうぞ」と日菜子を中に通した。

「おじゃまします……って、玄関からすごっ……」

　初めてここにやってきた私とまるで同じリアクションを取りながら、日菜子は私に続いてリビングに入ってくる。

　すると、「ちょっと、素敵すぎ！」と、部屋の中を見回した。

「適当に座ってて。コーヒーがいい？　紅茶もできるよ」

「じゃあ、コーヒーにする。あ、ケーキとか洋菓子買ってきたんだ」

　キッチンに入った私のもとに、日菜子が手に持っていた紙袋を差し出す。

「えー、わざわざありがとう。じゃ、一緒に出すね」

「うん。いろいろ買ってきたから、あとは彼と食べてよ。あ、あと、引っ越し祝いというか、訪問記念というか、これね」

　お菓子の紙袋とは別の紙袋を差し出されて受け取ると、少しずしっと重みがある。

「え、なにこれ。こんな気使わなくていいのに」

「いいの、気持ちだから。気に入ったら使ってよ」

「ありがとう。後でゆっくり開けよう。先にコーヒー淹れるね」

「それにしても、ほんといいマンションだね。あの婚活パーティーの企画してる会社の人とかって言ってたけど、重役かなにか？」

　キッチンを出てリビングへと向かい、日菜子はソファに手荷物を置く。

「あ、うん。あの婚活パーティーとかを企画してる『ベストパートナージャパン』って会社の代表取締役」

「……だ、代表取締役!?　って、社長ってこと!?」

　バッとこっちに振り返り、日菜子は目を見開いて驚いている。

　そんな顔をされると困ってしまって、「ははは」と軽く流そうと笑ってみせた。

　コーヒーを二杯淹れて、ソファの前のローテーブルへと運んでいく。

　一緒に日菜子の持ってきてくれたフルーツタルトもケーキ皿に出した。

「日菜子、入ったよ」

　窓からテラスを眺めている日菜子に声をかける。

「ありがとう」と戻ってきた日菜子は、「ねえ、外にあるの、あれジャグジーでしょ？」と、やっぱり越してきて当初私が驚いたことを口にした。

「いやいや、社長と聞いてこの住まいも納得だわ……」

「うん……すごい、よね」

「里桜、なに他人事みたいなこと言ってんの」

「だって……まだ慣れなくて」

　そう言うと、日菜子はぷっと噴き出した。

「なんか、そういうとこ里桜っぽいな。ちょっと安心した」

「え……？」

「ほら、なんかすごい人と婚約して、人格変わったりする人も絶対いるじゃん？　付き合いが疎遠になっちゃったりさ」

「疎遠とかそんなこと、あり得ないよ！」

「うん、里桜はそうだろうなって思ったよ」

　日菜子は「だから安心したってこと」と微笑んだ。

「あ、これ、早速開けてみてもいい？」

　腰を落ち着けたところで、日菜子が持ってきてくれた引っ越し祝いを手に取る。

「うん、見てみて。気に入ればいいんだけど」

　なんだろうとワクワクしながら包みを開けていって、「わっ、素敵……」と心の声が自然と出てきていた。

　丁寧な包装から出てきたのは、クラシカルなずっしりと重みのあるフォトフレーム。

　花が象られたデザインで、アンティークな仕上げがオシャレだ。

「日菜子、ありがとう。すごく気に入った。早速リビングに飾るね」

「そう？　それならよかった。ラブラブなふたりの写真でも入れて飾ってよ」

「うん、そうするね」

　そう返事をしながら、まだ貴晴さんと一緒に写真を撮ったことがないなとふと気づいた。

「で……ここでの新婚生活はどうなの？」

「新婚って……まだ籍は入ってないし」

「そうだけど、新婚同然の生活は送ってるんでしょ？」

　ニヤニヤと探るような目で日菜子は私を眺める。

「新婚同然って、ここに一緒に住んではいるけど……一緒にご飯食べるくらいだし、特には……」

「えっ、なにそれ。一緒にご飯食べるだけって、ルームシェアじゃあるまいし」

「あ、でもそういう感じかも。それぞれの部屋もあるから、食事以外は別々だし」

「へっ!?　え、それってまさか、寝室も別々ってこと？」

　妙に驚くリアクションを取られて、恐る恐るうなずく。

　すると、日菜子はさらに目を見開いた。

「嘘、一緒に寝てないの!?　え、なによそれ」

「今のところは……。引っ越してきた時に、それまで使ってたベッドを運んでもらってて、それを今も使ってて」

「ちょっと……」

　あきれたように言葉をなくした日菜子は、そのままコーヒーの入るカップを手に取った。

「それ、彼が許してるの？　寝室別々でいいって」

「え……うん」

　そんなに驚かれると、今さらながら不安な気持ちになってくる。

　日菜子は口をつけたカップをソーサーに置きながら「まぁ……」と口を開いた。

「まだ婚約したてだからっていうのもあるかもしれないけどねぇ」

「けど？」

「ほら、普通男ならさ、寝室は一緒がいいと思うと思わない？」

　日菜子の直球の言葉に、不意に顔が熱くなる。

　あからさまな私の態度に日菜子はふふっと笑った。

「そっか……そういうもの、か……」

「そういうものでしょ。まぁ、わからないけどさ」

　言われてみればその通りで、妙に納得してしまう。

　でも、越してきた日に別々の部屋で寝るということにしてから、そんな話はまったくしていない。

　もし貴晴さんがそういう気でいるなら、少しくらい話題に上がってもいいはずだ。

　もしかしたら……と、ずっと心に引っかかっていたことが存在感をあらわにする。

　タルトにフォークを入れる日菜子を目にしながら、「日菜子……」と呼びかけた。

「私ね……気になってることがあって……」

「なに、気になってることって」

「うん……私さ、軽い女だと思われてないかって、実はずっと心配してて……」

「え？　なにどういうこと？」

「こんなふうにお見合いする相手だってわかってたら、出会った日にあんな……」

　言葉を濁すと、事情を知っている日菜子は包み隠さず「一夜の過ちのこと？」と私の代わりに口にする。

「うん。順番を間違うようなこと、しなかったのにって……でも、そんな後悔しても今さら仕方ないのもわかってるんだけど、ずっとモヤモヤしてて。私がこんなはっきりしないうちに、心変わりしてしまうかもしれないって思ったり……」

　婚約して一緒に住むまで話は進んでいるけど、解消になる可能性だってあり得る。

　そんなふうに心配は膨らむのに、どうしたらいいのか答えは出ていない。

「なーに馬鹿なこと言ってんの？　そんなこと、あるわけないって！」

　私の心配をよそに、日菜子は沈んだ空気を笑い飛ばす。

「そうだったとしたら、初めから婚約して一緒になんか住むはずないでしょ？」

「それは、お見合いをすすめた親族の手前とかもあるだろうし……」

「考えすぎだって。あー、もう、私が変なこと言ったから変な心配しだしちゃったわけ？　大丈夫だって、籍入れるまで我慢してるんだよ、きっと」

「我慢って……そんなわけ」

　ふと、以前に貴晴さんに言われた言葉が脳裏によみがえる。

『里桜さんが俺を好きになって、生涯添い遂げたいと思ってくれたら、これを書いてもらってもいい？』

　婚姻届を見せられた時、貴晴さんはたしかにそう言ってくれた。

　日菜子の言う通り、私の考えすぎ、心配しすぎなのかな……？

「そうに決まってる。そんなに心配になるなら、彼に直接聞いてみたらいいよ。絶対、里桜の考えすぎなんだから」

　日菜子は〝絶対〟の部分を強調して断言する。

「そんなこと、聞けないよ……」

「じゃあそうやって、ずっとモヤモヤしてるの？　里桜が心配しているようなことは絶対あり得ないから、今晩彼に聞いてみな？」

　たいしたことでもなさそうに日菜子は話をまとめてしまう。

　モヤモヤしているのは嫌だけど、どうやってそんな話を切り出せばいいのか思いつきそうにもなかった。

　その晩。

　夕方まで日菜子と過ごし、それから夕食の準備に取りかかった。

　今晩のメニューはビーフシチュー。

　さっきできあがりの様子を見てみたら、肉もほろっとしていていい感じに煮詰まっていた。

　夕飯の支度もひと段落して、リビングのソファへと腰を下ろす。

　ローテーブルに置いたプレゼントのフォトフレームを目に、自然と笑みがこぼれてしまう。

　今日は楽しかったな……。

　あっという間だった時間を振り返りながら、日菜子に言われたことを反芻する。

　でも……聞くって言っても、どうやってそんな話切り出すの？

　なんの前触れもなく、寝室についてはなんとも思ってないんですか？って？

　それじゃあ、ちょっとあからさますぎだよね……。

　じゃあやっぱり、初対面であんなことになってしまった私に引いてたりしますか……？とか？

　そう聞くのが核心に迫っているし一番わかりやすい。けど、そんな勇気ないよ……。

　そんなことをあれこれ考えている時、玄関に帰宅の気配を感じ取った。

　リビングを出て玄関に向かうと、ちょうど革靴を脱ごうというところだった貴晴さんの姿があった。

「おかえりなさい」

　急いで出ていき、カバンを受け取る。

「ただいま」と言った貴晴さんは、カバンを手渡した手でそのまま私を引き寄せた。

　ふわりと貴晴さんの香りに包まれる。

　私を抱き寄せた貴晴さんは耳もとに顔をうずめ、「あー、里桜だ」と脱力した声を出した。

　こうやって抱きしめられるだけでいまだにドキドキしてしまう。

「お疲れさまです。夕飯、食べますか？」

「うん、ありがとう。里桜もまだ？」

「はい。じゃあ、用意しますね」

　すぐにキッチンに入り、食事を出す支度を始める。

　リビングに入ってきた貴晴さんは、「そういえば」とキッチンにいる私に声をかけた。

「今日は友達が来るって言ってたよね？　楽しかった？」

「はい。夕方まで話しこんじゃいました」

「そっか、それはよかった」

　そう言って微笑んだ貴晴さんがローテーブルの上のフォトフレームに気づいたようで、「あ、それは」と先に声が出る。

「友達が、引っ越したお祝いにって持ってきてくれて」

「へぇ、そうなんだ。じゃあ、なにかお返しをしないとね」

　フォトフレームを手に取ると、貴晴さんは「センスのいいフォトフレームだね」と微笑む。

　日菜子からの贈り物を褒められて、なんだか私までうれしくなった。

「じゃあ、ここに入れる写真を用意しないと。近いうちに撮りにいこうか？」

「写真をですか？　いいですね。私もこれをもらって、入れる写真がないなって思ってました」

　食事の用意が済みテーブルにつくと、いつも通り和やかな夕食が始まる。

　貴晴さんはビーフシチューが好きらしく「すごくおいしい」と大絶賛してくれて、リピートするレパートリーに追加された。

「不思議に思うというか、女性って話すの好きだなっていつも思うけど、そんなに何時間も話すネタあるの？　男にはあんまりそういうことってないからさ」

　シチューをスプーンですくいながら、貴晴さんはそんな疑問を口にする。

　たしかに、男性からすれば女子トークは未知なる世界なのかもしれない。

「そうですね……考えたこともなかったですけど、尽きないものですよ。相手にもよると思いますけど」

　女子トークが無限といっても、相手が気を許せる友達というのが大前提。

　女子が集まれば必ずそうなるというものでもない。

「そっか。じゃあ、今日の友達は里桜の気心の知れた大事な友達なんだね？」

「はい。高校時代からの友達です。あ、彼女が例の婚活イベントについてきてって私を誘った子で……」

「ああ、そうだったんだ」

　そこまで言って、今日話したことを再び思い出す。

『じゃあそうやって、ずっとモヤモヤしてるの？』

　日菜子の声が耳の奥でよみがえった。

　モヤモヤとずっと考えているのはもちろん嫌だ。

　この流れで聞いてしまおうかと、喉もとまで声が出かける。

　だけど、やっぱりダメだと留まってしまう。

「里桜……？　どうかした？」

　ひとり悶々としていると、正面で貴晴さんがじっと私を見つめていた。

　スプーンを置いて、小首をかしげている。

「なんか難しい顔してる。なにか俺に言いたいことでもあるんじゃない？」

　すべてお見通しの貴晴さんにギクリとして、その視線から逃れられない。

　そんなにわかりやすく顔に出てた？

　言いたい、こと……。言いたいことは……。

「なんでも、ないですよ。気のせいです」

　気づけば言いたい言葉はごまかしの言葉にすり替わり、勝手に口をついて出てきていた。

　やっぱり、言えない。言えるはずない。

「あ、ビーフシチュー、いっぱい作ったのでもっと食べませんか？」

　話を変えるように言い、そそくさと席を立ち上がる。

　モヤモヤしたって、話を切り出すほうが自分には難しい。

　こんなに頭を悩ますくらいなら、モヤモヤしているほうがまし。

　そうあきらめがつくと、もうそれ以上寝室のことを尋ねようと思うこともなかった。










連れ去られたネコちゃん




　十月中旬。

　今日は午後から出勤し、三時過ぎから外出をして池いけ袋ぶくろへ出てきている。

　初めて婚活イベントの現場立ち合いをすることになっているのだ。

　現地での指揮の取り方や、イベント進行の様子、お客様への対応等を実際に見て学ぶ貴重な機会。

　今日のイベントは提携のダイニングバーを貸し切りにしての、ハロウィンマッチングパーティーだ。

　普段のパーティーとは少々異なり、〝ハロウィン〟ということで遊び心満載のイベントだという。

　参加者は貸し出しの衣装に着替え、パーティーを楽しめるというものだ。

　一昨年から開催され、今年で三回目となるこのハロウィンマッチングパーティーは非常に人気が高いらしく、すぐに予約もいっぱいになるという。

　仮装をして楽しむという部分でも、普段のパーティーにはない楽しさがあるのだろう。カップル成立率も高いというデータも見せてもらっている。

「ちょっとちょっと紀平ちゃん、なにしてるの！」

　せっせと椅子を運んでいると、照井さんが小走りで近づいてくる。

「あ、会場がまだ仕上がってないので、お手伝いを……」

　アルバイトスタッフが数名遅れるということで、会場セッティングがまだ完了していなかった。

　現地スタッフに指示してもらい、座席等のセッティングをしていたのだ。

「そういう力仕事はしなくていいから」

「え、でも、手が空いていたので」

「現地のスタッフがやってくれるから、そういう時は休憩していいんだよ。もう、真面目だなー」

　じっとしているのもどうかと思って、すぐになにか仕事がないか探してしまうのは性分なんだと思う。こういうところは、昔から変わらない。

「そうそう、芳賀さんが衣装チェック始めたんだけど、紀平ちゃんなに選んだの？」

「あ、はい。着ぐるみを着る予定です」

「着ぐるみ!?」

　場の雰囲気を盛り上げるために、立ち会うスタッフも簡単な仮装をするという。

　私は丸ごと姿が隠れるモフモフのクマの着ぐるみを事前に選んでいる。

　施設で働いていた頃もイベントごとではサンタになったり鬼になったり、進んでやっていたからこの手の仕事はお手の物だ。

「なんだ、着ぐるみって。もっとかわいらしいのやればいいじゃん。もったいないよ、顔まで隠すとか」

「え、そうですか？　着ぐるみは着たことないので、実は結構楽しみだったり……」

　昨晩、ハロウィンマッチングパーティーの現場に入ると貴晴さんに話すと、『里桜はなにか仮装するの？』とすぐに聞かれた。

　クマの着ぐるみを着る予定だと話すと、貴晴さんは『着ぐるみなら、まあ安心かな』と微笑んだ。

　なにもそんなに心配することなんてないのに、そんなふうに言われてしまうとリアクションに困ってしまった。

「ちょっとふたり、来てくれるー？」

　会場内で立ち話をしていると、奥から芳賀さんに呼ばれた。

　会場入り口を入ってパーティー受付奥に、衣装を選ぶコーナーを設置している。

　その奥が男女に分けられた簡易の更衣室だ。

「なんすか芳賀さん、どうしました？」

　照井さんと共に芳賀さんのもとに行ってみると、衣装を眺めて腕を組む芳賀さんの姿が。

「発注してから納品に時間がかかってた衣装が何点かあって、仕方なく今日直接現地着でお願いしてるんだけど、まだ来てないのよ。まぁ、数足りてないわけじゃないんだけど」

「そうなんですか？」

「そうなの。紀平さんの着ぐるみも来てないから、悪いんだけどこの中の……」

　衣装のかかるラックの一番端から、芳賀さんは数個目のハンガーを手に取った。

「これ、この衣装にしてもらってもいい？　一昨年から使ってるやつなんだけど、新作じゃないやつをスタッフが着用したほうがいいかなって」

　芳賀さんの話に、照井さんが「あー……」と納得したような声を出す。

「たしかにそうかも。このイベント、毎年出てる常連さんもいるからね。衣装覚えてそうだし……」

「常連さん……そうなんですか……」

「そういうわけで、紀平さんよろしくね」

　ハンガーごと衣装を受け取り「わかりました」と返事をする。

　着ぐるみからずいぶん違う仮装になっちゃったなと思いながら、引き続き準備に取りかかった。

　それから約一時間後の、午後六時前。

　続々とイベント参加者が来場し、受付を済ませていく。

　友人同士など数名で参加する人たちが多く、衣装選びは盛り上がりをみせていた。

「こちらからお選びになりましたら、奥に更衣室のご用意があります」

　私は衣装そばでお客様の案内係。

　眼下の自分の姿に、思わず近くにある衣装チェック用の姿見に自分の姿を映して確認していた。

　着ぐるみの予定だった衣装は大幅な変更で、猫の衣装を身に着けることになってしまった。

　猫耳にひげ、肉球の手に長い尻尾……。ベースは仮装らしく男性が好きそうなミニのワンピースだ。

　かわいいといえばかわいいけど、私にはこういうのより着ぐるみのほうが性に合っている。

　ワンピースの丈が短くてボリュームがあるのも気になるけど、それより気になるのは胸もとのデザインだ。

　さっきから気にしてぐいぐい上げているけど、デザイン的に危うい。

　まぁ、自分が気になるだけで、人はたいして気にもしないか……。

　参加者たちが続々と集まり、いよいよイベントが開始時間を迎える。

　通常の婚活パーティーでは女性は初めに座った席のまま、男性が一定の時間でとなりにずれていくという席移動の方法を取っている。

　しかし、今日のハロウィンパーティーの席は基本的に自由席。

　お目あての人にどんどんアプローチしてもらってかまわないのだ。

「結構盛り上がるんですね……」

　開始から約一時間。

　パーティーが始まると、会場内でトラブルがないかの見回りを行う。

　会場隅で様子をうかがいながら、一緒に立つ芳賀さんに小声で話しかける。

　芳賀さんは今日のイベントの現場責任者のため、ふざけた格好ではなくパンツスーツのままだ。

「ハロウィンのは、毎年大好評なんだよね。この雰囲気とか、普段のパーティーとは別物だからね」

　薄暗い会場で仮装をして楽しむ大人の婚活イベント。

　たしかに、前に日菜子に誘われていったマッチングパーティーとは雰囲気も形式も異なる。

　この雰囲気に流されて話がまとまってしまうカップルも出てきそうだ。

「私、ちょっと裏に引っ込むけど、紀平さんひとりで大丈夫？」

「あ、はい。大丈夫です」

「少ししたら戻るけど、なにか対処できないことが起こったら呼びにきて」

「わかりました」

　芳賀さんを見送り、ひとり見守りを続ける。

　男性も女性も、参加者はみんな積極的に相手を見つけ会話を楽しんでいる。

　自分には到底なじめない世界だなと思いながら、イベント終了時間まで脇で会場を見守った。




　そして、イベント終了後。

　パーティー会場を出た参加者たちが、続々と更衣室へ着替えに入っていく。

　それでも会場内にはまだ多くの仮装をした男女が残っていて、思い思いの相手と話に花が咲いているのも見受けられた。

　イベント終了後はどんな段取りで仕事するのか、指示を仰ぎにいこうとしていた時、横から「すみません」と男性の声で呼びかけられた。

「はい、どうかされましたか？」

「あー、いや、あの、ここのスタッフさん、ですよね？」

「あ、はい……」

　話しかけてきたのは、ひとりの男性客。

　私と同じようなオオカミの仮装をしている。

　薄暗い店内だけど、この人、どこかで……？

「さっきから、かわいいなって見てたんですけど、スタッフさんを口説いたらやっぱり規約違反とかですかね？」

「えっ、あ、それは……」

　まさかそんな話をされると思ってもみなかった私は、満面の笑みで迫ってくるお客様にうまい言葉が出てこない。

　下手なことを言って怒らせてしまったり、クレームがついてはまずい。

　そう思うと、邪険にもできないと思ってしまう。

「はっきり言って、今日の参加者、好みの女性がいなくて。今日、この仕事終わったら時間とかありませんか？　外で会えたら」

「えっと、そういったことは……」

「そんなこと言わないでさ、ね？」

　飲み放題ですでに酔いが回っているのか、男性客の手が私の着るワンピースの裾に触れてくる。

　そのままストッキングをはいている太腿に触れてきて、「やっ！」と思わず声をあげてしまった。

　そんな時だった。

「お客様」

　低く通る声と共に、私に触れていた手が引き剥はがされる。

　ハッとして顔を上げると、そこには厳しい表情を男性客に向ける貴晴さんの姿があった。

　今日、この現場に訪れる予定なんて聞いていない。

　それなのに、どうして……？

「こういったことは困ります。場合によっては、今後イベントの利用を制限させていただくことになりますが」

　極めて冷静に、会社の代表として的確な対応で男性客に詰め寄る。

　すると男性客は、何事もなかったようにその場を立ち去っていった。

「貴晴さん、どうして……」

「時間が取れたから覗きにきてみれば……よかった」

「あの、すみませんでした。私、どう対応したらいいのか――」

　弁解する間もなく、貴晴さんは「おいで」と私の背に手を添える。

　そのまま会場の入り口に向かっていくと、芳賀さんと鉢合わせした貴晴さんは「芳賀さん」と声をかけた。

「社長、お疲れさまです」

「お疲れさま。紀平さん、これから別件で頼みたいことがあるから、借りていってもいいかな？　仕事、先に上がらせても大丈夫だよね？」

「あ、はい、もう撤収のみなのでそれはかまいません」

　なんの相談もなしに貴晴さんがそんな話をしてしまい、「お疲れさまでした」と話を合わせるしかなくなってしまう。

「ありがとう。じゃあ、後のことは頼んだよ」

　貴晴さんはそう芳賀さんに言うと、私に「荷物取っておいで」と言い、そのままイベント会場を後にした。




　急いで荷物を取って戻ると、貴晴さんは自分のスーツのジャケットを脱いで手に持ち待っていた。

　私の姿を見るなり近づいて、すかさずジャケットを羽織らせてくれる。

「ありがとう、ございます……」

　そのまま近くのパーキングに停めた貴晴さんの車に乗せられると、車はすぐに池袋の賑やかな駅前を離れていく。

「適当なこと言って嘘ついて、ごめんね」

「いえ……私こそ、ご迷惑をかけてしまってすみません」

　貴晴さんの「ううん」という返事を最後に、車内は沈黙が流れる。

　そのうちに車は見慣れた景色の中を走り始めた。

「あの、貴晴さんお仕事は……？」

「今日はもうこのまま帰ることにしてあるんだ」

　そう、なんだ……。

　仕事の合間に少し覗きにきたのかと思っていたけれど、どうやらこのまま帰宅するらしい。

　マンションの車寄せに車を止めると、いつも通り助手席の私を降ろしてくれる。

　そのまま手を取られしっかりと握られると、普段はほとんどつながれない手に鼓動が高鳴った。

　貴晴さんは私を連れてエントランスへと向かっていく。

　顔なじみになってきたコンシェルジュに車を託し、エレベーターへと向かった。

　つながれた温かい手と、着せてもらったジャケットから香る彼のいつもまとう香りに心臓がうるさく鳴り響く。

　やっと部屋までたどり着くと、貴晴さんはドアを開け私を先に中へ入れてくれた。

「ただいま、きゃっ――」

　靴を脱いだ瞬間、後から入ってきた貴晴さんに背後から抱き上げられ、驚きと共に短い悲鳴をあげてしまう。

「貴晴さん!?」

　私を横抱きにした貴晴さんは口もとに薄らと笑みをのせ、そのままリビングのソファに私を降ろす。

　そのとなりに寄り添うようにかけると、すぐに横から私を抱き寄せた。

「俺が行くまでの間、なにもされなかった？」

　耳もとに寄せられた貴晴さんの声は、どこか心配を滲ませている。

　あんな場面に遭遇させてしまって、余計な気を使わせてしまった自分の不甲斐なさにハッとした。

「大丈夫です。なにもなかったですし、本当に」

「ちょっと、取り乱しそうだった」

「え……？」

「さっき、場所も状況も関係なく掴みかかりそうになってた」

　温厚な貴晴さんの口から出てきたと思えない言葉を聞いて、もぞもぞと自分から体を離す。

　すぐ間近で顔を合わせると、貴晴さんはいつも通り優しい表情で私を見つめた。

「ごめんなさい……私が、ちゃんとしっかりと対応できていれば、そんな余計な心配してもらわずに済んだのに……」

「里桜が謝ることじゃない。でも、俺の心配してる通りだって、これでわかってくれたでしょ？」

「……？」

　小首をかしげると、貴晴さんは私の頬を指でなでた。

「里桜はかわいいから、誘いたがる男はたくさんいるって、前に言ったこと」

「そんなこと……今日のは、からかわれただけですし、そういうことでは」

「はいはい、自覚がないのも困りものだね。そんなことより、話がだいぶ違うことになってるけど、なにこのかわいらしい猫は」

「へっ……？」

　貴晴さんは私の姿を改めてまじまじと眺めて、答えを求めるように視線を合わせてくる。

　今になって慌ててつけっぱなしの猫耳をはずそうと手をかけると、それを阻止するように手首を掴まれた。

「あの、これは……予定だったクマの着ぐるみが手違いで届かずに、芳賀さんにこの衣装をと渡されまして……」

　包み隠さず事情を話すと、貴晴さんは「ハァ……」とため息を吐き出した。

「こういうのは性に合わないので、着ぐるみがよかったんですけど、でも、仕方なくというか……」

「そうだね、こういう危うい格好で人前に出るのは感心しないね」

　仕事とはいえ、こんな脚や胸もとの露出が気になる格好をして人前に立てるなんて、やっぱり〝軽い女〟と思われてしまう。

「ごめんなさい……」

　謝ることしかできないでいると、恐る恐る見た貴晴さんはわずかに眉を下げて弱ったような表情を見せた。

「ダメだよ、こういうのは俺の前だけ。こんなに見せていいのは俺だけだって、これからは約束して」

「貴晴さん……」

　腰に回した左手で私を抱き寄せ、右手が短いワンピースの裾に触れる。

「どこを触られた？」

　そう聞いた貴晴さんの手が太腿に触れ、体がぴくっと大げさに跳ねた。

「っ、あの、貴晴さん？」

　あからさまに動揺する私を前に、貴晴さんは太腿に触れる手をすべらせていく。

　ささやくように「どこ？」と繰り返し、私の鼓動は暴走し始めた。

「そっ、そのあたりです！」

　さっき少し触れられた部分なんて、もうよくわからない。

　それよりも貴晴さんの温かい手の感触に全身が熱を上げていく。

「上書き、しておかないとね」

　癒すようになでられているだけなのに、私はひとり変な気分になってしまう。

　もじもじと脚を震わせると、貴晴さんの手はすっと離れていった。

「それにしても、かわいい猫」

　改めて頭のてっぺんからまじまじと私の姿を見つめて、貴晴さんは目尻を下げる。

　ソファの背もたれにそっと体を押しつけられて、迫る貴晴さんの端整な顔に胸がぎゅっとなった。

「来年からは、あのイベントには里桜は携わらないように手を回さないとダメだな」

「え……」

「俺の心配を減らすためにもね」

　そんなに過保護にならなくてもと思うけれど、心配をさせてしまった手前、口は出せない。

　もっとしっかりしなさいと、心の中で自分に強く言い聞かせた。

「私も……心配おかけしないように、もっとしっかりします」

　そう言った私を、貴晴さんは優しい眼差しでじっと見つめる。

　突然、顎の下を指でこしょこしょとくすぐられた。

「かわいい猫ちゃん、こっち向いて」

　急にふざけた調子でそんなことを言い、貴晴さんは私の顔を覗き込む。

　どきりとした時には迫った貴晴さんに唇をキスで塞がれていた。

　甘く包み込む優しい口づけが深まっていくと、自然と唇は割られてしまう。

　さらに深くなっていくキスに、無意識のうちに貴晴さんの腕を掴む手に力が入っていた。

　軽いリップ音を響かせてキスから私を解放した貴晴さんは、私の耳もとへと濡ぬれた唇を近づける。

「これ以上は、自制が利かなくなりそうだから……」

　そう言い残して、貴晴さんはひとりソファを立ち上がった。

　とろけるキスで思考が正常に機能しなくなってしまった私は、しばらくソファに座り込んだままその熱にぼんやりと酔っていた。










幸せな平日デート




　十一月に入り、秋はより濃く街を包み込む。

　ニットを着る人やストールを巻いている人が多く見受けられ、街路樹は紅葉し葉　を落とし始めている。

　今日は貴晴さんの意向により有休を取り、平日水曜日だけれど仕事はお休み。

　貴晴さんも一緒に仕事を休んで、久しぶりに『長寿苑　憩いの森』にふたり揃って訪れる。

　洋司さんに会うのも久しぶりのことだ。

　徐々に近づく懐かしい景色。

　こうして誰かの運転する車の助手席に乗せられて訪れる日がくるなんて、ここで働いている頃は考えもしなかった。

「里桜は、引っ越した時ぶりになるよね？」

　ハンドルを握る貴晴さんがちらりと私に目を向けた気配を感じ取る。

「はい、二ヶ月ぶりくらいですね。洋司さんにお会いするのも久しぶりです」

「顔見せたら喜ぶと思うよ。会長は里桜のこと相当気に入ってるから」

　施設へと到着し駐車場へ車を停めると、表の入り口から中へと入って面会の記録を残す。貴晴さんが慣れた様子で私の名前も書き込んでくれた。

　事務所にいた顔見知りの職員が私の来訪に気づいたようで、こちらから先に軽く頭を下げておいた。

　久しぶりに歩く元職場。

　ちょうど昼食前の時間で、入所者さんたちは自室にいたり、広間でお友達同士過ごしている時間にあたるため、廊下で誰かにすれ違うことはなかった。

「失礼します」

　洋司さんが暮らす特別室のドアをノックし、貴晴さんは中に声をかけながらドアを開く。

　部屋の奥からは「貴晴か」と、いつも通りの洋司さんの声が聞こえた。

「こんにちは」

　続いて声をかけると、「里桜ちゃんも一緒か！」と弾んだ声が聞こえ、貴晴さんは「ほらね」と私に小声で笑いかけた。

「洋司さん、お久しぶりです！」

「おお、里桜ちゃん、会いたかったよ」

　部屋に入ると、洋司さんはソファに腰掛け昼の情報番組を眺めていた。

　すぐにテレビの電源を落とし、リラックスしていた姿勢を起こす。

「洋司さん、お変わりないですか？」

「ああ、変わらないよ。相変わらずだ」

「それはよかったです」

「里桜ちゃんはどうだい？　新しい生活には慣れた？」

　ここを出て早二ヶ月。

　新しい住まいも、新しい仕事にも、少しずつ慣れてきている。

　お見合いの場を設けてくれた洋司さんと、いつも優しく見守ってくれる貴晴さんのおかげだ。

「はい、おかげさまで。なんとかやらせてもらっています」

「そうか、それはよかった。安心したよ」

　今日も朗らかな洋司さんは健在。

　二ヶ月ぶりというのもあり、話が弾む。

　最近のこの施設での話題や、私の新しい仕事の話で会話は途切れることなく盛り上がった。

「ところで、ふたりは籍はまだ入れてないのか」

　洋司さんの言葉に、どきりとしてしまう。

「はい。もう少し落ち着いてからということで、彼女と決めています」

「そうか」

　お見合いの席を用意した洋司さんは、早く結婚という運びになってほしいのかもしれない。

　なにも口を出さず、穏やかにうなずいてくれている洋司さんだけど、本心は早くいい報告を受けたいと思っているのではないかと勝手に思ってしまった。

「じゃあ、うれしい報告を楽しみにしているよ。欲を言えば、ひ孫の顔が見たいなぁと思ってるんだがね」

　冗談でも言うように、洋司さんは「わはは」と笑ってみせる。

　愛想笑いをするようにして合わせることしかできなかった自分が、なんとも心苦しかった。




「洋司さん、お変わりなく元気そうでよかったです」

「久しぶりに里桜に会えて、すごくうれしそうだった。ありがとう」

「いえ、そんな……私も洋司さんに会いたかったので」

　帰りの車内。

　洋司さんの昼食の時間となり、近々また遊びにくると約束をして施設を後にした。

　あっという間の時間で、お互いに話し足りなかったように思える。

「ごめんね。会長が急かすようなこと口にして」

「え……？」

「籍のこととか、子どものことまで」

　どこか気まずそうに貴晴さんは苦笑する。

「いえ！　そんなことはないです」

「そう？　それならいいけど……会長があんなふうに言うのは、仕方ない部分もあるんだ」

「……？」

「以前に、大病を患ってね。今も、定期的に施設から通院はしているんだけど……実は先月、緊急入院した時期があったんだ」

「えっ……そうだったんですか？」

　さっき会った時は、そんなことをまったく感じさせない、いつもの元気な洋司さんだった。

　心配をかけないために黙っていたのかもしれない。

「さっきお会いした時、全然わかりませんでした。そんなに、悪いんですか……？」

「うん……またいつ、入院になってもおかしくはないって聞いてる。それもあって、あの施設を出て別の施設に入る予定だったけどひとまず延期になったんだ」

「そう、なんですか……」

「会長は、もう自分も年だからなんて言ってるけどね……俺は、まだまだ長生きしてほしい」

　切に願うような貴晴さんの言葉に、その表情をうかがうように目を向ける。

　貴晴さんは前を向いたまま再び口を開いた。

「会長は……俺にとっては祖父であり、父のような存在でもあるから。母親が早くに亡くなってから、ずっとそばで見守ってくれていたんだ」

　お母様を病気で亡くされていることは、お見合いの席で聞いていた。

　幼くしてお母様を亡くした貴晴さんを洋司さんは我が子のように思い、お母様に代わって寄り添ってきたのだろう。

　ふたりの間に流れる空気は、普通の〝祖父と孫〟という関係とはどこか違っているように感じていた。

　それはそういうことなのだろう。

「ごめんね。なんか重い話になっちゃって」

「いえ。大切な話をしてくれて、ありがとうございます。私も、洋司さんにはまだまだ長生きしてほしいです」

　この先、貴晴さんとの話がうまく進んで、結婚をすることになったり、子どもができたなんて報告ができる日がきたら、きっと喜んでくれるに違いない。

　口に出しては言えなかったけど、ひそかにそんな想いが過った。

「ありがとう」

　信号で車が停車すると、貴晴さんの手が膝の上にある私の手を掴み取る。

　私の手を取った貴晴さんの手を、空いているほうの手でそっと包み込んだ。

「今日はこの後、里桜はなにかしたいことはある？」

「この後、ですか？」

「うん。せっかく仕事を休みにしているし、まだ時間はたっぷりあるから」

　そう言われて見た腕時計の時刻は、お昼十二時を回ったばかり。

　なにかしたいことと聞かれて、「えっと……」と考え込む。

「じゃあ、とりあえずお昼を取って、それから俺の行きたいところにまず付き合ってくれる？　それまでの間に考えてくれればいいから」

「はい、わかりました」

　貴晴さんの行きたいところって、いったいどこだろう……？

　窓の外に流れていく景色を眺めながら行き先をあれこれ予想していた。




「ここ、ですか……？」

　昼食を取った後、まず向かった先は、自じ由ゆうが丘おか。

　白い塀とアイアン造りのかわいらしい門の周囲は、多くの草花で賑わっている。

　一見、カフェ？と思ってしまう雰囲気のエントランスだけど、敷地内に入っていくとそこが飲食店でないことはすぐにわかった。

「もしかして……写真、ですか？」

「正解。撮ろうって約束してたからね」

　日菜子にもらった引っ越し祝いの話をした時、そこに入れる写真を近いうちに撮りにいこうと貴晴さんが言っていた。

　話の流れなんかじゃなく、こうしてちゃんと覚えてくれていたことがうれしい。

「すごい素敵なスタジオですね……」

「仕事関係で長く付き合いをしてもらってるんだ」

　多くのグリーンに囲まれた白い外壁の建物は外国の田舎にありそうな雰囲気で、どこを見ても癒される。

　貴晴さんについて中へと入ると、すぐに「社長、お待ちしていました」と店舗スタッフが出迎えてくれた。

　挨拶を済ませると、すぐに奥の衣装室に通された。

「わっ……すごい……」

　そこには、数多くのドレスが飾られていた。

　純白のウエディングドレスからカラードレス、デザインドレスまで、その種類の多さにキョロキョロとしてしまう。

「素敵……」

「そう言ってくれてよかった」

　背後から両肩に手が置かれる。

　振り向くと、貴晴さんは穏やかに微笑んで私の顔を覗き込んだ。

「さっき会長のことであんな話をしたばかりだったのに、全然違う雰囲気の場所に連れてきちゃったから、びっくりさせちゃったよね」

　ウエディングフォトを撮影するスタジオというのは、この衣裳部屋に入れば一目瞭然。

　さっきの話に追い打ちをかけるようで、貴晴さんは私がここに連れてこられて困ると思ったのだろう。

「いえ、そんなことないです！　こういうところ憧れていたので」

　私には一生縁がないと思っていた。ウエディングドレスも、こんな素敵なスタジオで誰かと撮影するなんてことも……。

　一点一点、ドレスを見ていく。

　人気のＡラインから、ふんわりとかわいらしいプリンセスラインのもの。スレンダーラインやマーメイドラインにも目移りしてしまう。

「あっ……これが好きかも」

　中でも目に留まったのは、オフショルダーで胸下の切り替えからスカート部分が伸びていくエンパイアラインのドレスだった。

　ナチュラルな雰囲気がすごく好みだ。

「うん、素敵だね。里桜はどれも似合うと思うけど、自分が試してみたいと思ったものを着てみるといいよ」

「はい。じゃあ、これにします」

　女性スタッフに案内され、奥の試着室へと向かう。

　入った試着室は白で統一された清潔感のある空間で、庭園に面した出窓からはレースのカーテン越しに自然光が差し込み、明るかった。

　胸を高鳴らせながら、人生初めてのドレスを着付けてもらう。

　着付けスタッフに「どうぞ、ご覧になってください」と部屋の中にある大きな姿見の前へ案内されると、ドレスをまとった自分の姿につい赤面してしまっていた。

　それから髪をセットしてもらった。

　ふんわり巻いた髪を緩くまとめ、頭には生花の花冠をのせる。

　仕上がったところで試着室のドアがノックされ、スタッフの女性がドアを開けに向かった。

「ちょうどお仕度できました」

　スタッフの声が聞こえて振り向くと、そこには貴晴さんの姿があった。

　スタッフの女性が部屋を出ていき、代わりに貴晴さんが入ってくる。

　近づいてくる貴晴さんの姿に、振り向いたまま動けなくされたように釘づけになっていた。

　ちょっと待って……素敵すぎてやばい……！

　私が着替えをしている間に、貴晴さんも撮影用の衣装に着替えていて、シルバーグレーのタキシード姿で現れた。

　普段見ているスーツ姿の彼も素敵で、いつもひそかにドキドキしているのに、今目の前にいる彼のこの特別感はそれをはるかに上回る。心臓が驚いて暴走したまま、しばらく落ち着きそうにない。

「思った通り、いや、思った以上だな……」

　部屋へと入ってきた貴晴さんは私のすぐ背後までやってくる。

　椅子にかけたまま前の鏡へと向き直ると、素肌の肩に両手がそっと置かれた。

「綺麗だ。このまま飾っておきたいくらい」

　そんなふうに言われてしまうと、みるみるうちに顔が赤面してきてしまう。

「そんなこと……」とふるふる横に首を振ると、貴晴さんは背後から覆いかぶさるように私の首もとに両腕を回した。

「ほんとに、かわいい」

　肩に唇が触れて、キスが落とされる。

　鏡越しにその光景を見て、私の赤面は耳まで広がっていた。




　撮影は緑の美しいガーデンで行われた。

　プロのカメラマンさんに撮ってもらうことなんて、成人式以来のこと。

　しかも、こういう自然体の写真を撮影するのは初めてのことだ。

　緊張する私と違って、貴晴さんはカメラマンさんの指示通り撮影に応じている。

　私を抱き寄せたり、抱き上げたり、まったく恥ずかしがる様子なんか見せない。それよりもどこか楽しんでいるようにさえ見えてくる。

「大丈夫？　緊張してる？」

　撮影をされながら貴晴さんが耳打ちをしてきて、「少し……」と正直に白状する。

　すると貴晴さんは「じゃあ……」とまた耳もとに近づいた。

「この後、どこに行くか考えた？」

「あっ……まだ考え途中でした」

「そっか、何個か候補は上がった？」

「そうですね……少しだけ」

　撮影を終えたら、どこか行きたいところに連れていくから考えておいてと言われていた。

　あれこれ考えてはいたけど、まだ絞りきれていない。

「どこでもいいんだよ？　里桜の行きたいところ。どんな候補が上がったの？」

「えっと……ちょうど昨日、テレビを見ていたら水族館の特集をしていたので、行ってみたいなって。クラゲがすごく綺麗で」

「クラゲ？　へぇ、それは見てみたいね」

　私との会話をしながらも、ちゃんとカメラマンさんの指示を受けて撮影には対応していく貴晴さん。でも、あくまで自然に動いていく。

「夜の水族館ってデートにいいって聞くもんね。じゃあ、この後行ってみる？」

「え、いいんですか？」

「うん、もちろん。里桜が行ってみたいところ、俺も一緒に行ってみたいし」

「やったぁ！　ありがとうございます」

　提案してみたことをすんなり受け入れてもらって、つい笑みがこぼれてしまう。

「まったく、かわいいな」

　浮かれる私を見て、貴晴さんは唇に笑みをのせる。

「――はい、オッケーです。お疲れさまでした」

　そうこうしているうちにカメラマンから声がかかり、撮影は終了した。

　夢のような撮影を終え、帰り支度を済ませると、貴晴さんは予定通り横浜の水族館に向かって首都高速道路に入った。

「あの、疲れていませんか？　こんな急に遠出させてしまって……」

「全然。むしろ楽しいよ。里桜とデートできるんだから」

　〝デート〟。その響きに鼓動が跳ねる。

　これまで、デートというデートの経験はない。

　学生の頃、誘われて男女数人のグループで遊びにいったりしたことはあるけれど、それはデートとは言わないと思う。

　男性とふたりきりで、どこかそれらしい場所に遊びにいくのは初めてのことだ。

「里桜は水族館は？　久しぶり？」

「はい。中学生ぶり……くらいかもしれません」

「そっか。俺も水族館なんて相当行ってないな」

「そうなんですか？」

「うん。だから楽しみだよ」

　意外な回答……。貴晴さんこそ、デートとかで訪れてると思ったんだけど……。

　そんなことを思うと、きっと今までたくさんの女性といろいろなところにデートに行ったんじゃないかなと、考えてしまう。

　余計な妄想が膨らみ始めると気持ちが沈んでいきそうな気がして、それ以上考えないよう強制終了した。




　目的の横浜の水族館に着いたのは、夕方五時を回った頃だった。

　日は落ち始め、入場ゲートに向かう道では水族館を楽しんだ帰りの家族連れと多くすれ違う。

　大きなイルカのぬいぐるみを抱いて歩く子どもがかわいくて、つい微笑ましく眺めていた。

　車を降りてすぐ、貴晴さんは「デートといえば……」なんて言って私の手を取った。

　指を絡めてつながれると〝デート〟ということを改めて意識してしまい、胸を高鳴らせてしまった。

　まだこの感覚に慣れない。

　握られた手に入れる力加減だとか、一緒に歩く距離感、なにより緊張で手汗をかいている気すらする。

　でも、こうして手をつないでもらうことは決して嫌ではない。

　緊張はしても、やっぱりうれしく感じる気持ちが大きい。

「里桜はクラゲが見たいって言ってたよね」

「はい。貴晴さんは見たいものありますか？」

「プロジェクションマッピングで演出されたイルカショーがあるらしいから、できればそれを見たいな」

「えー、そうなんですか？　それ、きっと綺麗ですよね」

　なにを見たいかを言い合いながら、水族館内へと入っていく。

　照明の落ちた館内を進むと、すぐに巨大な水槽に泳ぐたくさんの魚が私たちを出迎えてくれた。

　高い天井まで壁一面に設けられたその水槽には、キラキラ光るイワシの大群が賑やかに泳ぎ、サメやエイなど大きな種類も優雅に泳いでいる。

　まるで海の中に沈んで見ているような圧巻の光景に言葉をなくし、しばらく顔を上げてじっと水槽に見入っていた。

　その時、私たちの前方にいた外国人と思われる数名のグループが移動し始めた。その中にいる大柄な男性が会話に夢中で、私の存在など気にも留めず、ぶつかりそうな軌道で容赦なく歩いてくる。

　それに気づいた貴晴さんがすかさず私の肩を抱き、守るように引き寄せてくれた。

　そのおかげで、ぶつかることなく一行は私たちとすれ違い通り過ぎていく。

「大丈夫？」

「ありがとうございます」

　些細なことかもしれないけど、ちゃんと守られているようでうれしくなる。

　貴晴さんは肩を抱いた手で再び手をつなぎ直した。

　それから、小さな水槽をひとつずつ見て回っていった。

「あっ、カクレクマノミだ。かわいい」

　ゆらゆらと揺れるイソギンチャクの周辺に、オレンジ色にシマの入ったカクレクマノミがたくさん集まっている。

「この魚って、オスがメスに性転換するって、知ってる？」

「えっ、なんですかそれ」

「コロニーで一番大きい体のがメスらしいんだけど、ほかは全部オスで、そのメスが死んじゃうと、体の一番大きいオスがメスに性転換するんだって」

　初めて聞く豆知識に思わずポカンとしてしまう。

　そんな話まったく知らなかった。

「すごい……初めて知りました」

「すごいよね。そうやって成り立っているわけなんだろうけど、生命の神秘っていうのかな」

「カクレクマノミもすごいですけど、そういう知識がある貴晴さんがすごいです」

　素直な感想を口にすると、貴晴さんはくすっと笑う。

　そしてわざわざ「ありがと」と言ってくれた。

「里桜、この先に見たがってたクラゲがいるみたいだよ。行ってみようか」

「はい、行きましょう！」

　様々な種類のクラゲの魅力を堪能し、その後アザラシやペンギンなどの動物を見てはしゃぎ、気がつくとちょうどイルカショーの時間が間近に迫っていた。

　屋外のステージへと向かうと、段になっている観客席にはぽつぽつとまばらに観客が集まっている。

「うしろのほうに座ろうか」

「そうですね。前のほうは濡れるとかいいますし……」

　イルカたちの泳ぐ大水槽とステージが見渡せるよう、一番後方のベンチに並んで腰を下ろした。

　ほどなくして、イルカショーのステージが始まる。

　貴晴さんが言っていた通り、プロジェクションマッピングと融合したショーは見事で、見とれてしまう素晴らしさだった。

「里桜？」

「……。あっ、はい」

　呼びかけにワンテンポ遅れて反応した私を、貴晴さんはクスッと笑う。

　もしかして何回も呼んでいたのかもしれないと思って、貴晴さんに視線を向けた。

「ごめん。真剣に見入ってるから、つい呼んでみただけ」

「ごめんなさい、何回も呼びましたか？」

「ううん。眺めてただけだよ。かわいいなって」

　また〝かわいい〟とさらりと言われて、顔に熱が集まる。

「かわいくないです……」

　苦し紛れに言い返した小さな声は、ショーの音楽に消し去られていった。




　ひとしきり水族館を楽しみ、館内を出た時にはすっかり夜空に包まれていた。

　遊園地と一体となっている広大なパーク内を、入場ゲートへと向かって帰っていく。

　私の手には、水族館の出口で立ち寄ったお土産店で見ていたシロイルカのぬいぐるみが袋に入って抱かれている。

　見かけてつい『かわいい！』なんて言ったら、貴晴さんが『じゃあ連れて帰ろう』とあっさりレジに持っていってしまったのだ。

「貴晴さん、ぬいぐるみ、ありがとうございました。なんか、すみません……私がつい、かわいいとか言っちゃったから……」

「今日の記念にと思ったんだけど、ごめん、もしかして欲しいってわけじゃなかったかな？」

「えっ!?」

　貴晴さんは付け加えるように「いや、なにも聞かないで勝手に買っちゃったから、もしかしたらそこまで欲しくなかったかもって――」なんて自嘲気味に笑ってみせる。

　誤解させてしまったかもと焦り、「そんなことないです！」とかぶせ気味に言い返していた。

「普通にかわいいと思ったので。私、ぬいぐるみ好きですし」

　部屋にも何個かお気に入りをそっと飾ってある。

　いい年してぬいぐるみもないか……と思ったりもするけれど、好きなものはしょうがない。

「だから、うれしかったです。大事にします」

　袋の上から顔を出しているシロイルカを覗き込み、貴晴さんを見上げる。

　貴晴さんは「そっか」と微笑を浮かべた。

「今日、里桜と過ごすのがすごく楽しくて……年甲斐もなく、はしゃぎすぎたかなって、ちょっと反省してた」

　突然そんな告白をした貴晴さんは、つなぐ手にわずかに力を込める。

　貴晴さんのような人がそんなことを言うなんてと内心驚いて、私は彼を見上げたまま目が離せなくなっていた。

「初めてなんだ……こんなふうに誰かと一緒にいて、楽しいとか幸せだって感じることが」

　その言葉は私が特別だと言ってくれているようで、胸の奥がぎゅんと震える。

　トクトクと静かに、次第に速くなる鼓動が鳴り響き、つないだ手から伝わってしまうのではないかと心配になった。

「……そんなこと言われたら、いろいろ勘違いします」

「勘違い……？」

　聞き返されて、なんと答えたらいいのかわからなくなる。

　気づけば無意識に、ぬいぐるみを抱えるほうの手で、つないでいる貴晴さんの腕にぎゅっとしがみついていた。

　うれしい気持ちと、ごまかそうとする気持ちがせめぎ合って、よくわからない行動に出てしまう。

　ハッとしてすぐ離れたけれど、今度は貴晴さんがつないだ手を引いて私の肩を抱き寄せた。
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　感情のコントロールがうまくいかないと頭を悩ませるほど、愛しい気持ちが止まらない。

　抱き寄せた里桜は頬を赤らめ、隠れるように顔をうつむけてしまった。

　どうしてこんなにかわいい仕草で俺を混乱させるのか。

　里桜といると、時々自分が取り乱していないかとハッとする。

　夢中になるあまり、引かれるような言動や行動をとっていないかと心配になるくらいだ。

　今まで、こんな気持ちにさせられる出会いなんてなかった。

　里桜と出会ってから、初めて知る感情が多すぎる。

　そしてそれがどういうことなのか、俺はやっと気づいてしまった。

　この年になってやっと、俺は初めて恋というものを知ったのだと気づいてしまった。

「初恋は実らないって、よく言うけど……里桜はどう思う？」

「え……？」

　おずおずとピンク色に染まった顔を上げた里桜は、きょとんとした表情を見せている。急になんの話が始まったのかわかっていない様子だ。

　その顔がまたかわいすぎる。

　唇を奪いたい衝動を抑えて、横から前髪に口づけた。

「もし、それが本当なら……俺はそれを必ず変えるよ。里桜の心が、俺に向いてくれるように」

　里桜の大きな目がわずかに大きさを増す。

　そして勢いあまったように「それって――」と口を開いた。

　黙って彼女から出てくる言葉を待つ。

　一瞬戸惑ったように瞳を揺らし、意を決したようにこっちを見上げた。

「貴晴さんの、初恋の相手が……私だなんて言うんですか？」

　里桜の顔には、〝そんなわけない〟〝そんなの信じられない〟と、はっきりそう書いてある。

　だけどそれと同時に、みるみるうちにまた頬が赤らんでいた。

「そんな……貴晴さん、今までたくさん恋愛してきてるでしょ？」

　里桜にはそんなふうに見えているのかもしれない。

　でも今振り返れば、人に話せるような付き合いなんてしてきていない。

　どれも薄っぺらくて、感情を突き動かされるような経験はなにひとつなかった。

「恋愛なんて胸張って言えるものは、今思えばしてきてない。そういう相手に出会えなかったこともあるけど、俺もいい加減だったんだと思う」

「貴晴さん……」

「そういうことに気づけたのも、里桜に出会ってからなんだ。里桜が、全部教えてくれてる」

　抱きかかえるぬいぐるみに顔をうずめ、里桜はつないでいる手に無言でギュッと力を込めてくる。

　どういう意味だろうとじっとその姿を観察していると、微かに「ずるいです」という声が聞こえてきた。

「……そんなこと言うなんて、ずるいですよ」

　ぬいぐるみからそっと顔を上げて俺を見上げるその表情は、どこか困っているように見える。

　それすら愛らしくて、自然と微笑みを返していた。

「かわいい……」

「……かわいくなんかないです」

「かわいいよ？」

　否定されて肯定で返すと、里桜は突然「貴晴さん！」と声のボリュームを上げる。

　急に出た迫力に黙らされてしまった。

「そんな、かわいいかわいいばっかり言ってると、口が疲れちゃいますよ？　今日だって、もう何度も……」

　どうやら俺の発言に関する苦情らしい。

　それにしても、口が疲れるって……。

　だから、そういうのがかわいいんだってば。

「もしそうだとしたら、俺は喜んで疲れるけど。だって、里桜がかわいいんだから仕方ないでしょ」

　きっぱりとそう言い返すと、里桜は「もう……」とまたシロイルカに顔をうずめる。

　どうしようもなくかわいくて、横からその頬に口づけを落とした。










百日目の想い




　街が赤やゴールドで飾られる十二月。

　夏の終わりから始まった新しい生活と仕事にもだいぶ慣れ、毎日有意義に過ごしている。

　貴晴さんとの関係も大きな進展はしていないものの良好で、心穏やかな日々を送っている。

「紀平さん、参加者リストと席の照らし合わせ、お願いできる？」

「はい、わかりました」

　今日は、クリスマスマッチングパーティーのイベントで約一ヶ月ぶりに現場に立つことになっている。

　あのハロウィンパーティー後、十一月に一度普通の婚活パーティーの現場に立ち、今日でイベントの現場は三度目となる。

　クリスマスの婚活イベントということもあって、会場内はクリスマスカラー一色。

　テーブルコーディネートもクリスマスを意識していたり、入り口には大きなモミの木のツリーも飾られ、一足早く聖夜の気分だ。

　貸し切りになっている会場は、あの横浜のレストラン。

　私が初めて貴晴さんと出会った、あの思い出の場所だ。

　今日は新しん宿じゅくのほうでも同時刻に婚活パーティーが予定されていて、私の教育係である芳賀さんはそっちの統括にあたっているため、横浜のこのイベントは別の先輩についての現場だったけど、なんと今朝その先輩が早朝急激な腹痛で救急搬送されたという連絡が入っていた。

　急遽編成を組み替えることも難しく、結局少し遅れてオフィスから別の先輩がこっちに来ることになっている。

　イベント当日は特に大きな仕事はなく、マニュアルに沿って進行していけば問題はない。

　しかし、万が一トラブルなどが発生した場合は、まだ未熟な私ひとりでは対処しきれない可能性が高い。

　助っ人の先輩の登場を待ちながら、いよいよパーティー参加者の受付が始まった。

　現地でのスタッフについて、受付が滞りなく円滑に進むように見守る。

　会場に半分以上の参加者が集まったころ、受付に現れた男性を思わず二度見してしまった。

　それは、ハロウィンマッチングパーティーで私に声をかけてきた、オオカミの仮装をしていた参加者の男性。間違いなくその人だ。

　なんとなく顔を逸らし、気づかれないようにごまかしてみる。

　だけど、相手は私の存在に気づいていない様子で席へと向かっていった。

　そうだよね……あの時は雰囲気で声をかけただけで、べつにもう私のことすら覚えてもないよね。

　自意識過剰な人みたいで恥ずかしい……。

　でもこの人、この間も思ったけどなにか引っかかるんだよな……まぁ、いいか。気のせいだよね。

　相手に気づかれなかったことに安堵し、気を取り直して会場の見回りに向かった。

　パーティーが始まると、会場内は多くの談笑で徐々に賑わいを増してくる。

　それはお酒の入り具合と比例しているのだろう。

　以前、日菜子に連れられ渋々参加したあのパーティーと、今日のパーティーの形式はほとんど同じだった。

　違うことは、今日のパーティーはふたりひと組の参加ではなく、個人参加というところ。

　開始二時間の間は女性の前を男性が時間で動いていき、ラスト一時間は好きな場所に移動して交流を深めていいフリータイムとなっている。

　特に問題なくパーティーが進む中、ひとり会場出入り口の脇に立っていると横目に人が近づいてくるのが映り、ふっとなにげなく顔を向けた。

「たか――あっ、社長……!?」

「お疲れさま」

「お疲れさま、です……」

　なんと、突如現れたのは貴晴さん。

　今朝、先に会社に出勤していくのを玄関で見送って、私は少し遅れてこの横浜の会場に直接出勤したのだ。

　今日の予定は特に聞いていなかったけど、私がここのイベントに出向くのを知っていたら、後で顔を出すと言ってくれたはずだ。

「どうされたんですか？　今日、こちらに来る予定だったんですか？」

「うん、実は仕事を少し調整して時間を作ってたんだ。里桜がイベントに立つって知ってたから」

「そうだったんですね……」

「大丈夫？　欠勤が出たって聞いたけど」

「はい。特にトラブルも起きてないので、このまま順調にいくかと。もうすぐ助っ人の先輩も到着すると、少し前に連絡が入っているので」

「そっか。しっかり運営してくれてありがとうね」

　普段通り、穏やかで優しい笑みを見せてくれる貴晴さんにホッとする。

　まだまだ駆け出しで未熟だけど、少しでも会社のためになっていたらいいなと、盛り上がる会場を見つめて切実に思った。

「里桜、このイベントが終わったら、俺に時間をもらえないかな？」

「時間、ですか？　はい、それは、ぜんぜんかまわないですけど……？」

「今日は会社には戻らず、このまま直帰だよね？」

「はい」

「じゃあ決まり」

　そんな話をしていると、貴晴さんのスマホが着信する。

「少しはずすね」

「あ、はい」

　私の頭にぽんと触れ、「また後で」と足早に立ち去っていく。

　通話に応じながら会場を出ていく姿を見つめ、取りつけられた約束はなんだろうと気になって落ち着かなかった。

　イベントも後半のフリータイムへと入り、各々が気になるお相手にアプローチをする貴重な時間。

「紀平さん、少し休んできていいよ。お手洗いも行けてないでしょ？」

　変わらず会場の見回りをしていると、遅れて助っ人として来てくれた先輩が声をかけにきてくれた。

　そういえば会場に着いてから出ずっぱりで、トイレに抜ける時間も全くなかった。

「ありがとうございます。じゃあ、ちょっとお手洗いに行かせてもらいます」

「うん、いいよ。いってらっしゃい」

　お言葉に甘えて会場を後にし、ひとりレストルームへと向かう。

　腕時計に目を落とすと、時刻は三時半を回っていた。

　イベントもあと三十分ほどで終了となる。

　貴晴さんは、なにか重要な連絡でも入ったのかな……？

　通話に応じながら出ていって、その後まだ戻ってきていない。

　個室から出て手を洗い、鏡で自分の姿をチェックする。

　今日は、黒のパンツに白のアンサンブルニットという格好。

　イベントに立つ時は、スタッフは目立たないカラーのスーツやパンツスタイルが推奨されている。

　要は華やかに着飾ってくる参加者の邪魔にならない格好ということだ。

　パンツのポケットからパウダーファンデーションのコンパクトを出し、ベースメイクの手直しをする。

「……よし」

　誰もいないレストルームから出ていくと、イベント会場のほうからこちらに向かってくるある人物が目に入り、ギクリとしてしまった。

　反射的にうつむき加減になり、壁際を足早に歩いて会場へと向かう。

　大丈夫、相手は前のことなんて絶対覚えてない。だって、今日は声かけられてないんだもん、絶対大丈夫……。

　床を見たまま進んでいくと、「あの！」という呼びかけと共に男性の革靴が視界に飛び込んできた。足もとに視線を落とし続けるのはもう限界だと覚悟を決める。

「俺のこと、覚えてます？」

　つかまってしまった……。

　空気の読めていない声のトーンに、仕方なく顔を上げる。

　改めて顔を見て、気になっていたことが一本の線でつながった。

　こ、この人……日菜子に誘われてこの会場の婚活パーティーに来た時、日菜子と一緒に帰った塩顔の人……！

　どこかで見たことがある気がすると、ずっと引っかかっていた。

　そのモヤモヤに、やっとはっきりと答えが出る。

　気のせいじゃなかった……。やっぱり、あのハロウィンパーティーの時より前に会ったことがあったんだ。

「この間のハロウィンの時、ここの婚活パーティーの会社の人ってわかったから、またイベントに参加したら会えるかと思って。あの後、何箇所か参加してみたけど、やっと今日会えた」

　しかし、相手はあのハロウィンの時に私と初めて会ったと思っているようで、その前のことは覚えていない様子。

　あの日は日菜子と立ち去っていったくらいだから、記憶にもないのだろう。

「あなたに会うために何度もイベントに参加してたんだ」

　話の雲行きが怪しくなってきて身構える。

　自分のことは自分でしっかり守ろうと、前回心に誓ったばかり。

　ここはバシッと、はっきり言うしかない。

「今日は、この後時間取れないかな？　この間は邪魔が入ったから誘えなかったけど」

「お客様、そういったことは申し訳ありませんがお断りいたします」

　努めて丁寧に、お客様への対応としてお断りする。

　ぺこりと頭を下げて「失礼いたします」とその場を去ろうとすると、相手が私の前に立ち塞がった。

　そしてすっと寄り添うように横に立たれたと思えば、肩にがしっと手が回される。

「そんなこと言わないで。とりあえず、もう少しふたりで」

「やめっ――」

　肩を掴んだ手がほかからの力で無理矢理剥がされ、その反動で体がよろける。

　すかさず倒れないように背中を支えられると、次の瞬間には塩顔の彼が壁に押しつけられていた。

「一度で懲りず二度まで……」

　ぞくりと悪寒が走るほど低く、冷酷な声が聞こえた。

　貴晴、さん――。

「彼女は、私の妻だ。人の妻にいったいなんの用がある？」

　〝妻〟そのフレーズに鼓動が大きく跳ねる。

　横から見る貴晴さんの目つきは鋭く尖り、これまで見たことのない冷徹な色を灯していた。

　追いつめられた塩顔の彼は、その迫力になにも対抗することもできず逃げるようにその場を走り去っていく。

　その姿はあっという間にエレベーターホールへと消えていった。

「里桜」

　ふたりきりになって、貴晴さんが私の肩を抱き寄せる。

　肩口で深く息をつくのが聞こえ、また心配と迷惑をかけてしまった自分に今さらハッとした。

「ごめんなさい……私がもっとちゃんとしっかりしてたら」

「里桜は悪くないよ。この間のことがあったから、里桜が出るイベントの参加者リストはチェックさせてたんだ。だからもともと今日は、そばで見守ろうと思ってたから」

　そんな、わざわざ……。

　私の知らないところでこうして気にかけてもらっていたことに、胸がぎゅっと掴まれたように痛む。

　貴晴さんは私を解放し、「行こう」と肩をさらうようにして歩き出した。

　私を傍らに抱いたまま、スマホを取り出す。

「――俺だ。例の会員、本日付けで規約違反により強制退会の通知を出してほしい。今後、うちのサービスは永久に受けられない手配も」

　話し方や内容からすると、通話の相手は和久井さんだろう。そして、塩顔の彼はうちの会員から退会させるらしい。

「あの、社長。私、お手洗いに抜けたので、戻って仕事終わらせてきます」

　通話が終わったところに声をかけると、貴晴さんはなにかに気づいたように足を止めた。

「ああ、そうだね。ごめん、またプライベートな感情を優先しそうになってたよ」

　そう言った貴晴さんは「ダメだね、里桜のことになると」と自嘲気味に笑う。

「じゃあ、このあたりで待ってるね」

「はい……わかりました」

　返事をしながら、さっき仕事後に時間をもらえるかと聞かれたことを思い出す。

　貴晴さんと別れ会場に戻ると、その後は一心に仕事をこなした。




　それから、約一時間後……。

　思った以上に時間がかかってしまい、慌てて約束の場所に向かうと、貴晴さんは待ちくたびれた様子も感じさせない穏やかな表情で「お疲れさま」と私を迎えてくれた。

　貴晴さんは私を連れてエレベーターへと乗り込む。

　向かった先のフロアに降り立って、「ここ……」と確かめるように周囲を見回してしまった。

　そこは、初めて貴晴さんと出会った日に連れてこられた、ホテルのスイートルームのフロア。

　貴晴さんはあの日と同じように、迷うことなくフロアを進んでいく。

　誰もいない、わずかにクラシックの流れる静かな通路。

　あの日の記憶が鮮明によみがえり始めて、私の肩を抱く貴晴さんの顔をそっと見上げる。

　カードキーをかざした部屋は、あの日とまったく同じ部屋だった。

　ドアを開け、貴晴さんは私の肩を抱いたまま部屋へと入る。

　完全にふたりきりの空間が確保されると、貴晴さんは突然その両手に私をかき抱いた。

「さっきはごめん……妻だなんて、嘘ついて」

　律儀にそんなことを謝られて、彼の腕の中で横に首を振る。

　むしろ、私のためにそんなことを貴晴さんに言わせてしまったのかと思うと、そのほうが申し訳ないと思った。

「こんな話をするために、ここに連れてきたかったわけじゃないのにな……」

　頭上でそんなつぶやきが聞こえると、肩に置かれた貴晴さんの手が私の体をそっと離した。

「おいで」と言った貴晴さんは、部屋の奥へと私を先導していった。

　高層階からの大パノラマが目に入る。前にここを訪れた時は、夜景が綺麗だった。

　今はまだ明るい空が広がり、海とかなり遠くの街までが見渡せる。

　先に部屋の奥へと入っていった貴晴さんは、ローテーブルからなにかを取り上げると、広いガラス窓の前まで行って立ち止まった。

　遅れてその背後に立つと、貴晴さんが振り返る。

　その手には、ベロア素材の小さな黒い箱がのっていた。
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「一緒に住むことになった日から、今日でちょうど百日……」

　焦るな。そう自分に言い聞かせながらも、心の中で決めていたことがあった。

　百日一緒に過ごしてきて、彼女の気持ちを手に入れる。

　初めての感情ばかりで、なにが正解で間違いかもよくわからない。

　それでも、彼女への想いを膨らませ、それを少しずつ伝えてきたつもりでいる。

「百日……」

　どこか驚いたような里桜の声。

　もうそんなに経ったのか。それとも、まだ百日しか経っていなかったのか。

　彼女はこの百日間をどんなふうに感じてきたのだろう。

　手の中にある小箱を差し出し、上部のふたを持ち上げる。

　中にあったものを目にした途端、里桜の二重まぶたが大きく開いた。

「これ……」

　驚きで揺れる瞳が、箱の中から俺の顔に向けられる。

　以前、髪も乾かさずリビングでぐっすり眠ってしまっていた里桜の手を借りて、左手の薬指のリングサイズを測らせてもらっていた。

　そのサイズでオーダーした、エンゲージリング。

　里桜の指先に似合うデザインを相談して、フルオーダーで作ってもらった。

「つけてみてくれる？」

　リングを取り出し、微動だにしない里桜の左手を掴み取る。

　華奢な指先には、わずかに力が入っているように感じた。

　人生で初めて、女性の左手薬指にリングをはめる。

　そっと入れたリングはぴったりで、ホッと胸をなで下ろした。

　自分の指先を見つめ、里桜は見入るように一点を見つめている。

　なぜだかその姿に不安が募りだし、次第に胸の奥がざわざわとうるさく音を立てた。

「気が早いと思うかもしれないけど、牽制のためにつけてほしい」

「牽制……ですか？」

「そう。今日みたいなことがまた起こらないように。俺の心配を少しでも減らすためにつけてほしいんだ」

　思いもしなかったことが言い訳のように口からするすると出てきて、気づいた時には方向修正がきかなかった。

　これでは、ただの虫よけのために用意したように聞こえるかもしれない。

　しかし、里桜の様子を見ていたら、もしかしたら受け取れないと言われてしまうのではないかと、無意識に自分を防衛する気持ちが働いていた。

　本当は、改めて結婚を申し込む言葉を添えるつもりだった。

　いざとなった時、意気地のない自分に腹が立つ。

「ありがとう、ございます……」

　里桜は消えそうな声でお礼を口にし、指先に光るリングをまじまじと見つめる。

　顔を上げると、その目にはなぜだか涙を浮かべていた。

「うれしい、です……」

　今にもこぼれ落ちそうな潤んだ瞳を前にして、衝動的に細い肩を引き寄せていた。

　言葉でうまくごまかしても、このあふれんばかりの気持ちは偽れない。

　抱きしめたこの存在がどこまでも愛しくて、必要で大切で――。

　もう、里桜なしでは生きられない。

「まだ……俺だけの里桜にはなれない？」

　心の声が、口をついて出る。

　腕の中から返ってくる言葉を待つ時間が無限のように長く感じて、彼女の声を聞く前に「ごめん」と自ら話を終わらせていた。










クリスマスイブの家出




　十二月二十四日。クリスマスイブ。

　今日は、先週休日出勤をした代休で一日休みをもらっている。

　朝、会社に向かう貴晴さんを見送ってから、ひとり電車に乗って買い物へ。

　クリスマスの明日は貴晴さんからクリスマスディナーのお誘いをしてもらったため、今晩は自宅でクリスマスパーティーをしようという提案をした。

　行きたい店舗が新宿に多かったため、久しぶりに新宿の駅ビルをうろついてその中で食材も調達する。

　ひと通り買い物を終え、駅ビル内のカフェに休憩に入った。

　温かいラテとひと口サイズのサンドイッチのセットを購入して、窓際のひとり席に腰を下ろした。

　あとは、近くの気になってるケーキ屋さんを覗いてみるので買い物終了だよね……。

　クリスマスイブの駅前は、温かく防寒した人々が多く行き交っている。

　ぼんやりと行き交う人を見ながら甘くしたラテを口にし、カップをトレーに置いたところで自分の指先に視線が奪われた。

　きらりと照明を受けて輝く、大粒のダイヤモンド。

　貴晴さんに贈られたエンゲージリングは、いまだに私をピリリと緊張させる。

　私にはもったいないリングで、こんな素敵で豪華なものは気軽に着けられないと手が震えたくらいだった。

　貴晴さんには着けていてほしいと言われたけど、もしうっかり落としてしまったら……なんて、そんな不吉な心配ばかりして、なかなか着けて外出する勇気が出せなかった。

　箱の中に飾って、美しい……と眺めているのが安心だし幸せ。

　だけど、それでは贈ってもらった意味を成さないから、徐々に慣れるため、最近はなるべく身につけるようにしている。

　これを贈られた日、驚きを上回って感激でうまく言葉が出てこなかった。

　貴晴さんにとっては〝魔よけ〟みたいな意味での贈り物だったかもしれないけど、私にとってエンゲージリングといえば特別のもの。

　うれしくて、でもその気持ちをうまく表現できなくて、『ありがとうございます』と、『うれしい』という言葉しか口にできなかった。

『まだ……俺だけの里桜にはなれない？』

　耳もとで聞こえた、あの時の貴晴さんの言葉が忘れられない。

　もう、私の身も心も全部、貴晴さんのものになっている。

　それはきっと、初めて会った日からすでに始まっていて、再び巡り合い、日々を重ねることで大きくなっていったのだ。

　あの時、すぐに想いが伝えられなかった。

　私はもう、貴晴さんしか見えてません。

　そう、言いたかったのに……。

　簡潔に言ってしまえばそのひと言だけれど、もっといろいろな想いを伝えたいと思ったら、瞬時にまとめることができなかった。

　でも、そんな口下手を発揮している場合ではない。

　今のこの気持ちを、ちゃんと貴晴さんに伝えたいと思っている。

　サンドイッチを半分まで食べたところで、飲みやすい熱さになってきたラテを口にする。

　カップを手もとに置いた時、ガラスの向こうに見えてきた顔に釘づけにされた。

　えっ、貴晴さん……!?

　思わず「あっ」と口が開く。

　しかし次の瞬間、彼のとなりを歩く人の存在に頭が真っ白になった。

　え……だ、れ……？

　淡いピンクチェックのストールを首もとに巻き、ベージュカラーのロングコートを着た女性。

　フロントの開いたコートからは黒いワンピースが覗き、そのお腹は前に突き出るように膨らんでいる。

　お腹に赤ちゃんがいることは誰が見ても一目瞭然の姿だ。

　その女性の手は貴晴さんへとつながっていて、ふたりの手はしっかりと固く結ばれている。

　わけがわからなくて、その光景から目が離せない。

　そのうちに、ガラス越しにふたりの姿が近づいてくる。

　他人の空似なんかではない。

　間違いなく、この向こうにいるのは貴晴さん……。

　金縛りにあったように動けず、とうとうガラス越しに貴晴さんと目が合ってしまう。

　心臓が痛いくらい打ち鳴らされているのを聞きながら、自分の時間だけ止まっているような不思議な錯覚に陥った。

　ほとんど一瞬に近い時間。

　だけど、絶対に互いの顔は認識できたはずだった。

　それなのに、貴晴さんには私を見て驚く様子も、慌ててごまかす様子も、もちろんここに入ってきてなにか弁解する様子もない。

　ただ目を逸らし、そのまま前を通りすぎていった。

　開いたままの目が、瞬きすることを忘れる。

　ガラスの先の一点を見つめたまま、微動だにできない。

　いったい、これはどういうこと……？

　貴晴さん、今の人は誰なの……？

　もう頭の中で考えて処理をする機能がめちゃくちゃに破壊されていて、思考がうまく働いてくれない。

　ただ、今見た貴晴さんとお腹の大きな女性の姿が目の裏に濃くべっとりと貼りついている。

　しばらくその場から動けず、ハッと気づいた時にはラテは冷めて冷たくなっていた。




　その後、どうやってマンションまで帰ったのか記憶にない。

　気づけばリビングのダイニングテーブルの前に立っていて、もちろん寄ろうと思っていたケーキ屋には立ち寄らなかった。

　今朝、いつも通り優しい笑顔で今晩のことを「楽しみにしてるね」と言ってくれていた貴晴さん。

　それなのに……仕事に出かけていったと思ったら、知らない女性と手をつないで一緒にいて、しかも、彼女はお腹の大きな妊婦だった。

　まったく理解ができない。

　貴晴さんは、私とお見合いをして、結婚を前提にここに一緒に住み、エンゲージリングまで渡してくれている。

　じゃあ、あの女性はいったい……？

『まぁいるだろうな……なんなら数人いるとみた』

　いつだか、照井さんが言っていた冗談のような言葉が頭をよぎる。

　そんなはずない。

　貴晴さんはそんないい加減なことをする人じゃないって、出会ってこれまで接してきた中で私はたくさん見てきたし知っている。

　だけど、今日見たものはいったいどう説明をつければいいのかわからない。

　あの時、私と目を合わせておきながら、まるで他人を見るようにその場を通り過ぎていった。

　だけど、それは他人の空似なんかではなく、間違いなく貴晴さんだった。

　私に見られてしまったことで、今晩帰宅したら真相が話されるかもしれない。

　あのお腹の大きな女性と、これからの人生を生きていくことを告白されるかもしれない。

　いや、もしかしたら、もうここには戻ってこないかもしれない。

　考えること、思いつくことは、私にとって真っ黒なものばかりで、息苦しさと共に胸が締めつけられていく。

　自室へと向かい、左手に輝くエンゲージリングをそっとはずす。

　ケースの中に戻し、それを持ってリビングへと戻った。

　いつも包み込むように優しくて、一緒にいるとホッとして温かくて、これからも彼のもとで寄り添っていけると信じて疑わなかった。

　今日、この間言えなかった気持ちも伝えようと思っていた。

　信じたい……だけど、この目でみた現実が私を追いつめる。

　ケースに戻したリングをダイニングテーブルへとそっと置き、玄関へと向かった。




「お母さん……？　私」

『里桜、久しぶり！　ちょっと、元気にやってるの？』

　久しぶりにかけた実家への電話。

　母親は相変わらずの調子で通話に応じる。

　私が石川へ帰るバスターミナルにいるとも知らず、『貴晴さんとはうまくやってる？』と聞いた。

「うん……あのさ、ちょっと、そっちに帰ろうかと思って」

『え？　石川に帰ってくるの？　貴晴さんも一緒に？』

「ううん……そうじゃなくて、ひとりで」

『ええ？　どうしてよ』

「どうしてって……ちょっといろいろあってだよ」

　帰ってから話せばいい。だけど、なにをどう話せばいいんだろう……。

『で、いつ帰ってくるのよ？』

「うん、今夜の深夜バスに空きが出たみたいで、それに乗って帰る。あと三時間もすればくるから」

『え、なによ、それまで待ってるの？　この寒いのに』

「大丈夫。そういうことだから、よろしくね」

　いろいろと追及される前に話をまとめ、通話を終わらせる。

　目にした画面には、通話中に入ってきた貴晴さんのメッセージが表示されていた。

【里桜、今どこにいるの？】

【電話、気づいたらかけ直して】

　メッセージとは別に着信が何件も入っていて、そのままなにも触らずバッグの中にスマホをしまい込んだ。

　気づいたら、実家に帰ろうと手配をしていた。

　家にいれば、じきに貴晴さんが帰宅するかもしれない。

　そう思ったら居ても立ってもいられなくなって、考えるよりも先にマンションを出てきていた。

　私が出ていった後、貴晴さんは帰宅して、私がいなかったので連絡を入れてきているのだろう。

　昼間、あんなところで会ってしまったのに、貴晴さんはどんな顔をして私と会う気なのだろうか……。

　私には、貴晴さんと顔を合わせてなにか話す勇気がない。

　そんなこと怖すぎて、できるはずないと思った。

　高速バスの待合室で、ひとり予約をしたバスの時間を待つ。

　ようやくあと数十分でバスに乗車できる時間が迫ってきた時、静かな待合室の自動ドアが開いた。

「里桜！」

　駆け込むようにして入ってきたのは、焦り慌てた様子の貴晴さんだった。

　この寒い中、コートも羽織らずスーツ姿のまま、こちらにむかって足早に近づいてくる。

　目の前までやってくると、椅子に掛ける私を引き寄せるように立ち上がらせた。

「里桜……やっと見つけた」

　両手でしっかりと私を抱きしめる貴晴さんの、安心する大好きな香りに胸が詰まる。

「帰ったらいないし、連絡もつかなくて、ずっと捜してた」

「どうして、ここが……」

「いろいろ心あたりに連絡をして、里桜の実家にも連絡をしてみたら、里桜が今から帰ってくるって、高速バスを待ってることを教えてもらえて」

　なんだ、お母さんが話しちゃったのか……。

　腕の中で微動だにせず、貴晴さんの声をただ黙って聞く。

　貴晴さんは肩を掴んで私の体を離すと、真っ直ぐ私の目を見つめた。

「いったいどうしたの。なにも言わないで、急に実家に帰ろうなんて」

　私がどうしてここに来てしまったのか、一番わかるのは貴晴さんのはずだ。

　それなのに、どうしてこんなにしっかり私を見つめて、そんなことを聞けるのかわからない。

「とりあえず、帰ろう」

　そう言って、貴晴さんは私の荷物を持ち、呆然と立ち尽くす私の肩を抱いて待合室から連れ出した。

　このまま連れて帰られてしまったら、私はどうしたらいいのだろう。

　今から告げられることを想像しただけで怖くて仕方ない。

　真実を突きつけられて、どんな顔をしたらいいのか。どんな言葉を返せばいいのか、まったく想像がつかない。

　だけどもう、逃げられないことに覚悟を決めるしかなかった。

　逃げるように出たマンションに戻ってくると、ダイニングテーブルの上には、家を出た時のままの状態で、リングケースが残されていた。

「なにも連絡もなしに、逃げるように石川に帰ってしまおうなんて、なにか俺に言えないことがあったってことだよね？」

　やっと戻ってきた広いリビングで、貴晴さんは私を追及する。

「話して、なにがあったのか」

　まるでなにもなかったかのように、彼は昼間のことには触れもせず、頭の中は混乱でパンク寸前に陥った。

「どうして……捜したりしたんですか？」

　やっと言葉を発した私を、貴晴さんは黙って見つめる。

　昼間ガラス越しに目が合った貴晴さんと目の前の貴晴さんが狂いなく重なり、心臓をぐりぐり抉られていくようだった。

「私なんか、どうして迎えにきたんですか？」

　震えながら出した声は次第に強さを増し、責めるような口調になっていた。

　初めて見せるこんな悪い顔に、貴晴さんはただ黙っている。

　見なかったことにだって、もしかしたらできたのかもしれない。

　私が目をつむれば、このまま平穏な時間に戻るのかもしれない。だけど……。

　もう、引き返せない。

「私、この目でしっかり見ました……貴晴さんが、お腹の大きい女性の手を引いて、一緒に歩いているところ」

「え……？」

「あの時、貴晴さん私に気づいてましたよね？　それなのに、気づかないふりで通り過ぎていって……」

　もう終わりだ。

　すべてをぶちまけて、胸のつかえは取れ、ふっと楽になる。

　しかし、新たな苦しさと痛みが私を襲う。

　重苦しい沈黙が広いリビングに落ち、落としていた視線をそっと貴晴さんの顔に向けた。

　どうして、なにも言ってくれないの……？

　こんなふうになってしまった今だって、貴晴さんを信じたい気持ちのほうが大きい。

　もしかしたら、私の考えていることとは違って、全部勘違いだったなんてことだってあるかもしれない。

　だけど、貴晴さんは黙ったまま、ただ一点を見つめている。

　その様子は、すがりつきたい気持ちの私にとどめを刺した。

「里桜、ごめん。このままここで、待っていてくれる？」

「……？」

「どこにも行かないで、逃げないで、ここで必ず待ってて」

　急になにを言いだしたかと思えば、貴晴さんは一方的に約束をするようにして足早にリビングを出ていってしまう。

　置き去りにされた私はその場に立ち尽くし、少しすると脱力したように冷たい床の上に座り込んでいた。

「っ……うっ、っ……」

　嗚咽が込み上げて、呼吸が乱れる。

　これまで不思議と出てこなかった涙が、今になって全部出てきたのではないかと思うぐらい止めどなくあふれ、床についた手の甲を濡らしていった。




＊＊＊




　毎年特に気にも留めていなかったクリスマスイブという日が、今年は初めて楽しみだと思えた朝だった。

　柄にもなく一日浮かれ気味で、早く里桜の待つ家に帰りたいと思っていた。

　軽い足取りで帰った部屋には明かりがなく、里桜の姿もどこにもなかった。

　その代わりにダイニングテーブルの上に渡したエンゲージリングがぽつりと置いてあって、ただ胸騒ぎを覚えた。

『じゃあ今夜は、お家でクリスマスをやりませんか？』

　朝、そう微笑んで提案してきた里桜が、まさか……いや、そんなはずない。

　焦燥感に襲われながら里桜のスマホに着信を入れるも、何度かけても通じない。

　メッセージアプリへ送った何件ものメッセージも既読にならず、ただ不安と焦りは増すばかりだった。

　心あたりもないままマンションを飛び出し、あてもないまま目を凝らして車を走らせた。

　その間にも折り返しの連絡はなく、手あたり次第行方を掴めそうな先に連絡を入れていく。

　そして里桜の実家にも連絡を入れた時、やっとお義か母あさんから有力な情報を手に入れた。

『あの子、今から高速バスで帰ってくるとか言ってるんですが、そちらでなにかありましたか？』

　そんなことを聞き、またかけ直すと言って慌てて通話を終わらせた。

　なにがいったいどうなっているのか、頭の中は真っ白になりかけていた。

　わずかに考えられる一部で、里桜がどうしてなんの相談もなく実家に帰ろうと家を出てしまったのか、ひたすら考えていた。

　だけど、いくら考えても思いあたる節はなく、代わりにマイナスの展開ばかりが頭を埋め尽くしていった。

　エンゲージリングを渡した時、里桜から俺の欲しい言葉はもらえなかった。

　やっぱり、いくら考えても、あなたとこの先の未来は考えられない。

　残されていたエンゲージリングは、そんな彼女の思いを物語っているのかもしれないと思うと、居ても立ってもいられなかった。

　やっとの思いで見つけた里桜は、俺がどうして迎えにきたのか理解に苦しむ顔をしていた。

　里桜の行動を責めるつもりも、追及して追いつめる気もない。

　ただ、なにがあってそんな行動を取ったのか話してほしかった。

『私、この目でしっかり見ました……貴晴さんが、お腹の大きい女性の手を引いて、一緒に歩いているところ』

　里桜の証言に、あたり前だけどまったく身に覚えがなかった。

　周囲に妊婦の女性はいないし、第一に里桜以外の女性の手を握るなんてことはあり得ない。

　でも、里桜がそんな嘘をつくはずもなく、俺の顔を見間違うはずもない。

　そして〝似ている〟程度では、こんな強行に出ないだろう。

　そこまで頭の中でまとまって、そういうことかと合点がいく。

　里桜に必ず待っていてほしいと伝え、部屋を出てすぐスマホを手にした。

『――はい』

「今どこだ」

『おいおい、久しぶりにかけてきて、元気か？のひと言もなしか』

「今そんなことを聞いてる場合じゃないんだ、許せ」

　自分と同じような声のトーン。

　軽い口調は相変わらず健在だ。

『家にいるけど、それがどうかしたのか』

「わかった。今から行くから、そのままそこから動かないでくれ」

　向こうがまだなにか言っていたけど、そこで通話は強制終了。

　自宅にいるなら好都合だと、急いで車に飛び乗った。




「なんだよ、本当に来たのか」

　玄関のドアを開けて出てきた自分と同じ顔は、面倒くさそうに目を細める。

　玄関の端に女性もののフラットパンプスが揃えて置いてあり、「入るぞ」とドアの向こうに押し入った。

「おい貴晴、いったいなんなんだよ？」

　廊下を進み、奥のリビングへと入ると、ソファに掛けたひとりの女性が驚いた表情で俺を凝視していた。

　白いタートルネックニットの上から着た黒いワンピースの腹部は大きく前に膨らみ、妊娠しているのは一目瞭然だった。

「すみません、突然お邪魔します」

　俺が彼女に挨拶をしたところで、うしろから晴はる斗とが現れる。

　俺たちが並んだ姿を見て、彼女はさらに目を大きく見開いた。

　彼女のこの様子を見ると、晴斗も俺の存在を話していなかったようだ。

「は、晴斗さんが……ふたり……」

　瓜ふたつの、一卵性双生児。

　兄の晴斗と俺は、見分けがつかないほど似ている双子の兄弟だ。

　晴斗は父の意志を継いで医師の道を志し、現在は外科医として多忙な日々を送っている。

　一年ほど前から離島の病院に長期出向していたはずだったが、どうやら最近帰ってきたようだ。

　そもそも、今日こんなことにならなければ、晴斗はまだ東京にいないものだと思い続けていただろう。

　里桜の話を聞いていて、まさか晴斗が東京に戻ってきている？という考えに至ったのだ。

　この状況を見て、里桜が間違いなく晴斗とそこに掛ける妊婦の彼女を見て勘違いしてしまったことが証明された。

「で、なんの用があってここまで来たんだよ」

「ああ、今話す。だから、悪いが少し一緒に来てほしい」

「はぁ？　今度はなんだよ」

　晴斗への説明は後にして、驚いたままの彼女に「申し遅れました」と先に謝罪する。

「晴斗の弟の、成海貴晴と申します。すみませんが、少しの時間、晴斗を借りていってもよろしいでしょうか？」

　丁寧に断りを入れると、彼女は雰囲気でなにかを察してくれているのか、即答で「はい」と了承してくれる。

「ありがとう。すぐに返しますので」

　そう約束して、「悪いな」と晴斗に同行を求めた。

　自宅に向かいながら事の顛てん末まつをざっと話すと、晴斗は面倒くさそうに「勘弁してくれよ……」とため息交じりにつぶやいた。

「それはこっちのセリフだ」

　子どもの頃から、顔がほぼ同じことで厄介な出来事に巻き込まれることは少なくなかった。

　お互いに〝それ、俺じゃないし〟という経験は山ほどある。

「で……俺はその証明のために連れ出されたってわけか」

「そういうことだな」

　なぜか横からフッと笑う気配を感じ取る。

　ちらりと目を向けると、その頬に笑みがのっていた。

「お前が女にそんな気を使うなんて、よっぽどだな」

　これまでの俺を見てきて、こんな行動に出たのは初めてだからだろう。

　今までなら、勘違いされて終わるならそれまでという程度だった。

　ここまでしようと思う気持ちなんて知らなかったからだ。

「気を使ってるとかじゃない。大事なんだ。どうしても彼女を手放したくない」

　はっきりとそう答えると、晴斗は「……へぇ」と言うだけだった。

「……お前こそ、あの彼女はどういうことだ」

　臨月も近そうな、そんな様子だった。

　身内として、特にまだなにも報告を受けていない。

「近いうちに、また話すから」

　晴斗は落ち着いた声でそう答えた。










身も心も通じ合って




　なにがどうなっているのかわからないまま、しばらく涙を流し続けた。

　必ずここで待っていてほしい。貴晴さんはそう言ってマンションを出ていってしまった。

　まさか、昼間見たあの女性と共に戻ってくるのだろうか。

　そんな恐ろしい展開が頭をよぎり、目の前がぐらぐらと崩れ落ちていくようだった。

　これから、どうなってしまうのだろう。

　この先のビジョンがまったく見えてこない。

　やっぱり、このままここでおとなしく待っているなんて――そう思った時、玄関で物音が聞こえた。

　どくんと、心臓が不吉なことを予感するように鈍い音を立てる。

　向こうから近づいてくる気配に、覚悟を決めるように息をのんだ。

「え……」

　見えた姿に、一瞬理解が追いつかなかった。

　どういう、こと……？

　貴晴さんと、そのとなりに……ドッペルゲンガー？

　単純にふたりいるという表現がしっくりくる光景だった。

「里桜……俺の双子の兄」

「どーも、晴斗です」

　双子……たっ、貴晴さんが双子……!?

「う、嘘……」

　放心状態の私を見て、自己紹介してくれた晴斗さんという方は、なぜだかクスクスと笑っている。

　そして貴晴さんに「これでもういいか？」と聞いた。

「ああ、悪かったな」

「これでお前の潔白が証明されたんだったら、俺が来たことは無駄じゃなかったってことか。貸し一、な」

　踵を返しかけた晴斗さんが振り返る。そして、私に向かってにこりと微笑んだ。

「弟のこと、よろしくお願いします」

　貴晴さんと同じ顔で貴晴さんのことをお願いし、晴斗さんはひとりリビングを出ていった。

　〝お兄さん〟っていうのは、双子だったんだ……。

　一気に知らされた事実に処理が追いつかない。

　でも、思いもよらない展開に脱力して、私はその場にへたり込んでいた。

「里桜、大丈夫？」

　すぐさま貴晴さんが駈け寄ってきて、私の前で腰を落とす。

　目の前で視線が重なり合うと、またぶわっと涙が目に浮かんだ。

「よかった……よかったよぉ……」

　安堵からあふれ出した涙が止まらない。

　貴晴さんは黙って、そんなぼろぼろの私を腕の中に包み込んだ。

　この優しい腕にも、大好きになった安心する香りにも、もう包まれることはないのだと思っていた。

　自らも両手を回し、広い背中を抱きしめる。

　またこうして触れ合えたことに、涙はさらに流れ落ちる。

「里桜、ごめん……」

「謝るのは、私のほうです。あんな言い方して……」

「知らなければ当然のことだから。俺が、もっとちゃんと話しておけばよかったんだ」

　抱きしめられる腕の中で、大きく横に首を振る。

　貴晴さんは流れ続ける涙が落ち着くまで、ずっと腕の中で私を安心させてくれた。

「さっき、里桜の話を聞いて……それってまさか、って思って。晴斗は、しばらく東京にいなかったから、いつ戻ってきてたかも知らなくて」

　気分がやっと落ち着くと、貴晴さんは私を冷たい床から立ち上がらせ、ソファへと座らせてくれる。

　晴斗さんのことを口にした貴晴さんは、フッと息をつくように笑みをこぼした。

「だから、里桜が俺と間違って見かけなかったら、晴斗が東京に帰ってきていることも知らなかったと思う」

「そう、だったんですね……」

　それにしても本当に瓜ふたつだった。

　双子という人たちが今まで周囲にいたことがなかったから、こんなにも似ているのかと並んだふたりを見て驚いてしまった。

「里桜が見かけたっていう妊婦の女性にも、さっきお会いしたよ。晴斗のところで」

「そうでしたか……」

「向こうの彼女も、俺が現れた時相当驚いた顔してたけどね」

　貴晴さんはその時のことを思い出したのか、苦笑いを浮かべる。

　その表情を見ていると、今まで今日のような勘違いや、顔が同じことで厄介なことに多く遭遇したのかなと思ってしまった。

「でも、よかった……ちゃんと誤解が解けて。もしあのまま里桜が見つからなかったらと思うと……」

　横から伸びてきた手が私を引き寄せ、ころんと貴晴さんの腕の中に収まってしまう。

　貴晴さんは私の頭を何度も何度もなで、存在を確かめるように髪に口づけた。

「貴晴さん……」

　こんなにも大切にしてもらっていることを改めて実感し、じわじわと胸が次第に熱くなっていく。

　伝えたい――そんな気持ちが一気に強まり、身を任せていた体勢から両手を伸ばして抱きつくように彼の首に腕を巻きつけた。

「もう、とっくに……私は貴晴さんのものです」

「里桜……？」

「この間の返事……あの時、できなかったから」

　もう、迷いはない。

　初めて出会ったあの日、私は貴晴さんに恋をした。

　それは、あの日のあのひとときで終わるはずの淡い想いだった。

　このひと晩だけ――そう初めからわかっていて落ちた恋だった。

　だけど、あの日の出会いは単なる始まりだったように、私たちは再び一緒にいられる運命だった。

「パーティーで初めて会った時……私はあの日、貴晴さんに恋したんです。ひと晩でもいい……そう思って」

　でも、また出会えて、私はやっぱり貴晴さんにどんどん惹かれ、もっともっと好きになった。

　今ではもう、離れることなんて考えられない。

　貴晴さんの手が、私の顔を見るようにそっと体を離す。

　至近距離で目が合って、私が大好きな優しい笑みを見せてくれた。

「ひと晩じゃ終わらないよ……これから先、俺はずっと里桜に恋をして、愛していく」

「貴晴さん……」

　傾いた顔が近づいて、そっと唇が重なり合う。

　静かに目をつむると、唇の柔らかい感触が深まった。

「里桜、唇冷たい」

「あっ、ごめんなさい……」

　触れ合うか触れ合わないかの距離感で、貴晴さんは薄い唇に笑みをのせる。

「いいよ、温めてあげる」

　今度は包み込むように唇を塞がれ、温かい舌が私の唇をすうっとなぞった。

　導かれるように唇を開くと、ふたりの舌先が触れ合う。

　それだけで体の芯がきゅんと震え、甘い痺しびれのようなものが全身に広がっていった。

「貴晴、さんっ……」

　息がうまくできない私は、わずかに離れたその隙に訴えるような声をあげる。

「まだダメ」

　でも、貴晴さんはなにかのスイッチが入ってしまったように、私の唇に再度迫った。

「っ、くしゅん」

　唇が触れ合う寸前、込み上げたくしゃみにうつむいた。

　真上で貴晴さんがクスクスと笑う。

「ごめん。体も冷たくなってるし、温かくして早く休んだほうがいいね」

　貴晴さんはそう言って立ち上がり、「お風呂入れてあげる」と私のもとを離れていった。




　それから、用意してもらったお風呂でゆっくり体を温めた。

　その後、貴晴さんが入浴中に夕食の支度をし、簡単な食事を取った。

　せっかく手作りでクリスマスを祝おうと思っていたのに予定が狂ってしまったのは残念だったけど、貴晴さんは「それもそのうち笑い話になるよ」と思いやりのある言葉をかけてくれた。

　また、こんなふうに穏やかな時間が送れること、向かい合って笑い合えること……それが自分にとってどんなに幸せなことなのか、ただそれを噛かみしめていた。

「疲れただろうから、ゆっくり休んで」

　いつも通り一緒にリビングを出て、それぞれの寝室へと向かう。

　貴晴さんは私の頭をポンポンとなで、「おやすみ」と微笑んだ。

「あのっ……」

　私の頭から離れて下ろされていく貴晴さんの手を、無意識に掴んでいた。

「どうしたの？」

　両手で貴晴さんの手を包み込んだ私の指先に、応えるように指が絡められる。

　顔を上げると、貴晴さんはじっと私の目を見つめていた。

「まだ……一緒にいたいです」

　勢いあまって大胆なことを言ってしまったとハッとした。

　だけど、それは本心に間違いない。

　私に掴まれていないほうの貴晴さんの手が、背中へそっと触れてくる。

　引き寄せられると、耳もとに唇が近づいた。

「それは……一緒の部屋で寝てもいいってこと？」

　顔を見られていないことに後押しされて、こくりとはっきりうなずく。

「わっ」

　すると、貴晴さんはいきなり両手で私を抱き上げてしまった。

　そのまま黙って使っていない寝室へと私を運んでいく。

　越してきた初日、この部屋の大きなベッドを見て緊張したことがよみがえる。

　今だって鼓動が早鐘を打ってドキドキしているけど、でもそれは、貴晴さんを自らも求めているから。

　暗いままの部屋に入り、貴晴さんは私をベッドへと下ろしてくれる。

　ベッド脇にある背の高い間接照明をつけると、開けっぱなしになっている部屋のドアを閉めた。

　高鳴る鼓動を聞きながら、私の横に腰掛けた貴晴さんを見上げる。

　数秒間見つめ合うと、言葉なくふたりの唇が重なり合った。

　口づけたまま貴晴さんの手が私の後頭部に添えられ、ベッドへとゆっくり倒されていく。

　キスだけですでに体の熱は上がり、ベッドについた貴晴さんの腕をすがるように掴んでいた。

　濡れた唇が離れると、ふたりを銀の糸がつなぐ。

　頬に口づけ、耳たぶ、首筋にキスが落ちてくると、ぴくんぴくんとそのたびに体が大げさに反応した。

「かわいい」

　慣れない私の反応を、貴晴さんはまた〝かわいい〟なんて言ってくすっと笑う。

「だから、それ……口が疲れちゃいますよ？」

　余裕がないながらにそう言ってみると、貴晴さんはフッと笑って唇にちゅっとキスを落とした。

「今日は、かわいい里桜をもっといっぱい見せて」

　貴晴さんの唇が、指先が、私の体を熱くし、甘く溶かしていく。

　逞しい体が目の前に見えた時にはすでに私の息は上がっていて、貴晴さんは放り出した私の両手に手を重ね合わせた。

「里桜のこと……もっと深くで感じてもいい？」

　耳もとでささやかれる言葉は、それだけで私の中をきゅんと震わせる。

　絡まる指をぎゅっと握り返して応えると、貴晴さんはとろけるキスと共に私とひとつになった。




　甘美な時間は、幾度となく繰り返された。

　私がベッドに沈んだままもう動けなくなってしまうと、貴晴さんはやっと私を枕へと横にしてくれた。

　それはまるでこれまでの時間を取り戻すようで、いつも優しく穏やかな貴晴さんの新たな一面を垣間見たようだった。

「ごめんね、里桜。大丈夫？」

「はい……大丈夫です」

　私の横に寄り添って、貴晴さんは私の汗ばんだ額をぬぐってくれる。

「里桜がかわいいから、なかなか止められなかった」

　自嘲気味に笑う貴晴さんの様子を目に、ふとこれまで気にかかっていたことを思い出した。

「私……実はずっと、心配だったことがあって」

「心配？」

「はい……貴晴さん、私のことを軽い女だと思って、実は軽蔑してるんじゃないかな、って……」

「え？　なにそれ」

　思わぬことを言われたように、貴晴さんはぽかんとしてしまう。

「初めて会った日に、あんなことになってしまったので……」

　そう説明すると、今度はなぜかぷっと噴き出された。

「なに、そんなこと心配してたの？」

「そ、そんなことって……結構真剣に……だから、もしかしたら婚約も後悔されてないかなとか、だから寝室も別々のままなんだとか、あれこれ……」

　心に引っかかっていたことをすべて打ち明けると、貴晴さんは横から私の体を抱きしめた。

「まったく里桜は、そんなかわいい心配、ひとりでしてたんだ」

「か、かわいい心配って、そういうことでは」

「かわいいでしょ。まさかそんなことで悶々としてたとか」

「もうっ、貴晴さん!?」

「それに、里桜がそういう子じゃないってことは、あの晩にちゃんとわかってたよ？」

　なだめるように、貴晴さんは私の頭をふわふわとなでる。

　私を見つめる優しく細められた目に、抱えていた不安が溶かされていくようだった。

「じゃあ、全部私の無駄な心配、だったんですか……？」

「そうみたいだね。そんなこと言ったら、俺だってあの後いろいろ考えたよ」

「いろいろ？」

「里桜のこと手に入れたいからって、ちょっと強引だったよな、って……」

　私が身を任せてしまったことを気にかけていたのと同じように、貴晴さんもあの日のことを気に留めていたと知り、なんだかおかしくなってしまう。

　くすくすと笑うと、貴晴さんは「笑わないの」と私の鼻を軽くつまんだ。

「じゃあ、お互いにいろいろと思うところがあったんですね」

「だね。でも、里桜のことを大事にしようと思って我慢してたのに、それが逆に心配の種になってるとはな……」

　そう言った貴晴さんは、上体を起こして私の上に覆いかぶさる。

　突然迫ってきた貴晴さんにどきりとすると、どこか意地悪に口角をつり上げた。

「貴晴さん……？」

「かわいい里桜と一緒にいて、俺がどれだけ我慢してたと思ってるの？」

「へっ……」

「もうこれからは、遠慮なく求めるよ？」

　頬をなでた温かい指が、私の唇をすっとなぞる。

　親指が下唇にかけられわずかに開かれると、貴晴さんはそのまま塞ぐように口づけを落とした。




　忙せわしない師走が過ぎ去り、新たな年を迎えた。

　一月二日。

　ふたり揃って『長寿苑 憩いの森』に顔を見せると、洋司さんはいつも通りうれしそうに出迎えてくれた。

「会長、今日はご報告をと思いまして」

　話を切り出した貴晴さんに、私まで横でピンと姿勢が伸びる。

「様々準備が整いましたので、昨日入籍してまいりました」

　新年を迎えた昨日の午前中、私たちは無事入籍の手続きをしてきていた。

　元旦婚という、おめでたいやつだ。

　報告を受けた洋司さんは目尻の皺を深め、にっこりと微笑む。

「そうか……おめでとう」

　その笑顔を見て、今日この報告をしに来られたことに心からホッとしていた。

「また、長生きする希望が見つけられそうだ……結婚式にはぜひ参列したいよ」

「はい、もちろんです！」

「それに、やっぱりひ孫の顔を見るまでは死ねないな」

　洋司さんは「はっはっ」と楽しそうに笑ってみせる。

　ひ孫を見たいという要望にはさすがに顔が熱くなってしまったけど、そんな幸せな日も洋司さんと一緒に迎えたいと心から思った。

「里桜ちゃん、貴晴のことをよろしく頼んだよ」

「はい。こちらこそ、不束者ですがこれからもよろしくお願いします」

　頭を下げた私の背に、貴晴さんがそっと手を置く。

　顔を上げると、ふたりの優しい笑みが私に向けられていた。




　施設を出ると、貴晴さんの手が自然と私の手を取る。

　指を絡めてつなぐと私の手が冷たかったせいか「寒い？」と、貴晴さんは顔を覗き込んだ。

「大丈夫です。貴晴さんの手があったかいから」

　一月の冷たい空気の中、寄り添って歩く人がいる幸せを噛みしめる。

　貴晴さんは握った手をぎゅっと強くつなぎ直してくれた。

「結婚式の日取りも考えなくちゃいけないね。里桜は、どんな式を挙げたいとかなにか希望はある？」

「そうですね……やっぱり、前に撮った写真みたいに、ウエディングドレスを着て挙げたいです。貴晴さんはどうですか？」

「俺は里桜の挙げたい式が挙げられたらいいよ。結婚式は、女性の憧れだっていうからね」

「じゃあ、洋司さんの希望も聞いて決めたいですね」

「里桜のご両親もね」

　貴晴さんは腕を上げ、手もとの時計に目を落とす。

「今から行けば、飛行機の時間にちょうどいいかな」

　今日はこのまま、石川の私の両親にも挨拶に向かうことになっている。

　こうして実家に結婚した相手と帰省する日がくるなんて、東京に出てきた頃の私には想像もできない未来だった。

「今さらだけど、ちょっと緊張するな……」

「え？　なにがですか？」

　私を助手席に乗せながら、貴晴さんはフッと笑ってみせる。

　運転席に乗り込んでくると「里桜の実家に行くことが」と言った。

「えぇ、どうしてですか？」

「だってもし行って、お義と父うさんに『やっぱり娘はやれん！』なんて言われたら」

「ま、まさか！　そんなこと言われたって、もう籍入れちゃいましたし。それに、うちの両親は貴晴さんと一緒になること、すごく喜んでいましたよ？　むしろ、私に社長夫人が務まるのかって言ってたくらいで……」

　どちらかと言えば、両親からしたら私のほうが不安要素たっぷりだ。

　貴晴さんは腕を伸ばし、私の頭にそっと大きな手をのせた。

「じゃあ、ちゃんと里桜が俺を支えてくれていることと、里桜を生涯幸せにするってことを話してこないとね」

「貴晴さん……」

　髪をなでた手が首裏に回り、引き寄せられる。

　こつっと額が触れ合うと、「里桜」と名前を呼ばれた。

「俺の初恋を叶えてくれて、ありがとね」

　目をつむり、貴晴さんはしみじみとそんなことを言う。

　胸がじわっと温かくなって、小さく横に首を振った。

「そんなこと言ったら、私だって……好きになってくださり、ありがとうございます」

　この広い世界で、人と人が巡り合うことは奇跡。

　だけど、出会った相手に想いを寄せることはもっと奇跡。

　そして、互いの想いが通じることは、もっともっと――。

「里桜……好きだよ、愛してる」

　奇跡に違いない。
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幸せすぎる実家帰省




　東京から、飛行機で約一時間。小こ松まつ空港に降り立つと、灰色の空からは雨とも雪ともいえないみぞれが降っていた。

「さむ……」

　思わず首に巻いたストールに顔を埋めた私を、貴晴さんはクスッと笑う。

「地元の人でもやっぱり寒いって感じるんだね」

「なんか、このどんよりした空見ると、東京と同じ気温でも寒く感じて」

「ああ、たしかに。日本海の冬の空っていつも寒そうだよね」

　コートの背中に貴晴さんの大きな手が添えられたのを感じる。顔を上げると目が合い、彼はにこりと微笑んだ。

　お正月の実家帰省。今年は、入籍の報告も兼ねて貴晴さんとふたり揃って石川へと帰ってきている。

　一年前、この地に里帰りしていた私は、こんな未来を想像もしていなかった。

　一年後、自分が結婚をしていることも、そのパートナーと故郷を訪れているなんてことも、想像以前に考えもしないことだった。

「でも、飛行機でこっちに帰ってきたのは初めてでした。すごく早いですね」

「いつもは、新幹線か高速バスだっけ？」

「はい。だいたいが高速バスです。夜、東京を出て、朝に金沢に着くんですけど」

「最近の高速バスは快適だっていうもんね」

　空港からタクシーに乗り込み、実家の住所を運転手へと告げる。小松空港から金沢市街地まで、だいたい五十分ほどだと思われる。

「貴晴さんは、石川には……？」

　そういえば来たことはあるのだろうかと、今さらの質問を投げかける。

　貴晴さんは「うん」と答え、横に座る私に目を向けた。

「来たことあるといえばあるかもしれないけど、仕事で数回。でも、すべて日帰りだったし、初めてと言ってもいいくらいじゃないかな」

「そうなんですね。じゃあ、観光名所とかはまったく？」

「うん、兼けん六ろく園えんとかだよね？　残念ながら」

　石川県に上陸したなら、さすがに有名どころの兼六園くらいは観光したことがあると思ったけれど。

　本当に仕事だけをこなして、東京にトンボ返りしたのだろう。忙しい貴晴さんのスケジュールを考えれば、たしかに各地で観光などしている時間はない。

「それなら、せっかくなので貴晴さんの行きたいところを案内させてください。私、ガイドします！」

　貴晴さんにとってプライベートで訪れる初めての石川県。幸い、地元である県内ならだいたいの観光名所も案内できる。

　私の申し出に、貴晴さんは「本当に？」と微笑む。

　そして、シートに置いていた私の手をそっと掴み取った。さらに、貴晴さんは指を絡めるようにして手をつなぐ。

　彼のその温かい手を感じて胸がきゅんとした。

「里桜が案内してくれるの？　それはうれしいな」

「はい。どこか行きたいところはありますか？」

「そうだな……里桜のおすすめは？」

「そうですね……兼六園と金沢城は王道ですけど、私はひがし茶屋街とか好きです。和カフェとかもたくさんあるんですよ」

　ガイドブックがわりにスマホを取り出し、【金沢、観光】と検索する。

　ふたりで画面を覗きながら行き先を相談するうち、タクシーでの移動時間はあっという間に過ぎていった。




「おお、貴晴くん、いらっしゃい！」

　実家の玄関を入ると、父親が待ってましたと言わんばかりに出迎えてくれる。

「遠いところを、疲れたでしょう」

　続いてすぐに母親も奥から姿を現し、「どうぞどうぞ」と二人分のスリッパを用意した。

「ご無沙汰しております。昨日は先にお電話でのご報告になってしまって、失礼しました」

　貴晴さんは両親に向かって真摯に頭を下げ、昨日のことを謝罪する。

　元旦婚をしてきたあと、貴晴さんは丁寧に私の実家に電話での報告をわざわざ入れてくれたのだ。

　明日、石川に帰るのだからその時でかまわないと言ったけれど、貴晴さんは律義に連絡をさせてほしいと言った。

『大事な娘さんをもらったんだからね』

　そんなことを言って幸せそうに微笑むから、それ以上なにも言えなくなってしまった。

「いえいえ、ご丁寧にわざわざありがとうございます。さぁ、座ってください」

　リビングに入ると、母親が貴晴さんをソファへと促す。その向かいに父親が腰を下ろした。

「電話でもご報告させていただきましたが、昨日、里桜さんと入籍させていただきました」

　貴晴さんのとなりに腰かけて即、改まった話に思わず背筋が伸びる。

　父親もそのとなりに座った母親も、真剣な表情で貴晴さんを見つめた。

「私の生涯をかけて、里桜さんを幸せにします」

　両親に向けた誠実な誓いに、鼓動がどくんと音を立てる。

　ちらりと目を向けて貴晴さんを見ると、その横顔は真っすぐに両親を見ていた。

「ありがとう、貴晴くん」

　緊張感に包まれるリビングで、父親が口を開く。貴晴さんに応えるように、父親の様子もいつになく堅く真面目に目に映った。

「里桜は、ぼくらにとって宝物だ。今まで大切に育ててきた。だから、これから先の人生も幸せでいてもらいたい」

　面と向かって初めて聞く、父親の想い。

　恥ずかしいような、むずがゆいような、でも一番は、じんわりと温かいものが広がっていくような……そんな感情が湧いてくる。

「貴晴くん。ぼくらの大切な娘を、よろしく頼むよ」

　父親からの言葉に、貴晴さんは「はい」としっかり返事をする。

「必ず、お約束します」

　両親と貴晴さんのやり取りを見ているうちに、気づけば視界が涙で潤んでいた。

　泣きそうになっているのを隠したくて、膝の上で組んでいる指先に目線を落とす。

　そのうちに両親と貴晴さんの会話は和やかになっていき、あふれそうになった涙は見つかることなく引っ込んでいった。




「どれにしよう、悩む……。まるごとミカンか、まるごとキウイ……イチゴも捨てがたいし……」

　果実が丸ごと入ったフルーツ大福。断面が鮮やかで、並んでいるだけで写真映えする。

　実家へ着いてゆっくりする間もなく、夕方近くに貴晴さんと外出。タクシーの中で話していたひがし茶屋街へと出向いた。

　現代からタイムスリップしてしまったような、情緒あふれる石畳の昔ながらの街並みは、観光客に人気のスポット。散歩するだけでもフォトジェニックなのだ。

　伝統工芸のセレクトショップや、ＳＮＳ映えする和カフェも数多く軒を連ねるため、近年は女子旅にも人気と聞く。

「どれもおいしそうだね」

　優柔不断な私を、貴晴さんは急かすことなく待ってくれる。

「ごめんなさい、決めるの遅くて」

「ううん、全然。じゃあ、気になるのはテイクアウトにする？　お義母さんも好きなんじゃない？」

「なるほど！　じゃあ、そうします」

　夕方のおやつ時というのもあってか、店舗は女性客で賑わいを見せている。

　貴晴さんに向けられる周囲の女性たちの視線を敏感に察知してしまい、妙にそわそわと落ち着かなくなっていた。

　当の本人は慣れっこなせいか気にも留めていない様子だけど、一緒にいる私がやたら緊張してしまう。

　でも、私も赤の他人として貴晴さんを見かけたなら、少なくとも目の保養がてらちらちら見てしまうに違いない。

　実際、初対面のあの婚活パーティーの時、話しかけられてあまりの素敵さに釘づけにされたことは今でも鮮明に覚えている。

「いただきます」

　悩んだ揚げ句、まるごとミカン大福を選び、クリームの添えられた抹茶のドリンクとのセットメニューを注文した。貴晴さんはシンプルな温かい抹茶だ。

「……おいしい！」

「それはよかった。もしかして、初めて食べたとか？」

「いえ、でもかなり久しぶりです。やっぱりおいしいです」

　柔らかい大福の皮と、口いっぱいに広がるミカンの甘酸っぱさに満面の笑みが浮かんでしまう。

　そんな私を微笑ましく見つめる貴晴さんの表情に、ハッと我に返った。

「あっ……なんか、ごめんなさい」

「え？　急にどうしたの」

「だって、貴晴さんのために出かけてるのに、私が楽しんでどうするんだって思ったから……」

　これでは、案内役として失格だ。ゲストを楽しませないでどうする。

　反省して緩んでいた表情を引き締めると、貴晴さんはフッと笑って「里桜」と私を呼んだ。

「俺は十分楽しいよ。里桜と一緒にいられるだけで幸せだし」

　貴晴さんはそう言うと向かいにいる私に手を伸ばし、「だから、笑って」と頬をなでた。

　そんなふうに言ってもらえるなんて思いもしなくて胸が高鳴る。

　うれしさと恥ずかしさが相まって、顔にも熱が集まった。




「おかえりー。どうだった、混んでた？」

　実家へと帰宅すると、母親はキッチンに立ち夕飯の支度をしていた。

　今回の石川での滞在は二泊三日の予定。

　今晩は実家で泊まり、明日は貴晴さんが手配してくれた能登の温泉旅館で一泊する予定だ。

「うん、まあまあだったかな。そこまで待たなかったよ」

「そう、それならよかった。あ、ついさっきさかえ屋さんで希き子こちゃんに会ったのよ」

「え、希子に？」

　希子は、小学校から高校まで同じ学校に通った地元の友達。

　実家が近くて、私が東京に出てからもたまに連絡を取る仲だ。

　希子は地元金沢に住み続け、去年職場の人と結婚した。

　さかえ屋さんはこの近くのお米屋さんで、お正月はつきたてのお餅を売ってくれるので地元の人が詰めかける。

　母親はさかえ屋さんに行って希子にバッタリ会ったようだ。

「里桜、お正月はこっちに帰ってきてますかって聞かれて。連絡入れたけどって言ってたわよ」

「えっ!?」

「お正月は帰省してる子たちが多いから、なんか今晩高校のクラス会やるみたいよ。最近里桜も結婚して、今旦那さんと一緒に帰ってきてるって話したら、希子ちゃん驚いてたわよ」

　母親の話に耳を傾けながらバッグの中に入れっぱなしにしていたスマホを取り出すと、たしかに希子からメッセージが入っていた。

「ほんとだ。気づかなかった……」

　貴晴さんと出かけていたから、スマホに触りもしていなかった。

「クラス会、顔出してきたら？」

「えっ」

　なんと言って断りの返事を送ろうかと考えていると、貴晴さんが横からそんなことを言う。

　驚いてスマホから顔を上げ、貴晴さんを見上げた。

「え、でも……」

「年に何回かしか帰ってこれないんだし、同級生が集まるのも滅多にないだろうから、行ってくるといいよ」

「そうですけど……貴晴さんと一緒に帰ってるのに」

「俺はお義父さんたちと過ごしてるから、大丈夫。気にしないで行っておいで」

　私たちのやり取りを聞いていた母親は、貴晴さんの提案に「それ、いいわね」と同調する。

「貴晴さんもそう言ってくれてるし、少しだけ顔出してくればいいじゃない。里桜が出かけてる間、私たちが貴晴さんをおもてなししておくから」

　ふたりに揃ってそう言われてしまい、断るという選択肢が薄れていく。

　いいのかなと思いながら、「じゃあ、少しだけ……」と言ってお言葉に甘えることにした。




「じゃ、久しぶりの集合にかんぱーい」

　夕方六時。連絡を取った希子から教えられた集合場所は、高校から近い創作料理居酒屋だった。

　集まったのは、高校三年の時に同じクラスだったクラスメイトたち。二十人強集まったのだから、結構な参加率だ。年末から帰省していた日菜子も参加者のひとりだったらしく、店にたどり着いた時、入り口でバッタリ出くわした。

　卒業後一度も会ってないクラスメイトも多かったけれど、数年ぶりの再会とあって、みんながアットホームな雰囲気に包まれて、会はおおいに盛り上がった。

「でも、まさか里桜が結婚してるなんてねー」

　お酒が入り始めてすぐ、向かいに座る希子が私の話題を口にする。

　すると周囲から一気に注目が集まり、次々と「嘘！」や「里桜ちゃんが？」とみんなが話に食いついた。

「あ、うん。昨日、入籍したばかりなんだけど……」

　そう答えると、また「えぇぇ!?」と驚きの声があがる。

「いやいやみんな、驚くのはまだ早いよ。里桜のご主人、とんでもないハイスペックなんだから」

　そう口を挟んだのは、唯一出会いから結婚までの経緯を知っている日菜子だ。

　私のとなりに座る日菜子に、「なになに？」という興味津々な視線が集まる。

「東京の大手企業の若き代表取締役！　しかも、超イケメンなんだから」

「ちょっと、日菜子！」

「だってほんとのことじゃん！　ハイスぺイケメンじゃん！」

　日菜子がイケメンなんて連呼するのは、先日送った画像が始まり。

　新居祝いで日菜子にもらったフォトフレームに、貴晴さんとスタジオで撮影した例の写真を入れて飾った画像を、お礼と共に添付したのだ。

　それを見た日菜子は、写真の中の初めて見る貴晴さんの容姿に注目したらしく、即レスで【超絶イケメンじゃん！】と送ってきたのだった。

　日菜子の発言で、その場は大盛り上がりに。

　あまり話題の中心になるのが得意でない性分の私は、飛び交う質問に答えるので精いっぱいだった。

「じゃあ、今一番ラブラブな時だよねー。新婚ほやほやだもん。いいなぁ」

　去年結婚したばかりの希子がそんなことを言いだして、つい小首をかしげそうになってしまった。

　結婚一年目じゃ、まだまだ新婚のようなものだと思うけど……。

「なに言ってんのよ、希子。まだ夫婦ふたりきりなんだからラブラブでしょ？　子ども生まれたらね、そんなこと言ってる場合じゃないんだから」

　希子のぼやきに、すでに子持ちの面子めんつが賛同し始める。

　子育て真っただ中の既婚者たちは「そうそう、今のうちだよー」などと口々に言いだした。

「うちなんて、旦那は『忙しい』とか言ってワンオペ育児だよ。休みの日はスマホゲームばっかりでさ、いちいち言わないと家のこと手伝わないからね」

「言って手伝うならいいじゃーん！　うちなんて、家事と育児は妻の仕事って決めつけてるタイプだからなんもやらないよ？」

　そこからは、パートナーに不満のある子たちが愚痴の言い合いを始める。

　家事育児を手伝わない不満。年々、夫婦仲は空気のようなものになっていくのだろうという推察。中には、ご主人の浮気で現在子どもと共に別居中の子の悲惨な話も上がった。

　結局話は〝結婚は、楽しいのは始めのうちだけ〟みたいな方向でまとまり、まだ独身の日菜子が「もう、夢のないこと言わないでー！」と抗議して終息していった。

　同窓飲みが始まって二時間が過ぎた頃、私は快く送り出してくれた貴晴さんが気になり、メッセージを送っていた。

【そろそろ帰ろうと思ってます】と入れると、すぐに【帰るなら迎えにいくよ】と返信がある。わざわざ悪いし、大丈夫と送ろうと思っているうちに【お店で待ってて】と先に追加のメッセージが入ってきてしまった。

「里桜、二次会行く？　カラオケだって」

　となりの日菜子がそう訊いてきて、スマホから顔を上げる。

「あー……私はここで先に帰るよ」

「そっか。ご主人、実家で待ってるんだもんね？」

「うん。なんか迎えにきてくれるって言ってるから」

「えっ、マジ!?」

　驚いたような反応を見せた日菜子は、「じゃあ、挨拶しなくちゃ！」なんて言ってくれる。

　そんな話をしていると、数人の男子たちが「なあなあ」と背後から声をかけてきた。

「紀平さん、このあとカラオケ行く？」

「あ、私はもうここで帰ろうかと……」

　高校生だった当時、クラスの男子たちとはほぼ交流がなかった。だから、卒業して大人になった今、こうして話をするのは変な感じがする。

「ちょっと、里桜を口説こうったって無理だからねー。今から素敵な旦那様がお迎えにくるんだから」

　日菜子の発言にぎょっとしてしまう。なに言ってるの!?と言おうとしたところで、その中のひとりが「えー、マジかー」といかにも残念そうなリアクションを取った。

「ていうか、紀平さん結婚してたの？　いつの間に……」

　居心地の悪い雰囲気に苦笑を浮かべていると、日菜子が「はいはい、残念でした」と話を打ち切ろうとする。

「里桜の代わりに私が行くから、それで我慢しなー」

「またいつもの面子かよー。代り映えしねーなー」

　男子たちとも気軽に話せる日菜子にその場をお任せし、貴晴さんが迎えにくる前にお手洗いに席を立った。




　貴晴さんから【お店の前に着いたよ】と再びメッセージが入ってきたのは、迎えにいくと連絡をくれてから約十五分後のことだった。

　残っている面々に先に帰ると告げ、見送ってくれるという日菜子と店を出る。

　日菜子は貴晴さんを見つけた途端、「本物やばっ」と小声でつぶやいた。

「こんばんは、初めまして」

　日菜子が愛想よく挨拶をすると、貴晴さんは普段通り爽やかな笑みを浮かべ「こんばんは」と答えてくれる。

「貴晴さん、前にうちに遊びに来てくれた日菜子。うちのイベントに初めに誘ってくれた」

　そう紹介すると貴晴さんは「ああ、彼女が」と笑みを深める。

「佐原です。先日は新居にお招きいただき、ありがとうございました」

「いえ。こちらこそ、ご丁寧にお祝いのギフトをありがとうございました。今後も里桜と仲よくしてくださいね」

「はい！　ありがとうございます」

　貴晴さんは相変わらず紳士的に日菜子にも対応してくれる。初対面のふたりが挨拶を交わし終えると、日菜子は私に「じゃ、気をつけてね」と言ってくれた。

「クラスの男子が、結婚してますますかわいくなった里桜を狙っていたので、ご主人に迎えにきてもらってよかったです」

「えっ、ちょっ日菜子」

「じゃ里桜、また東京でね」

　最後に予想外の爆弾を投下して、日菜子はぺこりと頭を下げお店の中へと戻っていった。

「じゃ、帰ろうか」

「あ、はいっ。なんかすみません、寒いのにわざわざ迎えにきてもらって……」

「家から歩いて近いって聞いたし、夜道は危ないからね。同窓会は楽しかった？」

「はい。久しぶりに会う子もたくさんいたので、みんなの近況も聞けました」

「そっか、それはよかった」

　日菜子が最後にいらないことを言ったのが気がかりだったけど、貴晴さんは特にその点にはなにも触れず聞き流してくれたようで、内心ホッとする。

　歩き始めてすぐにつながれた大きな手はとても温かかった。




　翌日。

「すごい……」

　お昼過ぎに実家を出発し、約二時間。能登半島に着いたのは午後四時近くのことだった。

　貴晴さんが、せっかくだから石川の温泉宿でゆっくりしてこようと提案してくれたのだ。彼が用意してくれた旅館は、これまで泊まったことのないハイグレードの高級宿。

　日本百景のひとつであり、複雑に入り組んだ海岸線が美しい九つ十く九も湾わん。能登半島国定公園として保護された美しい景観の中、宿泊する旅館は佇んでいる。

　案内された離れの部屋は、和の趣が素晴らしい露天風呂付きスイートルームだった。

　客室から見渡せる絶景に思わず言葉をなくす。非日常の空間に一気に心が躍り、つい子どものように部屋の中を見て回ってしまった。

「素晴らしい眺めだな、予想以上だ」

　後からやってきた貴晴さんも、望む景色に歓心している。

　広い窓のすぐ向こうはプライベート庭園と露天風呂が湧き、贅沢極まりない造りだ。

「さて、と……」

　そんな貴晴さんの声が聞こえて窓の外から振り返ろうとしたところを、背後からふわりと抱きしめられる。

　ぴくりと肩を揺らした私の耳もとに貴晴さんは唇を寄せた。

「やっとふたりきりになれたし、なにしようか？」

「そうですね……貴晴さんはなにかやりたいことありますか？」

　回された黒いニットを着た腕に手を添えると、抱き寄せる力がわずかに強まる。

　それだけで鼓動が次第に速まっていくのを感じていた。

「じゃあ、夕食までまだ時間もあるし、ゆっくり温泉にでも入ろうか」

「温泉、いいですね。……一緒に、ですよね？」

「もちろん。ダメ？」

　一緒に入浴したことはある。だけど、まだこんな明るい時間の、それも外の露天風呂だ。これまでといろいろ状況が違うから恥ずかしい。

　でも、そんなふうに聞かれてしまうとダメとは言えなくなってしまう。

「ダメじゃ、ないです」

　答えるだけで赤面しているのが自分でよくわかる。

　了承すると、貴晴さんはスカートにインしているニットの裾を引っ張り出し「はい、ばんざーい」と早速私の衣服を脱がせにかかった。




　湯気の向こうに広がる絶景を見つめていると、背後でちゃぽんと湯に入る音が聞こえてくる。

　至福のため息と共に「いい湯だ……」という声がして、顔だけを振り向かせた。

　小さくなって水面から出ている私と違い、貴晴さんは頭を石造りの縁にのせ、手足を伸ばしてリラックスしている。

「あの、貴晴さん」

「ん……？」

「石川に来てくれて、ありがとうございました」

　一昨日の入籍から慌ただしく三が日が過ぎ、改めてお礼を伝えることもできていなかった。

　やっとふたりきりになって穏やかな時間が流れだし、言いたかった感謝を口にする。

　貴晴さんは頭を起こして湯の中で座り直すと、口もとにほんのり笑みを浮かべた。

「どうしたの、そんな改まって」

「だって……うれしかったですから。昨日、両親にしてくれた挨拶」

　両親に向けた真摯な眼差し。そして――。

『私の生涯をかけて、里桜さんを幸せにします』

　そう、言ってくれたこと……。

　貴晴さんの気持ちと決意を親の前で目の当たりにしたのは、やはり特別感が半端なかった。

「なに言ってるの、あたり前でしょ」

　ぽちゃんと音がして、二の腕が掴まれる。

「あっ……」

　あっという間に引き寄せられて、貴晴さんの腕の中につかまった。

「俺のほうこそ、里桜の生まれ育った場所が見れてよかったよ」

「え……？」

「石川に来て、今までより里桜のこと知れたしね。昨日、里桜が同窓会に行ってる間、お義母さんが昔の里桜の写真や卒業アルバムを見せてくれたよ」

「えっ、そうだったんですか？」

　子どもの頃の自分を見られるというのは、なんとも恥ずかしい。

　特に高校時代の冴えない自分が写っている卒業アルバムは、あまり見せたくないと思ってしまう。

「なんか、恥ずかしいですね……」

「どうして？　かわいい里桜をたくさん見られて大満足だったよ」

　そんなことを言った貴晴さんは、目の前でフッと笑みを浮かべる。

「でも……写真でしか見られないのは、やっぱり物足りないとも思うよ」

　それはどういう意味だろう？

　黙って小首をかしげる私を、貴晴さんは試すような視線でじっと見つめてくる。そして、唇に軽く触れるだけのキスを落とした。

「俺は、願っても過去の里桜には会えないから……昨日の同級生たちがうらやましい」

「そんなこと……」

「大人げないけど、ずるいと思うくらいだ。学生時代も一緒に過ごして、大人になった里桜にも会えてる」

　いつも何事にも余裕のある貴晴さんとは思えない言葉の数々に、戸惑いとうれしさが入り交じった感情が胸に広がる。

　思わず自分から貴晴さんの首もとに腕を回して抱きついた。

「でも、貴晴さんは……誰も知らない私をたくさん知ってます」

　湧き出る温泉の水音がちょろちょろと響いているのを耳にしながら、静かに目を閉じる。

　勢いあまって大それたことを言ってしまったかもしれないと思い始めた時、耳もとで「里桜」と名前を呼ばれた。

　耳たぶに触れた唇は首筋を下り、そのくすぐったさに回した腕を緩めてしまう。

　今度は貴晴さんが離れた私へと迫り、包み込むように唇を奪った。

　唇を割って舌を絡ませ、深く官能的なキスに頭に血が上っていく。

　すっかり甘い口づけに酔いしれた私を、顔を離した貴晴さんは正面から微笑を浮かべてじっと見つめた。

「こういう、とろけたかわいい顔とか？」

　そんなふうに言われて、自分がどんな顔をしているのか考えただけでも恥ずかしい。

「そうですっ」

　顔を隠すように再び抱きつくと、貴晴さんはクスッと笑って温泉の中で私の体を受け止めてくれた。

「まったく……かわいいな」

「だから、そんなこと……」

　しばらくそのまま、寄り添った私たちは言葉なく冷えた体を温泉で温めた。

　体以上に、心がぽかぽかとしているのを感じる。

　しみじみ幸せだなと実感していると、貴晴さんは横に抱いていた私の体を向かい合わせになるように抱き直した。

「でも、あんまり欲張りなこと言って里桜を困らせてたら、愛想尽かされちゃうね」

「そ、そんなことないです！　私のことで欲張ってくれるなんてむしろ大歓迎です！」

　私の発言に、貴晴さんは「ははっ」と楽しそうに笑う。そして、じっと近距離で私の顔をまじまじと見つめた。

「これから先の未来の里桜は、俺がこの目と心に全部焼きつけていく。だから、いろんな里桜を、俺だけに見せてくれる？」

　貴晴さん……。

「どんなときでも、一緒にいてほしい」

　長い人生、きっと楽しいことやうれしいことばかりではないと思う。

　それでも、いや、だからこそ、貴晴さんと共に生きていきたいと強く思える。

「もちろんです」

　苦楽を共に、いつまでも寄り添っていきたい。

　互いの気持ちを確かめ合うと、微笑み合ってどちらからともなく唇を重ね合わせた。
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あとがき




　約一年ぶりとなりますベリーズ文庫、お手に取っていただきありがとうございます。お久しぶりです、未華空央です。




　今作は一夜の過ちの相手が実はお見合い相手だった、という現実ではあり得ない（!?）ストーリーでしたが、作品を書くのはすごく楽しく、ノリノリで執筆した印象です。

　タイトルに〝溺愛〟と入れたかったため、とにかくヒロイン里桜をかわいがり甘やかすヒーローを書こう！と生まれたのが今回のヒーロー貴晴でした。俺様ヒーローも好きですが、やはり貴晴のようにどこまでも紳士でヒロインを溺愛するヒーローは個人的に大好物です（笑）。そんな彼の時たま見せる独占欲はたまりません……！

　そして、勘の鋭い方ならお気づきかもしれませんが、今作にはヒーロー貴晴の双子の兄、晴斗が出てきましたが、いずれ彼のお話も書こうと思いながら今回この作品にも登場させました。すでに訳ありな状態での登場となっていますが、そちらの作品もベリーズカフェサイトにて掲載したいと思っていますので、気長にお待ちいただけましたら幸いです。




　ベリーズ文庫様では五作目となります本作ですが、今回も多くの方のお力添えがあり、こうして刊行させていただくことができました。

　ベリーズ文庫編集部の皆様をはじめ、今回も共に作品づくりをしてくださいました担当の福島さま。今作もこうして形にしていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

　また、編集作業では大変お世話になりました編集担当の佐々木さま。しっとりと美しい素敵なカバーイラストを手掛けてくださいました、すがはら竜先生。本作に携わってくださいましたすべての皆様に心より感謝申し上げます。

　そして、私に作品を書こうという活力をくださるのは、読者の皆さまに他なりません。いつも応援いただき本当にありがとうございます。

　この感謝の気持ちは、皆様に楽しんでいただける作品をつくりお返ししていけたらと思っていますので、今後も未華空央をどうぞよろしくお願いいたします。

　また、こうしてご挨拶できます日を夢見て……。

未み華はな空そら央お
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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